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一

は

じ

め

に

出
版
人
が
縦
組
の
組
版
を
語
る
場
合
、
通
常
は
、
写
真
植
字
（
と
く
に
電
算
写
植
）
と

1

D
T

P
1

通
常
は

D
e
sk

to
p

P
u

b
lish

in
g

の
略
。

あ
る
い
は

D
e
sk

to
p

P
re

p
re

ss

の
略
語

と
し
て
も
ち
い
る
場
合
も
あ
る
。

と
の
対
比
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。

2

T
E

X

に
よ
る
縦
組
は
、
議
論
の
埒
外
に
あ
り
、
同
じ
土
俵

2
T

E
X

は
、K

n
u

th

の
開
発
に
な
る
組
版
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、D

.
E

.

K
n
u

th
,

\
T

h
e

T
E
X

b
o
o
k
"
,

A
d

d
i-

so
n

-W
e
sle

y
(1

9
8
4
).

邦
訳
、「T

E
X

ブ

ッ
ク
」斎
藤
信
男
監
修
、鷺
谷
好
輝
訳
、ア
ス
キ
ー

（
一
九
八
九
）
参
照
（
本
書
で
はT

E
X

b
o
o
k

と
略
称
す
る
）。
日
本
語
化
し
たp

T
E
X

は
ア

ス
キ
ー
社
の
開
発
。
ア
ス
キ
ー
出
版
技
術
部
編
、

「
日
本
語T

E
X

テ
ク
ニ
カ
ル
ブ
ッ
ク

I

」、
ア

ス
キ
ー
（
一
九
九
〇
）
参
照
。T

E
X

お
よ
び

p
T

E
X

は
い
ず
れ
も
フ
リ
ー
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
で
あ
る
。

で
語
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。「（T

E
X

の
）
英
文
の
組
版
は
実
に
見
事
な
も
の
で
あ

る
が
、、　和
、　欧
、　文
、　混
、　植
、　に
、　な
、　る
、　と
、　不
、　体
、　裁
、　な
、　部
、　分
、　が
、　出
、　る
の
は
残
念
で
あ
る
。」
な
る
論
評
（
野
村
保

恵
、「〈
電
算
植
字
〉
本
づ
く
り
入
門
」、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
五
、
二
二

七
ペ
ー
ジ
）
や
、「
少
な
く
と
も
欧
文
で
は
こ
の
（T

E
X

の
）
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
う
ま
く
い
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
和
文
で
は
ど
う
か
は
、
筆
者
は
充
分
な
実
験
を
す
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
、　う
、　ま
、　く
、　い
、　く
、　ケ
、　ー
、　ス
、　も
、　あ
、　る
こ
と
は
確
認
で
き
ま
し
た
。」
と
い
う
論
評
（P

R
E

M
ed

ia,

P
art

1
5,

二
〇
〇
一
年
六
月
、
六
八
ペ
ー
ジ
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
（
傍
点
は
本
報
告
で
付
け

た
も
の
）、
こ
とT

E
X

に
関
し
て
は
充
分
な
調
査
も
な
い
ま
ま
、
不
確
か
な
情
報
（
多
く
は
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
伝
聞
情
報
）
が
流
布
し
て
い
た
の
が
実
状
で
あ
る
。

筆
者
は
、
こ
こ
数
年
、T

E
X

を
日
本
語
組
版
、
と
く
に
縦
組
組
版
に
応
用
す
る
た
め
に
、
種
々

の
検
討
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
そ
の
検
討
結
果
を
「

3

L AT
E

X

本
づ
く
り
の
　や
ち
ま
た

八
衢　
」（
ア
ジ
ソ
ン
ウ
ェ

3
L
A
T

E
X

は
、L

a
m

p
o
rt

がT
E
X

の
機
能

を
も
と
に
し
て
開
発
し
た
文
書
作
成
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
機
能
を
整
備
・
拡
充
し
た
も
の

が
、
現
行
のL

A
T

E
X

2
"

で
あ
る
。L

.
L

a
m

-

p
o
rt,

\
L
A
T

E
X

:
A

D
o
c
u

m
e
n
t

P
re

-

p
a
ra

tio
n

S
y
ste

m
"
,

2
n

d
e
d

.
(U

p
-

d
a
te

d
fo

r
L
A
T

E
X

2
"

),
A

d
d

iso
n

-

W
e
sle

y
(1

9
9
4
).

邦
訳
、「
文
書
処
理
シ

ス
テ
ムL

A
T

E
X

2
"

」、
阿
瀬
は
る
み
訳
、
ピ

ア
ソ
ン
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
一
九
九
九
）

参
照
。
日
本
語
化
し
たp

T
E
X

に
基
づ
い
た

も
の
は
、p

L
A
T

E
X

で
、
ア
ス
キ
ー
社
の
開

発
。
さ
ら
に
、
機
能
を
整
備
し
た
も
の
が
現
行

のp
L
A
T

E
X

2
"

で
あ
る
。
中
野
賢
、「
日
本

語L
A
T

E
X

2
"

ブ
ッ
ク
」
ア
ス
キ
ー
（
一
九
九

六
）。
本
報
告
で
は
、p

L
A
T

E
X

2
"

に
つ
い

て
説
明
す
る
。
い
ず
れ
も
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
で
あ
る
。

ス
レ
イ
、
一
九
九
六
）、「
続L AT

E
X

2
"

階
梯
・
縦
組
編
」（
ア
ジ
ソ
ン
ウ
ェ
ス
レ
イ
、
一
九
九
八
）、

お
よ
び
「p

L AT
E

X
2

"

入
門
・
縦
横
文
書
術
」（
ピ
ア
ソ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
〇
〇
）
と

し
て
刊
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
著
書
で
は
、
単
な
る
ノ
ウ
ハ
ウ
に
属
す
る
項
目
だ
け
で
な
く
、

組
版
の
本
質
に
触
れ
る
考
察
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
句
読
点
な
ど
の
約
物
の
組
版
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
例
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
。

T
E

X
/
L AT

E
X

が
得
意
と
す
る
の
は
、
文
字
中
心
の
組
版
で
あ
る
。
文
字
中
心
の
縦
組
組
版
を
論

ず
る
局
面
を
振
り
返
る
と
、
い
わ
ゆ
る
文
芸
書
を
暗
黙
の
対
象
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
一
般
に
、
文

芸
書
で
は
、
漢
字
、
平
が
な
、
片
か
な
、
お
よ
び
約
物
で
構
成
さ
れ
、「

4全
角
」
と
い
う
単
位
（
あ

4

全
角
と
は
、
和
字
の
一
文
字
分
の
長
さ
で
あ
る
。

p
T

E
X

で
は
、z

w

が
単
位
と
な
る
。
欧
文

の
単
位e

m

と
は
区
別
す
る
。

る
い
は
そ
の
整
数
分
の
一
）
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
で
は
、
科
学
書
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
関
係
の
解
説
書
な
ど
、
縦
組
で
も
「
全
角
」
と
い
う
単
位
で
済
ま
せ
ら
れ
な
い
も
の

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
主
と
し
て
入
門
・
啓
蒙
書
の
性
格
を
も
つ
た
め
、
横
組
の
専
門
書
に
比
べ

る
と
す
く
な
い
も
の
の
、
そ
れ
で
も
な
お
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
数
式
な
ど
文
芸
書
に
な
い
組
版

要
素
を
含
む
。
後
者
の
組
版
は
、
縦
組
組
版
の
中
で
も
、
と
く
にT

E
X

/L AT
E

X

の
強
み
が
発
揮
で

き
る
分
野
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
後
者
の
拡
大
さ
れ
た
分
野
を
も
含
め
た
立
場
を
と
る
こ
と
に

す
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
で
、
日
本
語
の
縦
組
組
版
を
考
え
る
場
合
、
本
文
の
行
ご
と
に
、
少
な

く
と
も
、
次
の
よ
う
な
組
版
要
素
を
含
む
（
あ
る
い
は
、
付
属
さ
せ
る
）
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

5

こ
の
箇
条
書
の
部
分
はd

e
sc

rip
tio

n
環
境

を
も
ち
い
て
作
成
し
て
い
る
。
見
出
し
は
、
一

字
下
げ
で
、
短
い
見
出
し
は
、
文
字
列
の
長
さ

に
応
じ
て
字
ど
り
処
理
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。

5文

字

種

漢
字
、
平
が
な
、
片
か
な
、
和
文
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
（
い
わ
ゆ
る
全
角
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
主
と
し
て
短
い
略
語
な
ど
に
用
い
る
）、
欧
文
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
（
い
わ
ゆ

る
半
角
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
主
と
し
て
英
単
語
や
英
語
の
引
用
に
用
い
る
）、
和
文
ア
ラ
ビ



0
2

縦
組
に
と
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読
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T
E

X

組
版
か
ら
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見
方

ア
数
字
（
い
わ
ゆ
る
全
角
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）、
欧
文
ア
ラ
ビ
ア
数
字
（
い
わ
ゆ
る
半
角
の
ア

ラ
ビ
ア
数
字
）、
お
よ
び
各
種
記
号
・
約
物
（
和
文
用
お
よ
び
欧
文
用
）。

6

こ
こ
で
い
う
行
中
と
は
、
必
ず
し
も
一
行
に
含

ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
小
書
注

や
二
行
割
注
な
ど
の
場
合
に
、
な
り
ゆ
き
の
改

行
で
二
行
に
わ
た
っ
て
も
「
行
中
要
素
」
と
み

な
す
。

6行

中

要

素

7小
書
注
、
二
行
割
注
、

8句
読
点
の
ぶ
ら
下
げ
。

7

こ
が
き
ち
ゅ
う
。
注
を
本
文
に
組
み
込
む
と
き
、

本
文
よ
り
小
さ
い
文
字
で
出
力
す
る
こ
と
。
丸

括
弧
な
ど
で
括
る
こ
と
が
多
い
。
本
報
告
で
は
、

小
書
に
し
て
い
な
い
。

8
T

E
X

で
は
、「
ぶ
ら
下
げ
句
読
点
は
、
幅0

p
t

で
行
末
尾
に
は
り
付
い
て
い
る
」
と
い
う
見
方

を
す
る
。
本
報
告
で
、
ぶ
ら
下
げ
句
読
点
を
行

中
要
素
と
分
類
す
る
の
は
こ
の
見
方
に
よ
る
。

行

間

要

素

9ル
ビ
（
振
り
が
な
）、
傍
点
、
注
番
号
、
訓
点
文
に
お
け
る
送
り
が
な
な
ど
。

9

こ
こ
に
あ
げ
た
行
間
要
素
が
ペ
ー
ジ
の
一
行
目

に
く
る
と
き
は
、T

E
X

で
は
、
横
幅

0
p

t

で
一
行
目
に
は
り
付
い
て
い
る
と
み
る
。
し
た

が
っ
て
、T

E
X

の
立
場
を
厳
密
に
あ
て
は
め

る
と
、
行
中
要
素
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
外
見
上
の
形
態
を
み
て
、
行
間
要
素

と
分
類
し
て
お
く
。

10本
文
の
各
行
は
、
段
落
に
ま
と
め
ら
れ
、
ペ
ー
ジ
を
構
成
す
る
。
ペ
ー
ジ
の

11版
面
が
ま
と
ま
っ

10

本
報
告
で
は
、
文
章
は
段
落
（
ひ
と
ま
と
ま
り

の
記
述
単
位
）
の
集
ま
り
と
み
な
し
て
い
る
。

各
段
落
は
、
な
り
ゆ
き
で
一
行
ず
つ
に
ま
と
め

ら
れ
（
版
面
の
上
下
を
ま
も
る
た
め
）、
最
後

は
強
制
改
行
し
て
、
段
落
最
終
行
の
残
り
を
な

り
ゆ
き
の
空
白
で
み
た
す
。
各
行
は
、
版
面
の

左
右
を
ま
も
る
た
め
に
基
準
の
行
数
で
区
切
ら

れ
、
ペ
ー
ジ
を
形
成
す
る
。

11

版
面
の
上
下
は
、
各
文
字
種
が
収
ま
る
最
大
領

域
と
し
て
決
め
る
。
た
だ
し
、
句
読
点
の
ぶ
ら

下
げ
や
特
殊
な
効
果
を
狙
う
と
き
は
例
外
。
版

面
の
左
右
は
、
右
端
の
行
の
中
心
線
と
左
端
の

行
の
中
心
線
が
、
各
ペ
ー
ジ
の
一
定
位
置
に
く

る
よ
う
に
決
め
る
。

た
形
に
な
る
た
め
に
は
、
本
文
の
ほ
か
に
も
、
種
々
の
構
成
要
素
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
構
成

要
素
の
主
な
も
の
を
、
次
に
列
挙
す
る
。

本

文

段
落
を
形
成
し
、
他
の
構
成
要
素
と
と
も
に
版
面
（
ペ
ー
ジ
）
を
み
た
す
。

別
行
立
て
要
素

数
式
、
化
学
構
造
式
（
筆
者
は
有
機
化
学
を
専
門
に
し
て
い
る
の
で
、
化
学

の
解
説
書
な
ど
を
視
野
に
入
れ
る
）
な
ど
。

表

組

縦
中
横
、
縦
中
縦
。

浮

動

要

素

図
・
表
な
ど
。
本
文
の
回
り
込
み
。

本
報
告
で
は
、
句
読
点
の
ぶ
ら
下
げ
、
ル
ビ
、
注
番
号
、
傍
点
、
訓
点
文
に
お
け
る
送
り
が
な
な

ど
、
本
文
文
字
以
外
の
組
版
要
素
に
注
目
す
る
。「
こ
れ
ら
が
行
と
段
落
を
形
づ
く
る
場
合
に
、
ど

の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
る
か
」
をT

E
X

/L AT
E

X

組
版
の
立
場
か
ら
詳
し
く
説
明
す
る
。T

E
X

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
と
し
て
の
側
面
を
強
調
す
る
な
か
で
、「
幅
あ
る
い
は
高
さ0p

t
の
箱
」

と
い
うT

E
X

の
考
え
方
が
、
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
結
果
を
通

じ
て
、
版
面
の
上
下
・
左
右
を
ま
も
る
こ
と
の
意
味
を
考
察
し
た
い
。

（
注
意
）
本
報
告
で
は
、
縦
組
の
文
字
の
字
送
り
の
方
向
（
行
）
の
文
字
の
長
さ
を
「
縦
幅
」
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
字
送
り
に
垂
直
の
方
向
（
行
送
り
の
方
向
）
の
文
字
の
長
さ

を
「
横
幅
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。p

T
E

X

の
縦
組
で
は
、「
縦
幅
」
は\

h
b
o
x

で
組
ま
れ
る
の

で
、
単
に
「
幅
」
と
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。「
横
幅
」
に
関
係
す
る
の
は\

v
b
o
x

で
組
ま
れ
る
方

向
な
の
で
、「
高
さ
」
と
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。

二

T
E
X

組
版
の
概
略

二
・
一

グ
ル
ー
と
箱
の
モ
デ
ル

T
E

X

の
組
版
は
、

12箱
（
ボ
ッ
ク
ス
）
と

13グ
ル
ー
（
糊
）
の
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
い
る
（T

E
X

b
o
ok

12

行
方
向
の
横
箱
と
行
送
り
方
向
の
縦
箱
と
が

あ
る
。

13

伸
縮
し
う
る
空
き
の
こ
と
。
横
箱
に
関
す
る

T
E

X

の
グ
ル
ー
は
、
活
字
時
代
の
四
分
、
三

分
な
ど
の
分
物
（
ぶ
ん
も
の
）、
あ
る
い
は
ク
ワ

タ
な
ど
の
倍
物
（
ば
い
も
の
）
に
相
当
す
る
も

の
で
あ
る
。
一
方
、
縦
箱
に
関
す
る
グ
ル
ー
は
、

活
字
時
代
の
イ
ン
テ
ル
な
ど
に
相
当
す
る
。
こ

れ
ら
が
固
定
的
な
空
き
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

T
E

X

の
グ
ル
ー
は
、
自
由
に
伸
縮
し
う
る
こ

と
が
重
要
な
点
で
あ
る
。

第
十
一
・
十
二
章
参
照
）。
和
文
に
拡
張
し
たp

T
E

X

で
も
同
じ
で
あ
る
。
グ
ル
ー
の
挿
入
箇
所
と

伸
縮
度
に
つ
い
て
は
、
場
合
に
応
じ
て
次
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

英
文
の
場
合

英
文
は
単
語
ご
と
の
分
か
ち
書
き
が
前
提
な
の
で
、
単
語
間
お
よ
び
約
物
（
コ

ン
マ
・
ピ
リ
オ
ド
な
ど
）
の
う
し
ろ
に
グ
ル
ー
を
入
れ
る
。
グ
ル
ー
の
延
び
縮
み
の
度
合
を

制
御
し
て
い
る
の
が
ス
ペ
ー
ス
フ
ァ
ク
タ
ー
（sp

ace
factor

）
で
あ
る
。
単
語
間
の
グ
ル
ー

に
対
し
て
、1

000

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
約
物
の
場
合
に
は
こ
れ
よ
り
も
大
き
な
ス
ペ
ー
ス

フ
ァ
ク
タ
ー
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
値
は\

n
o
n
f
r
e
n
c
h
s
p
a
c
i
n
g

命
令
に
よ
っ
て
設
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
定
義
をp

lain
.tex

（
あ
る
い
はT
E

X
b

o
ok

の
付
録B

.5

）
か
ら
引

用
す
る
。

\
d

e
f

\
n

o
n

f
r

e
n

c
h

s
p
a

c
i
n
g
{
\s

f
c

o
d

e
`

\.
3

0
0

0
%

\
s

f
c

o
d

e
`

\?
3

0
0

0
\
s

f
c

o
d

e
`

\!
3

0
0

0

\
s

f
c

o
d

e
`

\:
2

0
0

0
\
s

f
c

o
d

e
`

\;
1

5
0

0
\
s

f
c

o
d

e
`

\,
1

2
5

0
}



0
3

T
E
X

組
版
の
概
略

こ
の
定
義
の
な
か
で
、\

s
f
c
o
d
e

で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
そ
の
設
定
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

ピ
リ
オ
ド
の
ス
ペ
ー
ス
フ
ァ
ク
タ
ー
の
値
は3000

と
な
っ
て
お
り
、
通
常
の
単
語
間
の
空

き
よ
り
も
三
倍
伸
び
縮
み
し
や
す
い
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

和
文
の
場
合

p
T

E
X

で
は
、
和
字
・
和
字
間
の
グ
ル
ー
お
よ
び
和
字
・
欧
字
間
の
グ
ル
ー

を
挿
入
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
全
角
の
句
読
点
類
の
う
し
ろ
に
は
、
フ
ォ
ン
ト
メ
ト
リ
ッ
ク
フ
ァ

イ
ル
で
指
定
さ
れ
た
グ
ル
ー
が
入
る
。

�
14和

字
・
和
字
間
の
グ
ル
ー
は\

k
a
n
j
i
s
k
i
p

で
あ
る
。
デ
フ
ォ
ル
ト
で
は
、
通
常
は
ベ

14

一
般
にT

E
X

で
は
、
ス
キ
ッ
プ
（sk

ip

）
と

寸
法
（d

im
e
n

sio
n

）
を
区
別
す
る
。
ス
キ
ッ

プ
は
、
ス
キ
ッ
プ
レ
ジ
ス
タ
ー
と
よ
ば
れ
る
パ

ラ
メ
ー
タ
ー
に
保
持
さ
れ
て
お
り
、
固
定
長
、

延
び
量
、
お
よ
び
縮
み
量
が
設
定
さ
れ
る
。
グ

ル
ー
も
ス
キ
ッ
プ
の
一
種
と
考
え
て
よ
い
。
一

方
、
寸
法
は
固
定
長
の
み
が
、
寸
法
レ
ジ
ス
タ
ー

に
保
存
さ
れ
る
。

タ
組
で
、
調
整
用
に
だ
け
伸
縮
す
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

15変
更

15

本
報
告
の
本
文
は
、
変
更
し
た
旨
の
記
述
が
な

い
か
ぎ
り
、p

L
A
T

E
X

2
"

の
デ
フ
ォ
ル
ト
で

組
版
し
て
い
る
。

も
可
能
で
あ
る
。

\
k

a
n

j
i

s
k

i
p

=
0
p

t
p

l
u

s
.

5
p

t
m

i
n

u
s

.
5

p
t

�

和
字
・
欧
字
間
の
グ
ル
ー
は
、\

x
k
a
n
j
i
s
k
i
p

と
呼
ば
れ
る
。
デ
フ
ォ
ル
ト
で
は
、
次

の
よ
う
に
、
四
分
ア
キ
（0.25zw

）
で
、
行
整
形
の
調
整
用
の
伸
縮
長
が
設
定
さ
れ
て

い
る
。

\
x

k
a

n
j

i
s

k
i

p
=
.

2
5
z

w
p

l
u

s
.
1

z
w

m
i

n
u

s
.

1
z

w

こ
の
伸
縮
長
は
、\

k
a
n
j
i
s
k
i
p

よ
り
も
大
き
め
に
と
っ
て
、
和
字
・
和
字
間
で
よ
り

も
和
字
・
英
字
間
で
行
調
整
が
起
こ
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
変
更
も
可
能
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
グ
ル
ー
は
、
段
落
が
終
わ
っ
た
時
点
の
値
が
使
わ
れ
る
。

�

全
角
の
句
読
点
類
の
う
し
ろ
の
グ
ル
ー
は
、
和
字
の
フ
ォ
ン
ト
メ
ト
リ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ル

（jfm

フ
ァ
イ
ル
、
拡
張
子
は.tfm

）
か
ら
読
み
込
ん
だ
も
の
を
用
い
る
。p

T
E

X

の
縦

組
用
標
準
フ
ォ
ン
トtm

in
10

の
フ
ォ
ン
ト
メ
ト
リ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ル
は
、tm

in
10.tfm

で
あ
る
。
実
際
に
は
、
句
点
・
読
点
（
。と
、）
に
つ
い
て
は
、
縦
幅
が0.50zw

で
、
空

き
が0

.5
0zw

に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
調
整
用
に
は
縮
み
が0.5zw

ま
で
可
能
で
、
延

ば
し
処
理
の
値
は0.19zw

に
な
っ
て
い
る
。
句
点
や
ピ
リ
オ
ド
を
調
整
に
使
わ
な
い
場

合
は
、
縮
み
が0p

t

と
し
たjfm
フ
ァ
イ
ル
を
新
た
に
作
成
す
れ
ば
よ
い
（
参
考|

16

J
IS

16
J
IS

X
4
0
5
1
-1

9
9
5

「
日
本
語
文
書
の
行
組

版
方
法
」
で
は
、
読
点
を
終
わ
り
括
弧
類
に
分

類
し
て
い
る
。
組
版
の
調
整
の
上
で
、
読
点
を

句
点
と
区
別
す
る
の
は
卓
見
と
い
え
る
が
、
読

点
を
終
わ
り
括
弧
に
分
類
し
た
の
は
、
こ
と
を

単
純
化
し
す
ぎ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
分

類
に
よ
り
、
読
点
の
ぶ
ら
下
げ
が
事
実
上
で
き

な
い
（
読
点
を
ぶ
ら
下
げ
る
と
、
終
わ
り
括
弧

類
も
ぶ
ら
下
が
る
）
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
筆
者
は
ぶ
ら
下
げ
な
し
を
デ
フ
ォ
ル

ト
と
す
る
立
場
で
は
あ
る
が
、
ぶ
ら
下
げ
を
完

全
に
排
除
す
る
立
場
は
と
っ
て
い
な
い
。
こ
の

規
格
で
は
、
文
字
ク
ラ
ス
を
処
理
系
定
義
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ぶ
ら
下
げ
を
実
装
す

る
場
合
は
、
読
点
を
終
わ
り
括
弧
類
か
ら
独
立

さ
せ
た
形
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

規
格
で
は
、
句
点
類
（
全
角
の
ピ
リ
オ
ド
と
句
点
）
と
読
点
類
（
全
角
の
コ
ン
マ
と
読

点
）
に
つ
い
て
の
調
整
時
の
区
別
が
あ
る)

。

グ
ル
ー
に
よ
る
空
き
は
い
つ
で
も
挿
入
す
べ
き
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。p

T
E

X

で
は
、

\
x
s
p
c
o
d
e

お
よ
び\

i
n
h
i
b
i
t
x
s
p
c
o
d
e

に
よ
る
禁
則
を
お
く
。
詳
し
く
は
、
拙
著
「L AT

E
X

本
づ
く
り
の
　や
ち
ま
た

八
衢　
」
を
参
照
。

約
物
の
前
後
の
禁
則

半
角
の
約
物
と
和
字
が
続
い
た
と
き
に
空
き
を
挿
入
し
て
よ
い
か
ど
う

か
を
規
定
す
る
の
が
、\

x
s
p
c
o
d
e

で
あ
る
。
こ
の
値
（0{3

）
に
よ
っ
て
空
き
を
入
れ
る
か

ど
う
か
を
制
御
す
る
。
和
字
の
約
物
と
欧
字
が
続
く
場
合
に
は
、\

i
n
h
i
b
i
t
x
s
p
c
o
d
e

で

制
御
す
る
。
こ
の
値
（0{3

）
に
よ
っ
て
空
き
を
入
れ
る
か
ど
う
か
を
制
御
す
る
。

17
T

E
X

で
は
、
な
り
ゆ
き
の
改
行
を
制
御
す
る

た
め
に
、
特
定
の
箇
所
に
罰
金
を
課
す
る
。
自

動
的
に
挿
入
さ
れ
る
罰
金
の
ほ
か
、
組
版
の
都

合
に
よ
り
、
手
動
で
も
挿
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
分
離
し
て
ほ
し
く
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
大
き

な
罰
金
を
あ
た
え
る
。
た
と
え
ば
、\p

e
n
a
l
t
y

1
0
0
0
0

と
指
定
し
て
お
け
ば
、
そ
こ
で
は
改
行

が
禁
止
さ
れ
る
。
逆
に
負
の
値
を
指
定
す
る
と

改
行
が
促
進
さ
れ
る
。

禁

則

処

理

p
T

E
X

で
は
、

17罰
金
（
ペ
ナ
ル
テ
ィ
）
を
拡
張
し
て
日
本
語
の
行
頭
禁
則
や

行
末
禁
則
を
制
御
す
る
。
行
頭
禁
則
用
の\

p
o
s
t
b
r
e
a
k
p
e
n
a
l
t
y

お
よ
び
行
末
禁
則
用
の

\
p
r
e
b
r
e
a
k
p
e
n
a
l
t
y

が
設
定
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）。

罰
金
（
ペ
ナ
ル
テ
ィ
）
は
グ
ル
ー
と
は
関
係
な
い
が
、
行
の
整
形
時
に
同
じ
よ
う
に
付
加
さ
れ
、
次

項
で
述
べ
る
行
・
段
落
整
形
の
際
に
参
照
さ
れ
る
。



0
4

縦
組
に
と
っ
て
の
句
読
点

|
T
E

X

組
版
か
ら
の
見
方

二
・
二

T
E
X

の
行
・
段
落
整
形

p
T

E
X

の
行
整
形
は
、
一
行
別
に
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
（d

）
と
い
う
評
価
値

を
も
と
に
段
落
全
体
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
う
。
詳
し
く
は
、
拙
著
「L AT

E
X

本
づ
く
り
の
　や
ち
ま
た

八
衢　
」
を

参
照
。
そ
こ
に
は
、\

t
r
a
c
i
n
g
p
a
r
a
g
r
a
p
h
s

命
令
を
用
い
る
追
跡
方
法
に
つ
い
て
も
詳
し
く
述

べ
て
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
そ
の
要
約
で
あ
る
。

英
文
の
場
合

行
の
分
割
箇
所
は
、
グ
ル
ー
類
に
属
す
る

18ノ
ー
ド
か
ら
選
ぶ
。
改
行
不
能
の

18

行
整
形
の
一
つ
の
候
補
は
、
分
割
箇
所
を
分
岐

点
と
す
る
木
構
造
（
環
を
含
む
こ
と
が
あ
る
）
と

な
る
。
こ
の
よ
う
な
分
岐
点
を
ノ
ー
ド
と
い
う
。

ノ
ー
ド
が
行
末
に
く
る
場
合
は
、
グ
ル
ー
を
縮
め
て
そ
の
行
に
収
め
る
か
、
グ
ル
ー
を
延
ば

し
て
次
行
に
送
る
か
、
英
単
語
で
は
ハ
イ
フ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
分
割
す
る
か
の
判
断
を
す
る
。

こ
の
判
断
は
、
デ
メ
リ
ッ
ト
（d

）
と
い
う
評
価
値
を
計
算
す
る
。

d
= 8><>:

(
+̀

b)
2

+
p

2;
0

�
p

<
10000

の
と
き

(
+̀

b)
2

�
p

2;
�

10000
�

p
<

0

の
と
き

(
+̀

b)
2

+
p

2;
p

<
�

10000

の
と
き

こ
こ
で
、`

は\
l
i
n
e
p
e
n
a
l
t
y

と
呼
ば
れ
る
量
で
通
常10

に
設
定
さ
れ
る
。b

は
悪
評

度
（b

a
d

n
ess

）
で
、
行
整
形
の
た
め
に
伸
び
縮
み
し
た
グ
ル
ー
か
ら
計
算
さ
れ
る
が
、
お
お

よ
そ
三
乗
の
オ
ー
ダ
ー
の
値
で
あ
る
。p

は
分
割
可
能
点
に
与
え
ら
れ
た
罰
金
の
値
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
計
算
し
た
デ
メ
リ
ッ
ト
を
、
段
落
に
わ
た
っ
て
総
計
し
て
、
最
小
の
も
の

を
選
ぶ
よ
う
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

和
文
の
場
合

p
T

E
X

もT
E

X

の
行
分
割
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
、

和
文
と
英
文
の
混
植
（
混
合
植
字
）
な
ど
和
文
特
有
の
事
情
に
対
処
す
る
た
め
に
、
い
く
つ

か
の
規
約
（
和
字
・
和
字
間
の
グ
ル
ー
、
和
字
・
英
字
間
の
グ
ル
ー
な
ど
）
を
追
加
し
て
い

る
（
前
述
）。

二
・
三

p
T
E
X

の
禁
則
処
理
概
要

p
T

E
X

で
の
禁
則
処
理
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
拙
著
「L AT

E
X

本
づ
く
り
の
　や
ち
ま
た

八
衢　
」
を
参
照
。
要

約
を
次
に
示
す
。

行

頭

禁

則

行
頭
禁
則
の
文
字
は
、
そ
の
文
字
の
直
前
で
行
分
割
の
処
理
が
行
わ
れ
な
い

よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
、\

p
r
e
b
r
e
a
k
p
e
n
a
l
t
y

に
大
き
な
値
を
設
定
す
る
。
こ
の
設
定

は
、k

in
so

k
u

.tex
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

\
p

r
e

b
r

e
a

k
p
e

n
a
l

t
y
`

.
=
1
0
0
0
0

%

文
字(

半
角)

そ
の
も
の
で
指
示

\
p

r
e

b
r

e
a

k
p
e

n
a
l

t
y
`

,
=
1
0
0
0
0

%

文
字
そ
の
も
の
で
指
示

\
p

r
e

b
r

e
a

k
p
e

n
a
l

t
y
`

・=
5

0
0

0
%

文
字(

全
角)

そ
の
も
の
で
指
示

\
p

r
e

b
r

e
a

k
p
e

n
a
l

t
y
\j

i
s

"
2

1
2

B
=

5
0

0
0

%

コ
ー
ド
指
示

な
ど
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
て
お
り
、
変
更
も
可
能
で
あ
る
。

行
末
の
禁
則
処
理

行
末
禁
則
の
文
字
は
、\

p
o
s
t
b
r
e
a
k
p
e
n
a
l
t
y

に
大
き
な
値
を
設
定
し

て
、
そ
の
文
字
の
直
後
で
行
分
割
の
処
理
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

段
落
ウ
ィ
ド
ウ
処
理

p
T

E
X

で
は
、
段
落
末
尾
の
行
が
一
文
字
に
な
ら
な
い
よ
う
に
整
形
す

る
。
こ
の
よ
う
な
禁
則
処
理
を
、
段
落
ウ
ィ
ド
ウ
処
理
と
呼
ぶ
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、

\
j
c
h
a
r
w
i
d
o
w
p
e
n
a
l
t
y

が
、
該
当
箇
所
に
自
動
的
に
挿
入
さ
れ
る
。
こ
の
罰
金
の
値
は

jlp
la

in
.tex

の
中
で500

と
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
変
更
も
可
能
で
あ
る
。



0
5

T
E
X

組
版
の
概
略

ペ
ー
ジ
冒
頭
の
禁
則
処
理

ペ
ー
ジ
の
最
初
に
、
段
落
の
末
尾
の
一
行
が
く
る
こ
と
を

19ウ
ィ
ド

19

和
文
で
も
ウ
ィ
ド
ウ
行
を
な
く
す
る
よ
う
に
す

べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
強
い
。
し
か
し
、
筆
者

の
経
験
で
は
、
ウ
ィ
ド
ウ
行
の
禁
則
を
お
く
と
、

行
送
り
固
定
の
原
則
を
ま
も
る
の
は
む
ず
か
し

い
局
面
が
で
て
く
る
。

ウ
行
（w

id
ow

lin
e

）
と
い
う
。T

E
X

で
は
、
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、\

w
i
d
o
w
p
e
n
a
l
t
y

を
設
定
す
る
。
標
準
値
は150

で
あ
る
。
和
文
の
場
合
は
、
ウ
ィ
ド
ウ
行
が
あ
っ
て
も
、
こ

だ
わ
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、\

w
i
d
o
w
p
e
n
a
l
t
y

=
0

と
変
更
し
て
お
く
と
よ
い
。

ペ
ー
ジ
末
尾
の
禁
則
処
理

ペ
ー
ジ
の
最
後
に
、
段
落
の
最
初
の
行
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
を

20ク

20

和
文
で
も
ク
ラ
ブ
行
を
な
く
す
る
よ
う
に
す
べ

き
だ
と
い
う
意
見
も
強
い
。
し
か
し
、
行
送
り

固
定
の
原
則
と
両
立
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

ラ
ブ
行
（clu

b
lin

e

）
と
い
う
。T

E
X

で
は
、
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、\

c
l
u
b
p
e
n
a
l
t
y

を

設
定
す
る
。
標
準
値
は150

で
あ
る
。
和
文
の
場
合
は
、
ク
ラ
ブ
行
が
あ
っ
て
も
、
こ
だ
わ

ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、\

c
l
u
b
p
e
n
a
l
t
y

=
0

と
変
更
し
て
お
く
と
よ
い
。
一
方
、
節

や
項
の
表
題
が
ペ
ー
ジ
最
後
に
残
る
（
泣
き
別
れ
）
の
は
、
和
文
の
場
合
で
も
原
則
と
し
て

防
ぐ
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
表
題
の
た
め
の
命
令
（
例
え
ば\

s
e
c
t
i
o
n

な
ど
）
の
定

義
の
中
で
、\

c
l
u
b
p
e
n
a
l
t
y

=
1
0
0
0
0

と
し
て
あ
る
。

二
・
四

句
読
点
の
う
し
ろ
の
空
き

p
T

E
X

の
標
準
で
は
（
フ
ォ
ン
トtm

in
10

を
使
う
と
き
）、
句
読
点
の
う
し
ろ
の
空
き
（
半

角
幅
）
は
、
調
整
用
に
は
縮
み
が0.5zw

ま
で
（
ベ
タ
ま
で
）
可
能
で
、
延
ば
し
処
理
の
値
は

0
.1

9
zw

に
な
っ
て
い
る
（jfm

フ
ァ
イ
ル
で
設
定
）。
句
点
と
読
点
と
は
同
じ
伸
び
縮
み
を
す
る
。

\
k
a
n
j
i
s
k
i
p

は
句
読
点
の
う
し
ろ
の
空
白
の
と
こ
ろ
に
は
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
を

確
か
め
る
に
は
、
次
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。

あ
い
み
て
の
の
ち
の
こ
こ
ろ

あ

い
。
み

て

の

あ

い
、
み

て

の

欄
外
の
出
力
の
う
ち
、
最
初
の
行
は
、
自
然
の
長
さ
に
組
ん
だ
も
の
、
う
し
ろ
の
二
行
は
、

\
h

b
o

x
t

o
9

z
w

{
\
k

a
n

j
i

s
k

i
p
=
0
p
t

p
l

u
s

1
f

i
l

あ
い
。
み
て
の}

\
h

b
o

x
t

o
9

z
w

{
\
k

a
n

j
i

s
k

i
p
=
0
p
t

p
l

u
s

1
f

i
l

あ
い
、
み
て
の}

と
入
力
し
て
九
字
ど
り
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
句
読
点
の
う
し
ろ
の
空
き
が
開
い
て
い
な
い
こ
と

に
注
意
。

二
・
五

T
E
X

の
行
の
調
整
例

P
R

E
M

ed
ia

,
P

art
1
5,

二
〇
〇
一
年
六
月
、七
四{

七
五
ペ
ー
ジ
に
示
さ
れ
た
実
例

1{
6

ま
で

をp
T

E
X

で
検
証
し
て
み
る
。
た
だ
し
、
和
字{

和
字
間
は
、\k

a
n
j
i
s
k
i
p
=
0
p
t

p
l
u
s

.
1
2
5
z
w

m
i
n
u
s

0
.
0
3
1
2
5
z
w

と
設
定
し
、
和
字{

欧
字
間
は\

x
k
a
n
j
i
s
k
i
p
=
.
2
5
z
w

p
l
u
s

.
2
5
z
w

m
i
n
u
s

.
0
6
2
5
z
w

と
設
定
し
て
あ
る
。

実
例

1

あ
あ
、
あ
あ
。
あ
あ
、
あ
あ
あ
。

あ
あ
あ
あ
あ

（
参
考
）
あ
あ
、
あ
あ
。
あ
あ
、
あ
あ
あ
。

あ
あ
あ
あ
あ

句
点
の
う
し
ろ
と
読
点
の

う
し
ろ
は
、
同
等
に
詰
め
処

理
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

（
参
考
）
と
し
て
示
し
た
の

は
、
句
点
の
う
し
ろ
の
詰
め
処
理
を
禁
止
し
た
例
で
あ
る
。

実
例

2
あ
あ
、
あ
あ
（
あ
あ
）
あ
あ
あ
。

あ
あ
あ
あ
あ

（
参
考
）
あ
あ
、
あ
あ
（
あ
あ
）
あ
あ
あ
。

あ
あ
あ
あ
あ

読
点
の
う
し
ろ
と
丸
括
弧

の
前
後
は
、
同
等
に
詰
め
処

理
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

（
参
考
）
と
し
て
示
し
た
の

は
、
読
点
の
う
し
ろ
の
詰
め
処
理
を
禁
止
し
た
例
で
あ
る
。



0
6

縦
組
に
と
っ
て
の
句
読
点

|
T
E

X

組
版
か
ら
の
見
方

実
例

3

あ
あ
、あ
あ
。あ
あ
あ
あ
あ
あ
）。

あ
あ
あ
あ

（
参
考
）
あ
あ
、
あ
あ
。
あ
あ
あ
あ
あ

あ
）。
あ
あ
あ
あ

句
読
点
の
う
し
ろ
は
、
同

等
に
詰
め
処
理
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
。和
字
間
も
詰
ま
っ

て
い
る
。（
参
考
）
と
し
て
示

し
た
の
は
、延
ば
し
処
理
を
強
制
す
る
た
め
、設
定
を\

k
a
n
j
i
s
k
i
p
=
0
p
t

p
l
u
s

.
1
5
z
w

m
i
n
u
s

0
.
0
3
1
2
5
z
w

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

実
例

4

あ
あ
あ
・
あ
あ
あ
、
あ
あ
あ
あ
。

あ
あ
）・
あ
あ

（
参
考
）
あ
あ
あ
・
あ
あ
あ
、
あ
あ
あ
あ
。

あ
あ
）・
あ
あ

中
黒
の
前
後
と
読
点
の
う

し
ろ
は
、
同
等
に
詰
め
処
理

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。（
参

考
）
と
し
て
示
し
た
の
は
、
中

黒
お
よ
び
終
わ
り
丸
括
弧
を
二
分
に
し
た
例
で
あ
る
。

次
に
あ
げ
る
の
は
、
和
欧
文
混
植
の
例
で
あ
る
。p

T
E

X

の
柔
軟
性
を
示
す
た
め
に
、
参
考
例
に

は
極
端
な
詰
組
の
例
も
掲
げ
た
。
こ
の
よ
う
な
極
端
な
こ
と
は
、
通
常
の
組
版
で
は
、
お
こ
な
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
。

実
例

5

あ
あ

M
ac

O
S

あ
あ
あ
あ

P
R

E
M

ed
ia

あ
あ

（
参
考
）
あ
あM

ac
O

S

あ
あ
あ
あP

R
E

-

M
ed

ia

あ
あ

こ
の
例
で
は
、P

R
E

M
e-

d
ia

が
追
い
出
さ
れ
る
。（
参

考
）
と
し
て
示
し
た
の
は
、
ハ

イ
フ
ン
の
位
置
を
指
定
す
る

た
め
に
、\h

y
p
h
e
n
a
t
i
o
n

{
P
R
E
-
M
e
-
d
i
a
}

と
し
た
も
の
で
あ
る
（
こ
の
指
定
は
文
中
一
度
で
よ

い
）。
さ
ら
に
、\k

a
n
j
i
s
k
i
p
=
0
p
t

p
l
u
s
.
1
2
5
z
w

m
i
n
u
s
0
.
1
2
5
z
w

お
よ
び\

x
k
a
n
j
i
s
k
i
p

=
.
2
5
z
w

p
l
u
s
.
2
5
z
w

m
i
n
u
s
.
2
5
z
w

と
指
定
し
て
、
極
端
な
詰
め
処
理
を
許
し
て
あ
る
。

実
例

6

あ
あ

ty
p

o
g
ra

p
h
y

あ
あ
あ

P
R

E
M

ed
ia

あ
あ

（
参
考
）
あ
あty

p
ograp

h
y

あ
あ
あP

R
E

-

M
ed

ia

あ
あ

こ
れ
も
、P

R
E

M
ed

ia

が

追
い
出
さ
れ
る
。（
参
考
）
と

し
て
示
し
た
の
は
、
実
際
例

5

と
同
様
に
ハ
イ
フ
ン
の
位

置
を
指
定
し
、\k
a
n
j
i
s
k
i
p
=
0
p
t

p
l
u
s

.
1
2
5
z
w

m
i
n
u
s

0
.
1
5
z
w

お
よ
び\

x
k
a
n
j
i
s
k
i
p

=
.
1
5
z
w

p
l
u
s

.
2
5
z
w

m
i
n
u
s

0
.
3
5
z
w

を
指
定
し
て
、
無
理
矢
理
に
詰
め
処
理
を
お
こ
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。

三

組
版
に
と
っ
て
本
質
的
な
も
の
と
は

三
・
一

な
に
に
注
目
す
る
か

T
E

X
/
L AT

E
X

に
よ
る
組
版
に
お
い
て
も
、
目
差
す
と
こ
ろ
は
、
電
算
写
植
やD

T
P

と
か
わ
ら

な
い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
組
版
に
よ
っ
て
、「
何
が
変
化
し
た
の
か
」
を
見
据
え
て
、
技
術
の
共
通

項
を
捜
す
ほ
う
が
、
よ
ほ
ど
生
産
的
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
技
術
と
し
て
継
承
す
べ
き
こ
と
が

ら
は
、
実
現
方
法
は
異
な
る
に
せ
よ
、
ど
の
組
版
方
法
を
採
用
す
る
に
し
て
も
共
通
で
あ
る
。

1
21読

み
や
す
い
字
面
。

21

こ
の
箇
条
書
は
、en

u
m

e
ra

te

環
境
を
も
ち

い
て
作
成
し
て
い
る
。
項
目
に
は
自
動
的
に
通

し
番
号
が
振
ら
れ
る
。

2

き
ち
ん
と
し
た
版
面
。

3

一
貫
し
た
行
頭
禁
則
、
行
末
禁
則
、
分
離
禁
則
。

総
論
は
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
に
し
て
も
、
細
部
は
立
場
に
よ
っ
て
微
妙
に
異
な

る
。
と
く
に
次
の
点
に
注
意
し
て
、
議
論
を
進
め
た
い
。



0
7

組
版
に
と
っ
て
本
質
的
な
も
の
と
は

1

ベ
タ
組
は
金
科
玉
条
か
。

2

「
調
整
箇
所
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
」
と
い
う
調
整
原
理
を
維
持
す
べ
き
か
。

3

前
項
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
こ
と
に
な
る
が
、
調
整
の
優
先
順
位
を
固
定
的
に
考
え
る
こ
と
の
是

非
。
優
先
順
位
の
高
い
と
こ
ろ
で
調
整
が
で
き
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
と
す
る
方
法
の
吟
味
。

4

句
読
点
の
ぶ
ら
下
げ
は
本
当
に
必
要
な
の
か
。

三
・
二

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
組
版
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
こ
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
組
版
に
よ
っ
て
、
技
術
的
に
可
能
に
な
っ
た
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
と
、
次

の
二
点
に
な
ろ
う
。

1

文
字
と
文
字
の
間
隔
を
自
由
に
調
整
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

2

調
整
の
た
め
の
演
算
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

こ
の
進
歩
を
反
映
す
る
よ
う
に
、
組
版
ル
ー
ル
を
吟
味
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
右
に
あ
げ

た
こ
と
が
ら
は
、「
和
字
を
ベ
タ
組
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
な
く
て
も
よ
い
」
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
。
さ
ら
に
敷
衍
す
れ
ば
、「

22和
字{

和
字
の
間
を
積
極
的
に
行
の
調
整
に
使
う
こ
と
が
で
き
る

22

こ
の
こ
と
に
よ
り
、「
通
常
処
理
」
と
「
例
外
処

理
」
の
関
係
が
変
わ
る
。
た
と
え
ば
、
行
頭
に
カ

ギ
括
弧
が
き
て
、
の
こ
り
の
文
字
は
漢
字
ま
た

は
か
な
で
構
成
さ
れ
て
い
る
行
の
調
整
を
考
え

る
。
こ
の
と
き
、
カ
ギ
括
弧
を
天
ツ
キ
に
す
る

と
、
半
端
の
二
分
を
処
理
す
る
た
め
に
文
字
間

を
開
け
る
必
要
が
あ
る
。
ベ
タ
組
原
則
（
ベ
タ

組
が
「
通
常
処
理
」）
の
立
場
か
ら
は
、
こ
の
処

理
は
「
例
外
処
理
」
と
な
る
。
小
書
注
や
割
注

な
ど
を
採
用
す
る
場
合
な
ど
、
こ
の
種
の
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ベ
タ
組
原
則
の
立
場

で
は
、
例
外
処
理
が
多
発
す
る
。
一
方
、
本
報

告
で
述
べ
る
ベ
タ
組
離
脱
の
立
場
か
ら
は
、
最

初
の
例
の
処
理
は
「
通
常
処
理
」
で
あ
り
、
ベ

タ
組
も
ま
た
文
字
間
を0

p
t

に
開
け
る
「
通

常
処
理
」
で
あ
る
。
小
書
注
や
割
注
（
こ
の
場

合
は
若
干
の
留
保
は
あ
る
が
）
の
処
理
で
さ
え
、

「
通
常
処
理
」
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
ベ
タ

組
原
則
の
立
場
か
ら
の
「
調
整
」
は
例
外
の
処

理
で
あ
り
、
ベ
タ
組
離
脱
の
立
場
か
ら
の
「
調

整
」
は
、
す
べ
て
正
常
の
処
理
で
あ
る
。
こ
の

相
異
は
、
単
な
る
こ
と
ば
遊
び
で
は
な
く
、
深

い
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

よ
う
に
な
っ
た
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、「
調
整
箇
所
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
」
と

い
う
調
整
、
さ
ら
に
は
、「
優
先
順
位
の
高
い
と
こ
ろ
で
調
整
が
で
き
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
」
と
す

る
調
整
の
く
び
き
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
本
報
告
で
は
、

次
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
こ
と
に
す
る
。

1

ベ
タ
組
の
桎
梏
を
取
り
除
く
。

2

す
べ
て
の
調
整
可
能
な
箇
所
に
わ
た
っ
て
、
優
先
順
位
を
考
慮
し
た

23重
み
づ
け
調
整
を
お
こ

23

こ
こ
で
、「
す
べ
て
の
箇
所
を
調
整
に
使
う
こ

と
」
が
「
文
字
間
が
だ
ら
し
な
く
開
い
た
パ
ラ

パ
ラ
の
組
版
」
に
つ
な
が
る
と
誤
解
し
て
は
な

ら
な
い
。
重
み
づ
け
を
適
切
に
お
こ
な
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
和
字
間
を
ベ
タ
組
と

事
実
上
区
別
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
頭
注

22

を
参
照
の
こ
と
。

な
う
。

3

行
末
の
約
物
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
一
つ
の
約
物
に
対
し
て
、
単
一
の
仕
上
り
と
す
る
。
本

報
告
で
は
、
単
一
行
末
揃
え
の
原
則
と
い
う
言
葉
で
言
及
す
る
。

4

句
読
点
の
ぶ
ら
下
げ
を
お
こ
な
う
か
ど
う
か
は
、
文
書
の
内
容
に
応
じ
て
き
め
る
。
た
だ
し
、

筆
者
は
、
ぶ
ら
下
げ
を
お
こ
な
わ
な
い
方
法
を
デ
フ
ォ
ル
ト
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

次
節
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
項
の
細
部
を
例
を
あ
げ
な
が
ら
述
べ
て
ゆ
く
。

三
・
三

版
面
を
ま
も
る
こ
と
の
意
味

縦
組
の
組
版
に
お
い
て
、

24版
面
を
ま
も
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
。

24

は
ん
づ
ら
。
本
報
告
で
は
、
本
文
が
印
刷
さ
れ

る
領
域
を
さ
す
。
ノ
ン
ブ
ル
や
柱
は
含
ま
な
い
。

版
面
の
左
右

ま
ず
、
版
面
の
左
右
に
つ
い
て
考
え
る
。
見
開
き
で
左
右
対
称
に
な
る
よ
う

に
し
た
い
と
い
う
要
請
と
本
文
の
中
心
線
を
裏
表
で
一
致
さ
せ
た
い
と
い
う
要
請
と
を
み
た

す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
を
単
位
に
し
て
考
え
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
小

口
に

25柱
を
出
力
す
る
と
き
に
、
制
約
が
も
っ
と
も
厳
し
い
。
右
ペ
ー
ジ
（
縦
組
の
と
き
は
偶

25

は
し
ら
。
書
籍
な
ど
の
ペ
ー
ジ
の
余
白
に
出
力

す
る
見
出
し
や
書
名
の
こ
と
。

数
ペ
ー
ジ
）
の
右
側
に
く
る
ル
ビ
、
割
注
の
右
側
な
ど
は
、
版
面
か
ら
飛
出
し
て
も
可
と
す

る
。
左
ペ
ー
ジ
（
縦
組
の
と
き
は
奇
数
ペ
ー
ジ
）
の
左
側
に
く
る
も
の
は
少
な
い
が
、
漢
文

の
返
り
点
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
も
、
版
面
か
ら
飛
出
し
て
も
可
と
す
る
。
本
報
告
で
は
、
左

右
揃
え
の
原
則
と
い
う
言
葉
で
言
及
す
る
。

版
面
の
上
部

版
面
の
上
は
、
字
余
り
の
ル
ビ
な
ど
も
飛
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
の
が

通
例
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
特
殊
な
効
果
を
ね
ら
う
と
き
は
別
で
あ
る
。
版
面
の
上
部
に
関

し
て
は
、
段
落
行
頭
の
括
弧
と

26折
り
返
し
行
頭
の
括
弧
に
つ
い
て
の
相
異
は
あ
る
。
と
く
に
、

26

段
落
の
途
中
の
行
の
先
頭
。
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ら
の
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方

カ
ギ
括
弧
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
式
が
あ
る
。
版
面
の
下
部
と
同
様
に
議
論
で
き
る

の
で
、
本
報
告
で
は
言
及
し
な
い
。

版
面
の
下
部

版
面
の
下
は
、
行
の
末
尾
で
あ
り
、
も
っ
と
も
議
論
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
つ
問
題
点
が
あ
る
。

1

約
物
（
句
読
点
は
ぶ
ら
下
げ
な
し
）
に
つ
い
て
、
従
来
、
う
し
ろ
に
空
き
あ
り
の
も
の

お
よ
び
う
し
ろ
に
空
き
な
し
の
も
の
の
二
種
を
許
容
す
る
方
法
が
行
わ
れ
て
き
た
。

2

行
末
の
句
読
点
は
、
行
末
に
き
た
他
の
約
物
を
区
別
し
て
特
別
扱
い
に
す
る
こ
と
が
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
ぶ
ら
下
げ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
行
末
の
句
読
点
に
関
し
て
は
、
う
し

ろ
に
空
き
あ
り
の
も
の
、
う
し
ろ
に
空
き
な
し
の
も
の
、
お
よ
び
ぶ
ら
下
げ
の
三
種
が

含
ま
れ
る
。

こ
れ
は
、
調
整
を
し
な
い
で
済
ま
せ
ら
れ
る
な
ら
、
調
整
の
手
間
を
省
く
と
い
う
技
術
的
な

経
済
性
を
重
視
し
た
方
法
で
あ
る
。
す
ぐ
に
気
づ
く
よ
う
に
、
約
物
の
行
末
形
態
が
二
つ
な

い
し
三
つ
あ
る
（
後
述
す
る
よ
う
に
、
欧
文
混
植
の
と
き
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
場
合
が

あ
る
）
こ
と
は
、
処
理
が
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い
（
単
一
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
処
理
さ
れ
て

い
な
い
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
約
物
の
行
末
調
整
に
関
し
て
は
、
単
一
の
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
で
処
理
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
本
質
的
な
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
を
、
ぶ
ら
下
げ

の
可
否
の
問
題
に
矮
小
化
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
報
告
で
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
単
一
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
版
面
の
下
を
そ
ろ
え
る
こ
と
を
原
則

と
す
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、、　一
、　つ
、　の
、　約
、　物
、　の
、　行
、　末
、　形
、　態
、　は
、　一
、　つ
（

27単
一
行
末
揃
え
の
原
則
）
で
あ
る

27

す
で
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
示
す
よ
う
に
、「
一
つ
の
約
物
の
行
末

形
態
は
一
つ
」
あ
る
い
は
同
じ
こ
と
だ
が
「
単

一
行
末
揃
え
の
原
則
」
と
い
う
は
っ
き
り
と
し

た
形
で
と
ら
え
て
お
く
と
、
あ
と
の
議
論
が
明

晰
に
な
る
。
同
様
に
、「
一
つ
の
約
物
の
行
頭

形
態
は
一
つ
」（
単
一
行
頭
揃
え
の
原
則
）
も

考
え
ら
れ
る
。

こ
と
を
重
視
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
文
字
と
文
字
の
間
に
グ
ル
ー
を
入
れ
る
こ
と
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る
処
理
で
は
、
き
わ
め
て
簡
単
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
和
字
を
ベ
タ
組
す

る
こ
と
を
原
則
と
せ
ず
、
和
字{

和
字
の
間
を
積
極
的
に
行
の
調
整
に
使
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
を
　ぜ是　
と
す
れ
ば
（
こ
こ
は
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
）、
版
面
の
下
を
そ
ろ
え
る
こ
と

は
、
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
カ
ギ
括
弧
が
行
末
に
き
た
と
き
、
う
し

ろ
の
半
角
（0
.5

zw

）
の
空
白
を
除
い
て
行
末
に
揃
え
る
と
す
る
。
一
行
が
三
十
七
文
字
の
と
き

は
、0

:5
=
(37

�
2
)

=
0
:014zw

の
空
白
を
文
字
の
間
に
挿
入
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
行
末
の
約
物
の
う
し
ろ
の
空
き
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
単

一
行
末
揃
え
の
観
点
か
ら
吟
味
す
る
と
、
行
末
の
約
物
の
う
し
ろ
に
空
き
を
「
な
り
ゆ
き
」
で
お
く

と
い
っ
て
も
　ひ
と
い
ろ

一
色　
で
は
な
い
。
と
く
に
、
一
行
に
英
文
な
ど
の
和
字
以
外
の
組
版
要
素
が
含
ま
れ

て
い
る
と
、
行
末
の
括
弧
の
う
し
ろ
は
、
必
ず
し
も
半
角
（0.5zw

）
あ
る
い
は
四
分
（0.25zw

）

単
位
に
は
な
ら
な
い
。

山
嵐
はm

ig
h
t

is
rig

h
t

と
い
う
英
語
」

を
引
い
て

た
と
え
ば
、「
山
嵐
はm

igh
t

is
righ

t

と
い
う
英
語
」
を
引
い
て
」（
多
少
無
理

が
あ
る
が
、
行
末
の
カ
ギ
括
弧
を
入
れ
た
例
を
作
成
）
を
一
行
十
六
文
字
に
組
版
す

る
と
し
よ
う
。
英
語
の
部
分
の
自
然
長
（
こ
の
報
告
の
場
合
）
は
、6.438zw

に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
英
文
の
前
後
に
四
分
ア
キ
を
挿
入
し
、
終
わ
り
カ
ギ
括
弧
は
半

角
と
す
る
と
、
全
体
で
、3

+
0

:25
+

6
:438

+
0

:2
5

+
5
:5

=
1
5
:438zw

と
な
る
。
な
り
ゆ

き
の
カ
ギ
括
弧
な
ど
と
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
全
角
の
整
数
分
の
一
に
な
ら
な
い
半
端
が
で
る
。

0
.4

3
8
zw

の
半
端
を
半
角
（0.5zw

）
に
揃
え
て
、
わ
ざ
わ
ざ
行
末
に
半
角
の
空
白
を
お
く
こ
と

は
不
自
然
で
あ
る
。
さ
り
と
て
、
な
り
ゆ
き
の
ま
ま
に
す
る
と
凸
凹
が
目
立
つ
場
合
が
で
て
こ
よ

う
。
し
た
が
っ
て
、
欄
外
に
示
す
よ
う
に
、
行
末
の
空
白
を
取
り
除
い
て
、
版
面
の
下
部
を
揃
え
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28る
。

28

こ
の
行
が
い
わ
ゆ
る
ウ
ィ
ド
ウ
行
（w

id
o
w

lin
e

）
で
あ
る
。T

E
X

の
標
準
で
は
、
ウ
ィ

ド
ウ
行
を
禁
則
と
し
て
い
る
が
、
本
報
告
で
は
、

固
定
行
送
り
を
重
視
し
て
、
禁
則
を
は
ず
し
て

い
る
。
ウ
ィ
ド
ウ
行
の
禁
則
を
ま
も
る
に
は
、

前
ペ
ー
ジ
の
最
後
の
行
を
こ
の
ペ
ー
ジ
に
移
す

こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
報
告
書
で
は
、
前

ペ
ー
ジ
の
ど
こ
か
を
一
行
分
開
く
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
、
終
わ
り
か
ら
五
行
め
の
計
算
式
の

部
分
を
別
行
立
て
に
し
て
、
一
行
を
稼
ぐ
の
が

現
実
的
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
処
置
を
お
こ

な
わ
な
い
か
ぎ
り
、T

E
X

で
は
、
前
ペ
ー
ジ

の
行
間
を
均
等
に
開
く
か
、
段
落
の
間
で
均
等

に
開
く
処
理
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

三
・
四

句
読
点
細
見

句
読
点
の
形
態
的
考
察

従
来
、
ぶ
ら
下
げ
は
、
句
読
点
の
み
に
適
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で

は
、「
ぶ
ら
下
げ
に
関
し
て
、
句
読
点
だ
け
を
他
の
約
物
（
行
末
禁
則

の
か
か
る
も
の
）
と
は
別
扱
い
に
す
る
と
い
う
理
由
が
あ
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
。
こ
れ

に
は
、
句
読
点
と
い
う
概
念
的
な
考
察
だ
け
で
な
く
、
句
読
点
の
形
態
的
な
考
察
が
必
要
に
な
る
。

こ
れ
は
、「
句
読
点
を
句
読
点
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
は
な
に
か
」
と
い
う
問
の
答
を
あ
た
え
る
こ

と
に
な
る
。

一
般
に
句
読
点
は
、
縦
幅
半
角
（0.5zw

）
で
、
半
角
の
空
白
が
付
属
す
る
と
さ
れ
る
。
縦
幅
半

角
（0

.5
zw

）
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
句
読
点
の
概
念
上
の
大
き
さ
で
あ
る
。
句
読
点
を
実
際

に
囲
む
最
小
限
の
枠
を
出
力
す
る
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
実
際
に
は
も
っ
と
小
さ
い
こ
と
が
わ
か

る
。
筆
者
のp

T
E

X

の
シ
ス
テ
ム
で
は
、0.27zw

（
四
分
よ
り
若
干
大
き
い
）
の
枠
で
句
読
点
を

囲
む
こ
と
が
で
き
る
（
た
だ
し
、
句
読
点
の
縦
幅
な
ど
の
具
体
的
値
は
フ
ォ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン
に

よ
っ
て
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
異
な
っ
た
と
し
て
も
議
論
の
大
筋
は
そ
の
ま
ま
通
用
す
る
）。

句
読
点
は
、0

.2
7
zw

�
0.27zw

の
正
方
形
の
領
域
に
収
ま
る
。

句
点

0
.5zw

。

0.27zw

。

読
点

0
.5zw

、

0.27zw

、

丸
括
弧

0
.5zw

）

0.27zw

）

カ
ギ

0
.5zw

」

0.27zw

」

二
重
カ
ギ

0
.5zw

』

0.37zw

』

比
較
の
た
め
、
終
わ
り
括
弧
類
の
実
測
値
も
並
べ
て
掲
げ
た
。
丸
括
弧
と
カ
ギ
括
弧
は
、
句
読
点

と
同
じ
く
縦
幅0

.2
7zw

で
あ
る
が
、
横
幅
は
全
角
で
あ
る
。
二
重
カ
ギ
括
弧
は
、
縦
幅0.37zw

、

全
角
の
横
幅
と
な
っ
て
い
る
。
句
読
点
も
終
わ
り
括
弧
類
も
「
本
文
を
そ
の
地
点
で
区
切
る
」
と

い
う
働
き
を
も
っ
て
い
る
。
形
態
的
に
み
る
と
、
句
読
点
の
占
め
る
領
域
（0.27zw

�
0.27zw

）

が
終
わ
り
括
弧
類
の
占
め
る
領
域
（0.27zw

�
1zw

ま
た
は0.37zw

�
1zw

）
に
比
較
し
て
、
圧

倒
的
に
小
さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
形
態
的
に
み
た
場
合
、
句
読
点
は
区
切
る
力

が
弱
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
ベ
タ
で
（
縦
幅0.27zw

で
）
組
ん
で
ゆ
く
と
本
文
に
紛

れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
形
態
的
に
貧
弱
な
句
読
点
に
よ
る
区
切
り
を
、
視
覚
的
に
確

保
す
る
た
め
の
仕
掛
け
が
次
の
二
つ
で
あ
る
。

1

概
念
的
に
半
角
と
み
な
す
こ
と
、

2
半
角
の
空
白
を
付
属
さ
せ
る
こ
と

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
形
態
的
な
区
切
る
力
の
弱
さ
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
二
つ

の
仕
掛
け
が
、「
句
読
点
を
句
読
点
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
句
読
点
の
う
し

ろ
の
半
角
を
詰
め
る
よ
う
な
行
調
整
は
お
こ
な
わ
な
い
と
い
う
組
版
ル
ー
ル
は
、
句
読
点
の
形
態

的
な
弱
さ
を
あ
ら
わ
に
し
な
い
た
め
の
工
夫
で
あ
る
と
み
な
せ
る
。

ぶ
ら
下
げ
の
論
理

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
句
読
点
の
ぶ
ら
下
げ
は
、
形
態
的
な
弱
さ
を

逆
手
に
と
っ
た
方
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
弱
さ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め

に
、
上
記
の
二
つ
の
仕
掛
け
に
は
、
版
面
の
下
部
の
余
白
が
充
て
ら
れ
る
。
前
項
か
ら
鏤
々
述
べ
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て
き
た
こ
と
は
、
要
す
る
に
、「
句
読
点
は
見
か
け
上
小
さ
い
の
で
、
句
読
点
を
ぶ
ら
下
げ
に
し
て

も
あ
ま
り
目
立
た
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
、
麗
々
し
く
言
い
か
え
た
に
す
ぎ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、「
句
読
点
以
外
は
絶
対
に
ぶ
ら
下
げ
に
し
な
い
」
と
い
う
組
版
ル
ー
ル
に
つ
い
て
も

つ
い
で
に
吟
味
し
て
お
こ
う
。
丸
括
弧
や
カ
ギ
括
弧
は
、
縦
幅
だ
け
に
つ
い
て
い
え
ば
句
読
点
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
横
幅
は
全
角
で
あ
り
句
読
点
に
比
べ
て
大
き
く
目
立
つ
の
で
ぶ
ら

下
げ
に
し
な
い
と
い
わ
れ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
も
感
ず
る
。
し
か
し
、
本
当
に
そ
う
か
、
確
か
め

て
み
る
。

句
読
点
と
区
別
し
て
、
ほ
か
の
約
物
、

鉤
括
弧
を
ぶ
ら
下
げ
る
こ
と
の
「
可
否
」

は
、
自
明
の
よ
う
に
感
じ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
も
ち
ろ
ん
否
で
あ
る
と
断
言
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。

欄
外
に
、
句
読
点
と
と
も
に
カ
ギ
括
弧
も
ぶ
ら
下
げ
に
し
た
例
を
あ
げ
る
。
例
文
中
、

鉤
括
弧
と
表
記
し
た
の
で
統
一
が
と
れ
て
い
な
い
が
、
字
数
を
調
整
す
る
た
め
で
あ
る

（
文
章
も
お
か
し
い
が
了
と
さ
れ
た
い
）。
こ
こ
で
は
、
大
カ
ギ
括
弧
を
使
っ
て
い
る
が
、

小
カ
ギ
括
弧
を
用
い
る
と
占
め
る
領
域
は
小
さ
く
な
る
。
次
の
（
参
考
一
）
に
は
カ
ギ

括
弧
を
ぶ
ら
下
げ
に
し
な
い
も
の
を
あ
げ
る
。
さ
ら
に
、（
参
考
二
）
は
、
ぶ
ら
下
げ

を
お
こ
な
わ
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
を
比
較
し
て
、
カ
ギ
括
弧
の
ぶ
ら
下
げ
は
、

は
た
し
て
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

（参考一）

句
読
点
と
区
別
し
て
、
ほ
か
の
約
物
、

鉤
括
弧
を
ぶ
ら
下
げ
る
こ
と
の
「
可
否
」

は
、
自
明
の
よ
う
に
感
じ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
も
ち
ろ
ん
否
で
あ
る
と
断
言
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。

（参考二）

句
読
点
と
区
別
し
て
、
ほ
か
の
約
物
、

鉤
括
弧
を
ぶ
ら
下
げ
る
こ
と
の
「
可
否
」

は
、
自
明
の
よ
う
に
感
じ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
も
ち
ろ
ん
否
で
あ
る
と
断
言
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。

版
面
下
部
の
漢
字
や
か
な
の
並
び

の
み
に
着
目
す
る
（
こ
れ
が
句
読
点

の
ぶ
ら
下
げ
を
お
こ
な
う
大
き
な
理

由
で
あ
る
）
と
、
カ
ギ
括
弧
を
ぶ
ら

下
げ
に
し
た
ほ
う
が
、
横
に
な
ら
ん

で
い
る
と
も
い
え
る
（「
物
」、「
否
」、

「
る
」
に
着
目
）。
へ
理
屈
に
近
い
こ

と
を
承
知
で
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
着
目
事
項
を
変
え
な
い
こ
と
に
す
る
と
、
カ
ギ
括
弧
の
ぶ
ら
下

げ
に
し
な
い
（
参
考
一
）
は
、
行
末
の
漢
字
と
か
な
が
む
し
ろ
凸
凹
し
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、

ぶ
ら
下
げ
を
ま
っ
た
く
お
こ
な
わ
な
い
（
参
考
二
）
は
、
最
初
の
例
と
同
様
に
版
面
下
部
の
漢
字

や
か
な
が
並
ん
で
い
る
。

以
上
、
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
み
た
が
、「
、　ぶ
、　ら
、　下
、　げ
、　に
、　関
、　し
、　て
、
句
読
点
だ
け
を
他
の
約
物
と

は
別
扱
い
に
す
る
」
と
い
う
積
極
的
な
理
由
は
筆
者
に
は
見
つ
か
ら
な
い
。「
句
読
点
は
見
か
け
上

小
さ
い
の
で
、
句
読
点
を
ぶ
ら
下
げ
に
し
て
も
あ
ま
り
目
立
た
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、「
句
読
点

は
ぶ
ら
下
げ
に
し
な
く
て
も
目
立
た
な
い
」
こ
と
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ぶ
ら
下
げ
あ
り
の

論
理
は
、
そ
の
ま
ま
ぶ
ら
下
げ
な
し
の
論
理
に
か
わ
っ
て
し
ま
う
。
ぶ
ら
下
げ
あ
り
・
な
し
の
議

論
は
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
、
好
み
の
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
い
ず
れ
を
信
ず
る
か
と
い
う
宗
教

戦
争
に
似
た
も
の
と
な
ろ
う
。

四

単
一
行
末
揃
え
の
原
則

四
・
一

ぶ
ら
下
げ
あ
り
・
な
し

二
つ
の
選
択
肢

行
末
揃
え
（
で
き
る
か
ぎ
り
版
面
の
下
部
を
そ
ろ
え
る
）
を
原
則
と
し
、
さ

ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
約
物
に
は
、
行
末
で
、　単
、　一
、　の
、　振
、　る
、　舞
、　い
し
か
許
さ
な
い
よ

う
に
し
よ
う
（
単
一
行
末
揃
え
の
原
則
）。
こ
の
よ
う
な
方
針
を
た
て
る
と
、
行
末
に
き
た
約
物
は

二
分
と
し
、
う
し
ろ
の
空
白
を
除
い
た
う
え
で
、
行
末
尾
に
揃
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
句

読
点
を
他
の
約
物
と
区
別
し
て
特
別
扱
い
を
し
、
ぶ
ら
下
げ
を
許
す
と
す
る
と
、
次
の
二
つ
の
方



1
1

単
一
行
末
揃
え
の
原
則

法
が
残

29る
。

29

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
本
報
告
のT

E
X

組
版
で
も

ち
い
た
枡
組
格
子
（
グ
リ
ッ
ド
）
を
出
力
し
た

サ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
組
版
作
業
の
途
中
は
、
原

稿
全
体
に
、
こ
の
よ
う
な
形
態
で
枡
組
格
子
が

出
力
さ
れ
て
い
る
。
最
終
版
で
は
消
去
し
て
出

力
す
る
。

30

こ
こ
で
定
義
す
る
「
単
一
行
末
揃
え
に
よ
る
ぶ

ら
下
げ
な
し
」
は
、
鈴
木
一
誌
、
前
田
年
昭
、

向
井
裕
一
、「
明
解
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
た
め
の

印
刷
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

D
T

P

実
践
編
」
玄
光

社
（
一
九
九
九
）P

a
rt

1

（
明
解
日
本
語
文

字
組
版
）
の
「
強
い
ぶ
ら
下
げ
な
し
」
に
相
当

す
る
。

31

こ
こ
で
定
義
す
る
「
単
一
行
末
揃
え
に
よ
る
ぶ

ら
下
げ
あ
り
」
は
、
頭
注

30

の
引
用
文
献
の

「
強
い
ぶ
ら
下
げ
あ
り
」
に
相
当
す
る
。

30ぶ
ら
下
げ
な
し
の
方
法

句
読
点
の
ぶ
ら
下
げ
は
お
こ
な
わ
な
い
。
行
末
に
き
た
約
物
（
句
読

点
を
含
む
）
は
二
分
と
し
、
う
し
ろ
の
空
白
を
除
き
、
行
末
尾
に
揃
え
る
。

31ぶ
ら
下
げ
あ
り
の
方
法

行
末
に
く
る
句
読
点
は
、
例
外
な
く
（
自
然
長
で
句
読
点
が
行
末
尾

か
ら
は
み
出
し
た
場
合
も
、
句
読
点
と
う
し
ろ
の
空
白
で
行
末
尾
に
な
っ
た
場
合
も
、
句
読

点
の
二
分
で
行
末
尾
に
な
っ
た
場
合
も
す
べ
て
）
ぶ
ら
下
げ
と
す
る
。
行
末
に
き
た
約
物
（
句

読
点
以
外
）
は
二
分
と
し
、
う
し
ろ
の
空
白
を
除
き
、
行
末
尾
に
揃
え
る
。

和
字
を
ベ
タ
組
す
る
こ
と
を
原
則
と
せ
ず
、
和
字{

和
字
の
間
を
積
極
的
に
行
の
調
整
に
使
う
こ

と
に
す
れ
ば
、
両
者
の
調
整
の
手
間
は
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
ぶ
ら
下
げ
に
関

し
て
、
句
読
点
だ
け
を
他
の
約
物
と
は
別
扱
い
に
す
る
と
い
う
理
由
が
あ
る
か
」
と
い
う
点
を
棚

上
げ
に
す
れ
ば
、
二
つ
の
方
法
に
関
し
て
は
、
審
美
的
な
基
準
で
選
ぶ
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

要
す
る
に
好
み
の
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
組
版
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
い
ず
れ
の
場
合

に
も
対
処
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
穏
当
な
立
場
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

批

判

こ
の
二
つ
の
選
択
肢
の
う
ち
、
前
述
の
拙
著
の
縦
組
組
版
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

筆
者
は
、「
ぶ
ら
下
げ
な
し
の
方
法
」
を
多
く
の
場
合
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

p
T

E
X

/
p

L AT
E

X

の
標
準
に
近
い
か
ら
と
い
う
の
も
大
き
な
理
由
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
行
末
揃

え
の
原
則
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
は
も
っ
と
も
矛
盾
が
す
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
ぶ
ら
下
げ
な
し

の
方
法
」
に
対
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
批
判
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
答
え
て
お
こ
う
。

1

和
字
と
和
字
の
間
を
割
る
こ
と
に
関
し
て
。
和
字
と
和
字
は
ベ
タ
組
を
原
則
と
す
る
こ
と
を

強
く
主
張
す
る
立
場
か
ら
の
批
判
で
あ
る
。
和
字
と
和
字
の
間
を
割
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
む
し
ろ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
利
便
で
あ
る
と
み
た
い
。

2

た
と
え
ば
、『
あ
る
。』
の
句
点
が
ぶ
ら
下
げ
の
位
置
に
き
た
と
き
、『
る
。』
を
次
の
行
に
お

く
る
こ
と
に
関
し
て
。『
あ
る
。』
と
い
う
意
味
の
あ
る
塊
を
分
離
す
る
こ
と
は
よ
く
な
い
と

い
う
批
判
で
あ
る
。
行
末
尾
で
、『
あ
る
。』
の
『
る
。』
が
は
み
出
し
た
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
当
然
、『
る
。』
は
次
の
行
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
と
何
ら
異
な
る
も
の

で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
批
判
は
、
ほ
か
の
禁
則
の
例
を
考
え
る
と
、
的
外
れ
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、『
あ
る
」』
の
一
重
カ
ギ
括
弧
が
ぶ
ら
下
げ
の
位
置
に
き
た
と
き

は
、
追
い
出
し
処
理
を
優
先
す
る
と
、
当
然
『
る
」』
を
次
の
行
に
お
く
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
処
理
と
何
ら
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。

3

前
の
例
と
同
じ
だ
が
、『
あ
る
。』
の
『
る
。』
が
行
頭
に
送
ら
れ
た
場
合
、
さ
ら
に
次
の
行
の

行
頭
に
『
る
。』
が
く
る
こ
と
が
あ
り
見
苦
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
紛
ら
わ
し
い
の
で
、

目
移
り
を
し
て
、
行
を
飛
ば
し
て
よ
む
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

ぶ
ら
下
げ
で
横
に
並
ぶ
例
を
あ
げ
る
。

か
り
に
、
と
な
り
に
き
た
場
合
を
み

る
。
こ
の
よ
う
に
、
並
ぶ
こ
と
も
あ

る
。
こ
れ
が

（参考）
ぶ
ら
下
げ
で
横
に
並
ぶ
例
を
あ
げ

る
。
か
り
に
、
と
な
り
に
き
た
場
合

を
み
る
。
こ
の
よ
う
に
、
並
ぶ
こ
と

も
あ
る
。
こ
れ
が

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
、
見
苦
し
い

と
い
え
ば
た
し
か
に
見
苦
し
い
。
し
か
し
、

ぶ
ら
下
げ
な
し
に
す
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

事
態
が
多
発
す
る
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
、

こ
れ
は
日
本
語
の
縦
組
組
版
の
宿
命
と
も
い

え
る
も
の
で
あ
る
。
反
証
と
し
て
、
ぶ
ら
下

げ
を
お
こ
な
っ
た
と
き
に
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
る
例
も
あ
る
こ
と
を
欄
外
に
示
す
。
参
考
に
、

同
じ
例
文
で
ぶ
ら
下
げ
な
し
の
場
合
も
あ
げ
る
。



1
2

縦
組
に
と
っ
て
の
句
読
点

|
T
E

X

組
版
か
ら
の
見
方

四
・
二

ぶ
ら
下
げ
の
実
現

筆
者
の
ぶ
ら
下
げ
に
関
す
る
考
え
は
前
項
の
通
り
で
あ
る
が
、pT

E
X

用
の
ぶ
ら
下
げ
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
作
成
し
た
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
、
も
う
少
し
現
実
的
で
柔
軟
な
立
場
を
と
っ

て
い
る
。
ぶ
ら
下
げ
あ
り
・
な
し
の
要
請
の
ど
ち
ら
も
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
組
版
シ
ス
テ
ム
と

し
て
は
両
方
に
対
処
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

p
T

E
X

で
ぶ
ら
下
げ
を
お
こ
な
う
に
は
、
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
手
法
は
ま
っ
た
く
異
な
る
が
、

「

32幅0
p

t

の
箱
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
使
う
の
は
共
通
し
て
い
る
。

32
T

E
X

で
は
、
文
字
は
、
幅
、
高
さ
、
深
さ
を
も

つ
。
さ
ら
に
、
文
字
を\

h
b
o
x

な
ど
の
命
令
で

箱
の
中
に
い
れ
る
と
、
こ
れ
ら
の
属
性
を
自
由

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
仕
様
は
、

T
E

X

の
シ
ス
テ
ム
全
体
を
、
き
わ
め
て
融
通

性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。「
幅

0
p

t

の

箱
」
は
、
こ
の
仕
様
の
一
つ
の
応
用
で
あ
る
。

1

幅0
p

t

と
し
た
句
読
点
を
、\

k
e
r
n

と\
h
s
k
i
p

の
行
末
で
の
挙
動
の
差
異
を
利
用
し
て
、

ぶ
ら
下
げ
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ト
リ
ッ
キ
ー
な
方
法
。
筆
者
の
作
成
し
たb

u
rasag

e

パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
筆
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
能
）
を
使
え
ば
、\。

命
令
お
よ
び\、

命

令
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

33

ぶ
ら
下
げ
用
のtb

m
in

.tfm

は
、
ル
ビ
パ
ッ

ケ
ー
ジ

fu
rik

a
n

a
/
fu

rik
n

k
t

と
不
整
合

を
お
こ
す
。
原
因
は
ル
ビ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
全
角

の
空
白
を
特
殊
用
途
に
使
っ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。tb

m
in

.tfm

で
は
、
全
角
の
空
白
を
再

定
義
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
不
整
合
が
お
こ
る
。

筆
者
は
、
こ
の
不
整
合
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に

し
、
さ
ら
に
、
読
点
の
詰
め
の
調
整
を
四
分
ま

で
と
し
、
句
点
の
詰
め
の
調
整
を
抑
制
し
た
仕

様
の

jfm

フ
ァ
イ
ル
（sftb

m
c
1
0
.tfm

）

を
作
成
し
て
い
る
。
機
会
を
み
て
公
開
す
る
予

定
で
あ
る
。

2

全
角
の
句
読
点
類
の
う
し
ろ
の
グ
ル
ー
は
、
和
字
の
フ
ォ
ン
ト
メ
ト
リ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ル
（jfm

フ
ァ
イ
ル
）
か
ら
読
み
込
ん
だ
も
の
を
用
い
る
。
縦
組
で
は
、
句
点
・
読
点
に
つ
い
て
は
、
縦

幅
が0

.5
0
zw

で
、
空
き
が0.50zw

に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
縦
幅
を0

p
t

と
す
る
よ
う

に
変
更
す
れ
ば
よ
い
。
句
読
点
が
そ
の
ま
ま
使
え
る
の
が
、
こ
の
方
法
の
利
点
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な

33

jfm

フ
ァ
イ
ル
（tb

m
in

.tfm

）
お
よ
び
関
連
フ
ァ
イ
ル
が
大
島
利
雄
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
て
お
り
、
乙
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
る
。

実
例

1a

あ
あ
、
あ
あ
。
あ
あ
、
あ
あ
あ
。

あ
あ
あ
あ
あ

こ
こ
で
は
、b

u
rasage

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
読
み
込
ん
だ
上
で
、
次
の
よ
う
に
入
力
す

る
。
行
長
は
、
十
二
字
分
と
す
る
。

あ
あ

\、
あ
あ

\。
あ
あ

\、
あ
あ
あ

\。
あ
あ
あ
あ
あ

こ
れ
は
、
前
項
の
「
実
例

1

」
の
例
を
、
ぶ
ら
下
げ
あ
り
に
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。

出
力
結
果
は
欄
外
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

P
R

E
M

ed
ia

,
P

art
15,

二
〇
〇
一
年
六
月
、
四
八
ペ
ー
ジ
に
示
さ
れ
た
「

34坊
ち
ゃ
ん
」
の
組

34

ル
ビ
に
お
い
て
は
拗
音
促
音
を
小
書
に
し
な
い

の
が
慣
例
に
な
っ
て
い
る
。
青
空
文
庫
よ
り
え

た
例
文
で
は
、
ル
ビ
「
妙
《
み
ょ
う
》」、「
疳

性
《
か
ん
し
ょ
う
》」
な
ど
と
表
記
し
て
い
る
の

で
、
小
書
の
ま
ま
ル
ビ
に
し
た
。
ル
ビ
の
小
書

の
論
議
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「p

L
A
T

E
X

2
"

入
門
・
縦
横
文
書
術
」（
ピ
ア
ソ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
二
〇
〇
〇
）
の
第
四
章
参
照
。

版
を
、b
u

ra
sa

g
e

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
読
み
込
ん
だp

T
E

X

で
検
証
し
て
み
る
。
た
だ
し
、
和
字{

和

字
間
は\

k
a
n
j
i
s
k
i
p
=
0
p
t

p
l
u
s

.
1
2
5
z
w

m
i
n
u
s

0
.
0
3
1
2
5
z
w

と
設
定
し
、
和
字{

欧
字

間
は\

x
k
a
n
j
i
s
k
i
p
=
.
2
5
z
w

p
l
u
s

.
2
5
z
w

m
i
n
u
s

.
0
6
2
5
z
w

と
設
定
し
て
あ
る
。

始
め
て
学
校
へ
来
た
時
、

「
当
直
の
人
は
」

と
聞
い
た
ら
、

「
ち
ょ
っ
と
　よ
う用　
　た
し達　
に
出
た
」

と
　こ
づ
か
い

小
使　
が
答
え
た
の
を
　
み
ょ
う
妙　
だ
と
思
っ
た
が
、
自
分
に
番
が
　ま
わ廻　
っ
て
み
る
と
思
い
当
る
。
出
る
方
が
正
し
い
の
だ
。

お
れ
は
小
使
に
出
て
く
る
と
云
っ
た
ら
、
何
か
用
で
す
か
と
聞
く
か
ら
「
用
じ
ゃ
な
い
、
温
泉
へ
は
い
る
ん
だ
」

と
答
え
て
、
さ
っ
さ
と
　で出　
　か掛　
け
た
。
　あ
か赤　
　て
ぬ
ぐ
い

手
拭　
は
宿
へ
忘
れ
て
来
た
の
が
残
念
だ
が
今
日
は
先
方
で
借
り
る
と
し

よ
う
。

五
行
め
を

み
る
と
、
行

長
が

43zw

（
四
十
三
文

字
分
）
で
あ

る
の
に
対
し

て
、
こ
の
行

は
句
読
点
を

含
め
て
ち
ょ

う
ど
四
十
三

35

た
だ
し
、
こ
の
例
の
場
合
、
段
落
最
後
の
句
点

の
み
は
、
通
常
の
句
点
に
変
更
し
て
あ
る
。
こ
こ

に
句
点
の
ぶ
ら
下
げ
命
令
を
も
ち
い
る
と
、
段

落
ウ
ィ
ド
ウ
禁
則
が
破
れ
る
。
こ
れ
は
、「
よ
」

と
「
う
」
の
間
に
段
落
ウ
ィ
ド
ウ
禁
則
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
が
挿
入
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
フ
ォ

ン
ト
メ
ト
リ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
ぶ
ら
下
げ

の
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
お
こ
ら
な
い
。

字
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
完
全
に
ベ
タ
組
に
す
る
と
、
行
末
尾
に
は
半
角
分
の
空
白
が
く
る
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
例
文
で
は
、
五
行
め
末
尾
の
句
点
が
ぶ
ら
下
げ
に
な
っ
て
い
る
。
ぶ
ら
下
げ
の
必

要
な
と
こ
ろ
だ
け
を
「\。

」
で
置
き
換
え
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
す
べ
て

の
読
点
を「\、

」に
、
す
べ
て
の

35句
点
を
「\。

」
に
置
き
換
え
て
い
る
。
六
行
め
は
、
カ
ギ
括
弧
ま



1
3

単
一
行
末
揃
え
の
原
則

で
い
れ
て
四
十
三
文
字
あ
る
の
で
、
完
全
に
ベ
タ
組
に
す
る
と
行
末
尾
に
半
角
空
白
が
く
る
。
自

動
的
に
、
こ
の
半
角
空
白
を
取
り
除
い
て
、
行
末
尾
に
カ
ギ
括
弧
を
揃
え
る
。

同
じ
例
文
を
、
ぶ
ら
下
げ
な
し
で
組
版
し
て
み
よ
う
。
標
準
よ
り
さ
ら
に
延
ば
し
処
理
を
優
先

さ
せ
る
た
め
、\

k
a
n
j
i
s
k
i
p

の
縮
み
量
を0.003125zw

に
変
更
し
た
。

始
め
て
学
校
へ
来
た
時
、

「
当
直
の
人
は
」

と
聞
い
た
ら
、

「
ち
ょ
っ
と
　よ
う用　
　た
し達　
に
出
た
」

と
　こ
づ
か
い

小
使　
が
答
え
た
の
を
　
み
ょ
う
妙　
だ
と
思
っ
た
が
、
自
分
に
番
が
　ま
わ廻　
っ
て
み
る
と
思
い
当
る
。
出
る
方
が
正
し
い
の
だ
。

お
れ
は
小
使
に
出
て
く
る
と
云
っ
た
ら
、
何
か
用
で
す
か
と
聞
く
か
ら
「
用
じ
ゃ
な
い
、
温
泉
へ
は
い
る
ん
だ
」

と
答
え
て
、
さ
っ
さ
と
　で出　
　か掛　
け
た
。
　あ
か赤　
　て
ぬ
ぐ
い

手
拭　
は
宿
へ
忘
れ
て
来
た
の
が
残
念
だ
が
今
日
は
先
方
で
借
り
る
と
し

よ
う
。

上
の
出
力

を
み
る
と
、

五
行
め
の
行

末
尾
は
、
半

角
ア
キ
が
除

か
れ
て
、
句

点
が
行
末
尾

に
揃
っ
て
い

る
。
六
行
め

も
同
様
に
延

ば
し
処
理
が
お
こ
な
わ
れ
て
、
カ
ギ
括
弧
が
行
末
尾
に
揃
っ
て
い
る
。
七
行
め
は

36段
落
ウ
ィ
ド
ウ
36

標
準
（
縮
み
量0

.0
3
1
2
5
z
w

）
の
ま
ま
で
処

理
す
る
と
、
六
行
め
は
、
終
わ
り
カ
ギ
括
弧
ま

で
で
四
十
三
文
字
あ
る
が
、
次
の
「
と
」
ま
で
こ

の
行
に
追
い
込
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
段
落
ウ
ィ

ド
ウ
禁
則
の
た
め
、
段
落
末
尾
の
「
う
。」
を
前

の
行
に
追
い
込
む
影
響
が
で
る
た
め
で
あ
る
。

禁
則
の
影
響
で
延
ば
し
処
理
と
な
っ
て
い
る
。

四
・
三

幅
（
縦
幅
）0

p
t

の
箱

前
項
の
ぶ
ら
下
げ
は
、

37幅0p
t

の
箱
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ア

37

こ
こ
に
述
べ
る
の
は
、T

E
X

の
機
能
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、p

T
E
X

の
フ
ォ
ン
ト
メ
ト
リ
ッ

ク
フ
ァ
イ
ル
（jfm

フ
ァ
イ
ル
）
で
は
、
句
読

点
の
み
な
ら
ず
、
和
字
す
べ
て
の
文
字
幅
の
設

定
が
で
き
る
（0

p
t

と
す
る
こ
と
も
可
能
）。

jfm

フ
ァ
イ
ル
は
、p

T
E
X

で
拡
張
さ
れ
た

機
能
の
な
か
で
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
の
一
つ

で
あ
る
。
こ
れ
は
電
算
写
植
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や

D
T

P

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
一
線
を
画
す
機
能
と

い
え
る
。

イ
デ
ィ
ア
は
い
ろ
い
ろ
に
応
用
で
き
る
の
で
、
こ
こ
で
詳
し
く
述
べ
て
お
こ
う
。

T
E

X

に
は
横
箱
と
縦
箱
の
区
別
が
あ
る
。
行
の
整
形
に
使
わ
れ
る
の
は
横
箱
で
あ
る
（
縦
組
で
は

横
箱
の
幅
が
垂
直
方
向
の
文
字
の
高
さ
に
な
る
こ
と
に
注
意
）。「\

h
b
o
x

t
o
0
p
t
{

あ\
h
s
s
}

い
」

と
入
力
し
て
み
よ
う
。\

h
s
s

命
令
は
、
無
限
に
伸
縮
す
る
グ
ル
ー
で
あ
る
。
出
力
は
「
あい
」
の

よ
う
に
重
な
る
。「
あ
」
を
幅
な
し
で
出
力
し
た
あ
と
、
制
御
位
置
は
「
あ
」
の
上
端
（
縦
組
の

と
き
）
に
あ
る
。
こ
れ
に
「
い
」
を
出
力
す
る
の
で
、
結
果
と
し
て
重
な
る
わ
け
で
あ
る
。「
あ

\
h
b
o
x

t
o
0
p
t
{
\
h
s
s

い}

」
と
入
力
し
て
も
、
は
「
あい
」
の
よ
う
に
重
な
る
。
こ
れ
を
、
ぶ
ら

下
げ
に
使
う
に
は
、
行
末
尾
で
の\

k
e
r
n

と\
h
s
k
i
p

の
振
る
舞
い
の
差
異
を
利
用
す
る
。

実
際

1b

あ
あ
、
あ
あ
。
あ
あ
、
あ
あ
あ
。

あ
あ
あ
あ
あ

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
に
入
力
す
る
。

あ
あ
、
あ
あ
。
あ
あ
、
あ
あ
あ

%

\
h
b
o
x

t
o
0
p
t
f。\

h
s
s
g
\
k
e
r
n
1
z
w
\
h
s
k
i
p
\
k
a
n
j
i
s
k
i
pあ

あ
あ
あ
あ

こ
の
入
力
に
よ
り
、
欄
外
に
示
す
よ
う
な
出
力
結
果
が
え
ら
れ
る
。b

u
rasage

パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
命
令
は
、
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
マ
ク
ロ
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

▼

段
落
先
頭
は
字
下
げ
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
字

下
げ
し
た
直
前
に
強
調
の
た
め
の
印
を
つ
け
た
い
と

き
が
あ
る
。

▼

こ
れ
に
は
、
幅0p

t
の
横
箱
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
使

う
と
よ
い
。

さ
ら
に
、「
幅
（
縦
幅
）0p
t

の
箱
」
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
い
ろ
い
ろ
な
局
面

で
応
用
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
段
落
始
め
を
字
下
げ
し
た
上
で
、
そ
の
直
前

の
欄
外
に
▼
を
入
れ
る
よ
う
に
す
る
の
に
も
、
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
使
え

る
。
段
落
の
始
め
に
は
、\e

v
e
r
y
p
a
r

に
宣
言
し
た
ト
ー
ク
ン
が
必
ず
挿
入

さ
れ
る
の
で
、\

e
v
e
r
y
p
a
r
{
\
h
b
o
x

t
o
0
p
t
{
\
h
s
s

▼\
k
e
r
n
1
z
w
}
}

の
よ
う
に
宣
言
す
る
と
、
段
落
ご
と
に
▼
を
宣
言
す
る
必
要
は
な
く
、
自

動
的
に
▼
が
欄
外
に
出
力
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
出
力
し
た
幅
（
縦

幅
）0

p
t

の
箱
は
、
段
落
の
先
頭
に
貼
り
つ
い
た
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
し



1
4

縦
組
に
と
っ
て
の
句
読
点

|
T
E

X

組
版
か
ら
の
見
方

た
が
っ
て
、
、　段
、　落
、　の
、　先
、　頭
、　は
、　必
、　ず
、　規
、　定
、　の
、　位
、　置
（
本
報
告
の
場
合
は
字
下
げ
さ
れ
た
位
置
）
に
き

て
狂
い
が
な
い
。

五

左
右
揃
え
の
原
則

五
・
一

行
間
要
素
の
は
み
出
し

p
L AT

E
X

に
は
、
標
準
で
、

38傍
点
を
つ
け
る
た
め
の\

b
o
u

命
令
が
使
え
る
。
、　こ
、　の
、　命
、　令
、　は
、　版
、　面

38

こ
の
ペ
ー
ジ
に
、
傍
点
が
実
際
に
版
面
右
側
へ

の
は
み
だ
し
た
例
を
あ
げ
て
い
る
。

、　右
、　側
、　へ
、　の
、　は
、　み
、　だ
、　し
、　が
、　で
、　き
、　る
、　よ
、　う
、　に
、　な
、　っ
、　て
、　い
、　る
。
直
前
に
示
す
よ
う
に
、
傍
点
が
つ
い
た
ま

ま
自
動
的
に
改
行
さ
れ
る
の
で
便
利
で
あ
る
。

傍
点
は
、
、　強
、　調
、　の
、　た
、　め
に
用
い
る
。

欄
外
の
例
の
傍
点
は
、\

b
o
u
{強

調
の
た
め

}

と
入
力
し
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
命
令
も
、
実
装
の
方
法
は
異
な
る
が
、
や
は
り
、「
幅0

p
t

の
箱
」
の
ア
イ

デ
ィ
ア
に
基
づ
い
て
い
る
。

筆
者
が
作
成
し
たfu

rikan
a

パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
中
ツ
キ
ル
ビ
）
お
よ
びfu

rik
n

k
t

パ
ッ
ケ
ー
ジ

（
肩
ツ
キ
ル
ビ
）
で
は
、\

k
a
n
a

命
令
な
ど
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
命
令
は
、

デ
フ
ォ
ル
ト
で
は
、
ル
ビ
が
版
面
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
行
の
中
央
線
が
移

動
す
る
）。
ル
ビ
を
版
面
か
ら
は
み
出
す
よ
う
に
で
き
る
ス
イ
ッ
チ
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
次
の
よ

う
に
宣
言
す
る
。

\
k

a
n

a
d

a
s

h
i

o
n

\
k

a
n

a
k

t
d

a
s

h
i

o
n

P
R

E
M

ed
ia

,
P

art
15,

二
〇
〇
一
年
六
月
、
四
九
ペ
ー
ジ
に
示
さ
れ
た
「
坊
ち
ゃ
ん
」
の

組
版
を
、fu

rika
n

a

パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
中
ツ
キ
ル
ビ
）
お
よ
びfu

rik
n

k
t

パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
肩
ツ
キ

ル
ビ
）
を
読
み
込
ん
だp

T
E

X

で
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
和
字{

和
字
間

は\
k
a
n
j
i
s
k
i
p
=
0
p
t

p
l
u
s

.
1
2
5
z
w

m
i
n
u
s

0
.
0
3
1
2
5
z
w

と
設
定
し
、
和
字{

欧
字
間
は

\
x
k
a
n
j
i
s
k
i
p
=
.
2
5
z
w

p
l
u
s

.
2
5
z
w

m
i
n
u
s

.
0
6
2
5
z
w

と
設
定
し
て
あ
る
。
右
に
あ
げ
た

ス
イ
ッ
チ
を
宣
言
し
た
の
ち
、\

K
a
n
a
k
t
{山

;嵐

}
{や

ま

;あ
ら
し

}

な
ど
入
力
す
る
。
次
の
よ
う

な
出
力
結
果
が
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
大
分
不
平
で
あ
る
が
、
　や
ま山　
　あ
ら
し
嵐　
の
説
に
よ
る
と
、
い
く
ら
　ひ
と
り

一
人　
で
不
平
を
　な
ら並　
べ
た
っ
て
通
る

も
の
じ
ゃ
な
い
そ
う
だ
。
一
人
だ
っ
て
　ふ
た
り

二
人　
だ
っ
て
正
し
い
事
な
ら
通
り
そ
う
な
も
の
だ
。
、　山
、　嵐
はm

igh
t

is

righ
t

と
い
う
英
語
を
引
い
て
　せ
つ説　
　ゆ諭　
を
加
え
た
が
、
何
だ
か
要
領
を
得
な
い
か
ら
、
聞
き
返
し
て
み
た
ら
『
強
者

の
権
利
』
と
云
う
意
味
だ
そ
う
だ
。
強
者
の
権
利
ぐ
ら
い
な
ら
　
む
か
し昔　
か
ら
知
っ
て
い
る
。
今
さ
ら
山
嵐
か
ら
講
釈
を

き
か
な
く
っ
て
も
い
い
。
強
者
の
権
利
と
宿
直
と
は
別
問
題
だ
。
狸
や
赤
シ
ャ
ツ
が
強
者
だ
な
ん
て
、
　だ
れ誰　
が
承
知

す
る
も
の
か
。
議
論
は
議
論
と
し
て
こ
の
宿
直
が
い
よ
い
よ
お
れ
の
番
に
　ま
わ廻　
っ
て
来
た
。
一
体
　か
ん疳　
　し
ょ
う
性　
だ
か
ら
　や夜　
　ぐ具　

　ふ蒲　
　と
ん団　
な
ど
は
自
分
の
も
の
へ
楽
に
寝
な
い
と
寝
た
よ
う
な
心
持
ち
が
し
な
い
。
小
供
の
時
か
ら
、
友
達
の
う
ち
へ

　と
ま泊　
っ
た
事
は
ほ
と
ん
ど
な
い
く
ら
い
だ
。
友
達
の
う
ち
で
さ
え
　い
や厭　
な
ら
学
校
の
宿
直
は
な
お
さ
ら
厭
だ
。
厭
だ
け

れ
ど
も
、
こ
れ
が
四
十
円
の
う
ち
へ
　こ
も籠　
っ
て
い
る
な
ら
仕
方
が
な
い
。
　が我　
　ま
ん慢　
し
て
勤
め
て
や
ろ
う
。

こ
の
例
に
お

い
て
も
、
句

読
点
す
べ
て

を
ぶ
ら
下
げ

命
令
（\。

お

よ
び\、

）
に

置
き
換
え
て

い
る
。
さ
い

わ
い
な
こ
と

に
、
句
読
点

は
ぶ
ら
下
げ

の
位
置
に
き
て
い
な
い
。
英
語
のrigh

t

は
、
次
の
行
に
送
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、

「
も
の
」
が
二
行
め
に
送
ら
れ
、
一
行
め
が
延
ば
し
処
理
で
組
ま
れ
る
。
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特
殊
な
組
版

五
・
二

高
さ
（
横
幅
）0

p
t

の
箱

前
述
の
ル
ビ
を
版
面
か
ら
は
み
出
す
よ
う
に
す
る
た
め
、
ス
イ
ッ
チ
と
し
て
、\

k
a
n
a
d
a
s
h
i
o
n

お
よ
び\

k
a
n
a
k
t
d
a
s
h
i
o
n

を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
、
横
箱
の
高
さ
を0p

t

と
す
る
ア
イ

デ
ィ
ア
に
基
づ
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
横
箱
の
高
さ
を0p

t

と
す
る
た
め
の
指
定
の
仕
方
は
異
な

る
。\k

a
n
a
t
e
m
p

と
い
う
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。
次
に
掲
げ
る
定
義
は
、fu

rikan
a

パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
各
命
令
の
原
型
で
あ
る
。

\
d

e
f

\
k

a
n

a
t

e
m

p
#

1
#
2

{
%

\
s

e
t

b
o

x
0

=
\h

b
o

x
{

\t
i

n
y

#
2

}
%

\
s

e
t

b
o

x
0

=
\h

b
o

x
{

\r
a

i
s

e
\
d

p
0

\
b

o
x

0
}

%

\
l

e
a

v
e

v
m

o
d

e

\
v

b
o

x
{

\
h

b
o

x
{

\
d

p
0

=
0

p
t

\
h

t
0

=
0

p
t

\b
o

x
0

}
%

\
n

o
i

n
t

e
r

l
i

n
e

s
k
i
p
\h

b
o

x
{

#
1

}
}

}
%

\
s
e
t
b
o
x
0

で
、
引
数#

2

で
指
定
さ
れ
た
ル
ビ
を\

t
i
n
y

の
大
き
さ
で
横
箱
と
し
て
組
版
し
、

高
さ\

d
p
0

を
与
え
る
た
め
に
も
う
一
度
横
箱
と
し
て
組
版
す
る
。
こ
れ
で
ル
ビ
の
部
分
が
完
成

す
る
。
こ
れ
を
も
と
に
、
縦
箱\

v
b
o
x

の
中
で
、
ル
ビ
の
深
さ\

d
p

0

と
高
さ\

h
t
0

を0p
t

と

と
し
て
、
親
文
字#

1

に
付
属
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
定
義
し
た
命
令
を
使
い
、\

k
a
n
a
t
e
m
p
{地

蔵
菩
薩

}
{じ

ぞ
う
ぼ
さ
つ

}

と
指
定
し
て
出
力
し
た
も
の
を
次
に
示
す
。
二
番
目
は\

K
a
n
a

命
令

を
使
っ
た
比
較
例
で
あ
る
。

じ
ぞ
う
ぼ
さ
つ

地
蔵
菩
薩
と
　じ地　
　ぞ
う蔵　
　ぼ菩　
　さ
つ薩　

六

特
殊
な
組
版

六
・
一

漢
文
の
訓
点
文

39

こ
の
入
力
に
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
デ
ー
タ
が
含
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
。
出
力
で
は
、
送
り

が
な
の
「
ハ
ク
」
に
読
点
が
食
い
込
ん
で
い
る
。

T
E

X
/
L
A
T

E
X

処
理
の
と
き
に
、
送
り
が
な

の
文
字
列
の
長
さ
を
自
動
的
に
計
っ
て
、
読
点
の

出
力
位
置
を
調
整
し
て
い
る
の
で
あ
る
。T

E
X

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
と
称
す
る
所
以
で
あ
る
。

漢
文
の
訓
点
文
を
組
版
す
る
た
め
、sfkan

b
u

n
.sty

を
開
発
し
、
筆
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
る
。\

k
u
n
d
o
k
u
{曰

}
{
}
{ハ

ク

}
{
}
(、)

な
ど
と

39入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ

う
な
出
力
が
え
ら
れ
る
。
論
語
「
公
冶
長
編
」
よ
り
引
用
す
る
。

子
路
　ハ
ク、
曰　
　ハ
ク
ハ

願
　
車
馬
衣
　け
い軽　
　き
ゆ
う
ヲ、
裘
　
　與
二　
朋
　友
一　
　ニ
シ、
共　
　や
ぶ
ル
モ

敝
レ　
　ヲ之　
而
　カ
ラ
ン
ト

無

レ　
　う
ら
ミ。
憾　
顔
淵

　ハ
ク、
曰　
　ハ
ク
ハ

願
　
　ク無
レ　
　ほ
こ
ル
伐
レ　
　ニ

、
善　

　カ
ラ
ン
ト

無
レ　
　ス
コ
ト

施
レ　
　ヲ

。
勞　

子
路
　ハ
ク、
曰　
　ハ
ク
ハ

願
　
　カ
ン
ト

聞
二　
子
之
　ヲ

。
志
一　
子
　ハ
ク、
曰　

老
　ハ者　
　ン
ゼ
シ
メ

安

レ　
　ヲ

、
之　

朋
　ハ友　
　ゼ
シ
メ

信
レ　
　ヲ

、
之　

少
　ハ者　
　な
つ
ケ
シ
メ
ン
ト

懐

レ　
　ヲ

。
之　

\
k
u
n
d
o
k
u

命
令
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
幅
・
高
さ0p

t

の
箱
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
応
用

で
あ
る
。
句
読
点
が
送
り
が
な
の
部
分
に
潜
り

込
ん
だ
組
版
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
版

面
の
右
側
か
ら
横
幅
な
し
で
は
み
だ
す
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。\

k
u
n
d
o
k
u

命
令
を
繰
り
返
し
も
ち
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト

を
補
っ
て
余
り
あ
る
効
果
が
え
ら
れ
る
。
こ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
入
力
エ
デ
ィ
タ
ー
側
の
補
完
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
解
決
で
き
る
。

六
・
二

数

式

adjk =

jXjX
`=1

(X
(a)

`

)djk

bdjk =

jXjX
`=1

X
djk

`

数
式
の
組
版
はT

E
X

の
も
っ
と
も
得
意
と
す
る
分
野
で
あ
る
。
縦
組
の
書
物
で
も
、
数
式
を
組

み
入
れ
る
機
会
は
今
後
ま
す
ま
す
ふ
え
て
く
る
だ
ろ
う
。T

E
X

の
数
式
組
版
に
つ
い
て
は
多
く
の

参
考
書
が
あ
る
の
で
、
本
報
告
で
は
ご
く
簡
単
に
触
れ
る
に
と
ど
め
る
。

欄
外
に
示
し
た
数
式
は
、
通
常
に
組
版
し
た
数
式
を
縦
横
の
幅0p

t

の
箱
（
要
す
る
に
点
）
に

閉
じ
込
め
て
出
力
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
段
落
始
め
の
欄
外
に
▼
を
お
く
や
り
方
（
前
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縦
組
に
と
っ
て
の
句
読
点

|
T
E

X

組
版
か
ら
の
見
方

述
）
と
本
質
的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
最
初
に
こ
の
出
力
を
う
る
に
は
、
若
干
の
試
行
錯
誤
が

必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
度
手
法
が
確
立
し
て
し
ま
う
と
、
こ
れ
を
マ
ク
ロ
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
以
後
は
造
作
な
く
組
版
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
な
お
、T

E
X

組
版
の
柔
軟

性
を
示
す
た
め
に
、
出
力
し
た
数
式
は
、
故
意
に
左
側
の
欄
外
に
も
飛
出
さ
せ
て
あ
る
。

六
・
三

化
学
構
造
式

"" bb

bb ""

"" bb

bb ""
"" bb

""

"" bb

O

�
�

TT

T
T �
�

O

H

H
OH

H
OH

HO
H

H
CH3

OH

""bbbb

O

O

OHC

OH

H3C

筆
者
は
、
化
学
構
造
式
を
描
く
た
め
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
てX �M

T
E

X

を
開
発

し
て
公
開
し
て
い
る
。
筆
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
本
体
と
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
入
手
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
「X �M

T
E

X
|

T
y
p

esettin
g

C
h

em
ical

S
tru

ctu
ral

F
orm

u
la

」（
ア
ジ
ソ
ン
ウ
ェ
ス
レ
イ
、
一
九
九
七
）
と

し
て
刊
行
し
て
い
る
。X �M

T
E

X

は
、L AT

E
X

の
処
理
系
で
動
く
マ
ク
ロ
集
で
あ

る
。X �M

T
E

X

の
命
令
を
一
定
の
文
法
で
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
か
な
り
複
雑
な
構

造
式
で
も
容
易
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
欄
外
に
示
し
た
の
は
、ad

on
itox

in

の

構
造
式
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
命
令
で
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

\
s

t
e

r
o

i
d

{
{

{
1
0

}
}
=

=
\l

m
o

i
e

t
y

{
O

H
C
}
;
{
{

1
4
}

}
=

=
O
H

;
%

{
{

1
3

}
}

=
=

\l
m

o
i

e
t

y
{

H
$

_
{
3

}
$

C
}
;
{
{
1
6
}
}
=

=
O
H
;
%

{
{

1
7

}
}

=
=

\f
i

v
e

h
e

t
e

r
o

v
[
e

]
{

3
=
=
O
}
{
4
D
=
=

O
;
1
=
=

(
y
l

)
}
;

%

3
=

=
\
l

y
l

(
3

=
=

O
)

{
8
=

=
%

\
p

y
r

a
n

o
s

e
{

1
S
b

=
=
(

y
l
)

;
1
S

a
=

=
H
;
2
S
b
=
=
H
;

2
S
a
=
=

O
H
;

%

3
S

b
=

=
H

;
3

S
a

=
=
O

H
;
4

S
b
=

=
H
O

;
%

4
S

a
=

=
H

;
5

S
b

=
=
H

;
5
S

a
=
=

C
H
$

_
{

3
}
$
}
}
}

そ
の
う
え
で
、
縦
横
の
幅0p

t

の
箱
（
要
す
る
に
点
）
に
閉
じ
込
め
て
、
欄
外
に
出
力
し
た
も
の

で
あ
る
。X �M

T
E

X

の
組
版
は
、
構
造
式
素
片
を
組
み
合
わ
せ
る
活
字
時
代
の
方
法
に
概
念
的
に

は
近
い
も
の
で
あ
る
。
外
部
図
形
の
取
り
込
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

七

行

ど

り

七
・
一

縦
組
に
お
け
る
行
ど
り
の
重
要
性

版
面
の
左
右
を
ま
も
る
ほ
か
に
、
地
の
文
の
行
位
置
を
ペ
ー
ジ
の
裏
表
で
揃
え
た
い
と
い
う
要

請
も
あ
る
。
こ
の
要
請
を

40行
送
り
固
定
の
原
則
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
行
送
り
固
定
は
、T

E
X

40

行
送
り
固
定
の
た
め
に
、
枡
組
格
子
（
グ
リ
ッ

ド
）
を
画
面
出
力
し
て
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に

組
版
す
る
方
式
が
あ
る
。

に
限
ら
ず
、
、　日
、　本
、　語
、　化
、　し
、　たD
T

P

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
お
い
て
も
、
も
っ
と
も
む
ず
か
し
い
事
項

で
あ
る
。
組
版
の
作
業
性
・
経
済
性
を
重
視
し
て
（
要
す
る
に
手
を
抜
い
て
）、
こ
の
要
請
を
棚
上

げ
に
し
、
版
面
の
左
右
の
み
を
ま
も
る
こ
と
の
み
を
お
こ
な
う
こ
と
も
多
い
。
筆
者
は
、
こ
の
段

階
で
も
許
容
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
拙
著
の
組
版
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

ソ
ー
ス
リ
ス
ト
や
例
文
な
ど
を
多
く
含
む
の
で
、
行
送
り
固
定
の
原
則
を
棚
上
げ
に
し
、
版
面
の

左
右
の
み
を
ま
も
る
こ
と
の
み
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

41行
送
り
固
定
はT

E
X

/L AT
E

X

で
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
報
告
で
は
、

41

本
報
告
は
組
版
の
途
中
で
は
枡
組
格
子
を
出
力

し
、
枡
組
格
子
を
消
し
た
上
で
最
終
出
力
を
お

こ
な
う
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。

行
送
り
固
定
の
原
則
の
実
現
に
真
っ
向
か
ら
取
り
組
ん
で
み
る
。

行
送
り
が
乱
れ
る
要
因
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

1

引
用
な
ど
で
、
文
字
の
大
き
さ
を
変
更
し
た
場
合
は
行
送
り
が
そ
の
部
分
だ
け
変
わ
る
。
こ

れ
ら
の
前
後
に
伸
縮
す
る
空
白
を
お
き
、
版
面
の
左
右
の
み
ま
も
る
よ
う
に
調
整
す
る
。

2

別
行
立
て
数
式
な
ど
を
挿
入
す
る
場
合
、
そ
の
前
後
に
伸
縮
す
る
空
白
を
お
く
。
数
式
全
体
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行
ど
り

の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
一
般
に
は
、
行
送
り
の

42整
数
倍
に
な
ら
な
い
。

42

行
送
り
の
整
数
倍
と
い
う
表
現
は
、
厳
密
に
は

正
し
く
な
い
。
行
ど
り
の
領
域
の
大
き
さ
は
、

こ
れ
に
文
字
の
横
幅
分
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

3
(p

)L AT
E

X

の
見
出
し
の
出
力
は
、\

s
e
c
t
i
o
n

命
令
な
ど
で
お
こ
な
う
。
こ
の
と
き
、
行
送

り
方
向
の
半
端
を
、
見
出
し
の
前
の
伸
縮
空
白
で
調
整
す
る
。
こ
の
調
整
は
、
一
般
に
は
、
行

送
り
の
整
数
倍
に
な
ら
な
い
。

4

さ
ら
に
、
見
出
し
の
泣
き
別
れ
を
防
ぐ
た
め
の
調
整
、
ペ
ー
ジ
冒
頭
の
ウ
ィ
ド
ウ
行
（w

id
ow

lin
e

）
や
ペ
ー
ジ
末
尾
の
ク
ラ
ブ
行
（clu

b
lin

e

）
の
処
理
な
ど
で
、
行
送
り
が
乱
れ
る
。

こ
れ
ら
の
行
送
り
を
乱
す
組
版
要
素
を
、
行
送
り
の
整
数
倍
に
な
る
よ
う
に
矯
正
す
れ
ば
よ
い
こ

と
が
わ
か
る
。

七
・
二

行
ど
り
命
令

行
送
り
を
乱
す
組
版
要
素
を
、
行
送
り
の
整
数
倍
に
矯
正
す
る
環
境
と
し
て
、
筆
者
はgyo

d
o
ri

環
境
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
環
境
を
含
ん
だsfgy

o
d

or

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
公
開
す
る
予
定
で
あ

る
。
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
、\

u
s
e
p
a
c
k
a
g
e
{
s
f
g
y
o
d
o
r
}

と
し
て
読
み
込
め
ば
、gyo

d
ori

環

境
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、

\
b

e
g

i
n

{
g

y
o

d
o

r
i
}
{
2

}

\
f

b
o

x
{

こ
の
部
分
は
二
行
ど
り
に
し
た
も
の}

\
e

n
d

{
g

y
o

d
o

r
i

}

の
よ
う
に
入
力
す
る
。
こ
の
ソ
ー
ス
リ
ス
ト
の
部
分
もg

yo
d

o
ri

環
境
を
も
ち
い
て
、
三
行
ど
り

に
し
て
い
る
。
出
力
結
果
を
次
に
示
す
。

こ
の
部
分
は
二
行
ど
り
に
し
た
も
の

た
し
か
に
二
行
ど
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。gyo

d
ori

環
境
の
中
で
は
、TE

X

の
行
送
り
に

関
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
し
て
お
り
、\b

a
s
e
l
i
n
e
s
k
i
p

、\l
i
n
e
s
k
i
p

、\l
i
n
e
s
k
i
p
l
i
m
i
t

な
ど
の

43パ
ラ
メ
ー
タ
ー
類
や
、
で
き
あ
が
っ
た
箱
の
高
さ
・
深
さ
な
ど
を
調
整
す
る
。
実
際
の
組

43

こ
こ
に
あ
げ
た

T
E
X

の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
は
、

行
送
り
と
行
間
を
区
別
し
て
い
る
。
前
の
行
と

文
字
が
重
な
っ
た
場
合
は
行
間
を
広
げ
る
と
い

う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
く
。

版
作
業
に
お
い
て
は
、
行
ど
り
の
行
数
を
適
当
に
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
送
り
の
半
端
を
吸

収
す
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。

七
・
三

別
行
立
て
数
式
の
行
ど
り

(p
)L AT

E
X

で
は
、
別
行
立
て
数
式
を
組
版
す
る
た
め
に
は
、eq

u
ation

環
境
やeq

n
array

環

境
を
も
ち
い
る
。
こ
れ
ら
をgyoro
d

i

環
境
で
囲
め
ば
行
ど
り
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
数

式
を
行
ど
り
し
た
中
央
に
も
っ
て
く
る
に
は
、
若
干
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
。
入
力
は
次
の
よ
う

に
お
こ
な
う
。

\
b

e
g

i
n

{
g

y
o

d
o

r
i
}
{
3

}

\
b

e
g

i
n

{
e

q
u

a
t

i
o
n
}

\
m

a
t

h
b

f
{

C
}

_
{

x
h
}

=
\
m

a
t

h
b

f
{

S
}

_
{
x

}

=
\
{

S
_

{
x

}
,

S
_

{
x

}
^

{
2

}
,

\
l

d
o

t
s

,
S

_
{

x
}

^
{

x
}

,

S
_

{
x

}
^

{
x

+
1

}
,

S
_

{
x

}
^

{
x

+
2

}
,

\
l

d
o

t
s

,
S

_
{

x
}

^
{

2
x

}
(
=

I
)

\
}

.

\
e

n
d

{
e

q
u

a
t

i
o

n
}

\
v

s
k

i
p

0
.

7
z

w
%

調
整

\
e

n
d

{
g

y
o

d
o

r
i

}

出
力
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
行
ど
り
の
行
数
は
、
数
式
の
出
力
結
果
を
み
て
適
当
に
塩
梅
す
る
。



1
8

縦
組
に
と
っ
て
の
句
読
点

|
T
E

X

組
版
か
ら
の
見
方

C
x

h
=

S
x

=
f

S
x

;S
2x
;:::;S

xx
;S

x
+

1
x

;S
x

+
2

x
;:::;S

2
x

x
(=

I)g
:

(1)

右
の
行
ど
り
の
部
分
は
ペ
ー
ジ
の
始
め
に
く
る
こ
と
に
な
り
、T

E
X

の
処
理
で
は
、
行
送
り
の
空

白
分
は
自
動
的
に
捨
て
ら
れ
る
。
ペ
ー
ジ
の
中
間
に
き
た
場
合
と
は
処
理
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と

に
注
意
さ
れ
た
い
。

自
動
的
に
行
数
を
勘
定
し
て
、
行
ど
り
を
お
こ
な
うjeq

u
ation

環
境
も
作
成
し
て
、sfgyo

d
o
r

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
格
納
し
て
あ
る
。
こ
の
環
境
を
使
う
に
は
、
次
の
よ
う
に
入
力
す
る
。

\
b

e
g

i
n

{
j

e
q

u
a

t
i
o
n
}

\
m

a
t

h
b

f
{

C
}

_
{

x
h
}

=
\
m

a
t

h
b

f
{

S
}

_
{
x

}

=
\
{

S
_

{
x

}
,

S
_

{
x

}
^

{
2

}
,

\
l

d
o

t
s

,
S

_
{

x
}

^
{

x
}

,

S
_

{
x

}
^

{
x

+
1

}
,

S
_

{
x

}
^

{
x

+
2

}
,

\
l

d
o

t
s

,
S

_
{

x
}

^
{

2
x

}
(
=

I
)

\
}

.

\
e

n
d

{
j

e
q

u
a

t
i

o
n
}

出
力
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
行
ど
り
の
行
数
が
自
動
的
に
き
め
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
は
、
二

行
ど
り
に
な
っ
て
い
る
。

C
x

h
=

S
x

=
f

S
x

;S
2x
;:::;S

xx
;S

x
+

1
x

;S
x

+
2

x
;:::;S

2
x

x
(=

I)g
:

(2)

こ
の
よ
う
に
、T

E
X

の
組
版
の
癖
に
注
意
し
て
う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
度
な
組
版

が
可
能
に
な
る
。
い
ろ
い
ろ
な
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
最
適
に
調

整
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

七
・
四

別
行
見
出
し
の
行
ど
り

(p
)L AT

E
X

に
は
、\

s
e
c
t
i
o
n

や\
s
u
b
s
e
c
t
i
o
n

な
ど
の
見
出
し
出
力
用
の
命
令
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
見
出
し
行
の
前
に
行
送
り
方
向
の
グ
ル
ー
を
お
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、

44固
定
行
送
り
の
障
害
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
一
般
に
、
日
本
語
縦
組
で
は
、
行
ど
り
を

44

英
文
で
は
、
版
面
を
ま
も
る
た
め
に
行
送
り
を

変
更
す
る
こ
と
は
普
通
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
と

く
に
見
出
し
の
前
や
段
落
の
間
を
開
い
て
版
面

を
調
整
す
る
こ
と
が
多
い
。L

A
T

E
X

の
標
準

も
こ
の
仕
様
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
語
縦
組
の

固
定
行
送
り
の
た
め
に
は
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

抑
制
す
る
こ
と
が
、
う
ま
く
組
版
す
る
た
め
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

し
て
中
央
に
見
出
し
を
お
く
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
の
形
態
へ
の
対
処
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
た
め
に
は
、
前
述
のgyo

d
ori

環
境
の
考
え
方
を
応
用
し
て
、\

s
e
c
t
i
o
n

や\
s
u
b
s
e
c
t
i
o
n

な
ど
を
再
定
義
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
本
報
告
で
は
、\

s
e
c
t
i
o
n

を
変
更
し
て
、
二

行
中
央
ど
り
の
見
出
し
を
出
力
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、\

s
u
b
s
e
c
t
i
o
n

で
は
、
一
行
あ

け
て
一
行
の
別
行
見
出
し
を
出
力
す
る
方
式
に
変
更
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
項
の
最
初
に

は
、\

s
u
b
s
e
c
t
i
o
n
{別

行
見
出
し
の
行
ど
り

}

と
宣
言
し
て
あ
り
、
自
動
的
に
こ
の
よ
う
な
形

式
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
項
の
通
し
番
号
も
自
動
的
に
振
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

\
s
e
c
t
i
o
n

と\
s
u
b
s
e
c
t
i
o
n

が
続
く
と
き
は
、
そ
の
間
の
間
隔
を
一
行
減
ら
す
よ
う
に
工
夫
し

て
い
る
。

七
・
五

特
殊
な
見
出
し

二
行
ど
り
同
行
見
出
し

こ
こ
の
段
落
の
冒
頭
に
は
、
二
行
ど
り
の
同
行
見
出
し
と
呼
ば
れ
る

形
式
で
、
見
出
し
が
出
力
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
の
種
の
見
出

し
を
実
現
す
るd

a
ijih

n
g

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
作
成
し
公
開
し
て
い
る
。
筆
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
入
手
す
れ
ば
、h

n
gm

d
si

環
境
（
ハ
ン
ギ
ン
グ
見
出
し
環
境
）
な
ど
が
使
え



1
9

組
版
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
と
し
て
の

T
E

X

る
よ
う
に
な
る
。
本
報
告
で
使
っ
た
の
は
、
こ
の
改
良
版
で
あ
り
、\

s
u
b
s
u
b
s
e
c
t
i
o
n

命
令
の

定
義
の
な
か
に
、h

n
gm

d
si

環
境
の
手
法
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
段

落
始
め
の
見
出
し
は
、\

s
u
b
s
u
b
s
e
c
t
i
o
n
{二

行
ど
り
同
行
見
出
し

}

と
入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
命
令
を
一
度
作
っ
て
お
け
ば
、
次
回
か
ら
使
い
ま
わ
し
が
で

き
る
と
い
う
点
がT

E
X

/
L AT

E
X

の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

字

ど

り

45本
報
告
の
見
出
し
の
短
い
も
の
は
、
自
動
的
に
字
ど
り
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

45

文
字
列
「
字
ど
り
」
の
五
字
ど
り
を
、
安
直
に

「
字
」+

「
　
」+

「
ど
」+

「
　
」+

「
り
」
の

よ
う
に
全
角
の
空
白
を
い
れ
て
処
理
す
る
と
、

「
字
ど
り
」
と
は
異
な
る
文
字
列
に
な
る
。
統

一
的
な
テ
キ
ス
ト
処
理
で
は
、
で
き
る
だ
け
避

け
た
ほ
う
が
よ
い
。

た
と
え
ば
、
こ
の
段
落
の
冒
頭
の
見
出
し
は
、
三
文
字
の
文
字
列
「
字
ど
り
」
が

五
字
ど
り
で
出
力
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、\

s
u
b
s
u
b
s
e
c
t
i
o
n
{字

ど
り

}

と
入
力
し
て
え
た
も

の
で
あ
り
、
入
力
自
体
は
字
ど
り
を
せ
ず
に
文
字
列
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。\

s
u
b
s
u
b
s
e
c
t
i
o
n

命

令
の
内
部
で
は
、
入
力
し
た
「
字
ど
り
」
が
三
文
字
の
長
さ
を
も
つ
こ
と
を
判
定
し
、
三
文
字
な

ら
ば
五
字
ど
り
に
す
る
と
い
う
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
処
理
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
字
ど
り
の
た

め
の
内
部
命
令
は\

j
i
d
o
u
k
i
n
t
o
u

命
令
で
、
筆
者
が
公
開
し
て
い
るjd

k
in

tou

パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、\

j
i
d
o
u
k
i
n
t
o
u
{字

ど
り

}

と
入
力
す
る
と
「
字

ど

り
」

が
え
ら
れ
る
。
入
力
自
体
は
字
ど
り
を
せ
ず
に
文
字
列
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

文
字
列
を
キ
ー
に
し
て
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
文
書

フ
ァ
イ
ル
の
有
効
利
用
と
い
う
点
で
と
く
に
重
要
で
あ
る
。

八

組
版
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
と
し
て
のT

E
X

八
・
一

カ
ウ
ン
タ
ー
と
注
番
号

T
E

X

に
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
連
番
を
自
動
的
に
振
る
機
能
が
あ
る
。
非
常
に
便
利
な
機
能

で
あ
り
、L AT

E
X

の
シ
ス
テ
ム
の
至
る
と
こ
ろ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、\

s
e
c
t
i
o
n

な
ど
の
見
出
し
の
番
号
は
、section

カ
ウ
ン
タ
ー
に
基
づ
い
て
い
る
。
節
番
号
の
現
在
値
は
、

\
t
h
e
\
v
a
l
u
e
{
s
e
c
t
i
o
n
}

と
入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、8

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
項

の
番
号
の
現
在
値
は
、\

t
h
e
\
v
a
l
u
e
{
s
u
b
s
e
c
t
i
o
n
}

と
入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、1

で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
両
者
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
節
番
号
が
作
ら
れ
る
が
、
そ
の
出
力
に
は

\
t
h
e
s
u
b
s
e
c
t
i
o
n

命
令
を
も
ち
い
れ
ば
よ
い
。
実
際
に
、
こ
の
命
令
を
す
ぐ
う
し
ろ
に
書
く
と
、

八
・
一
と
出
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、\

n
e
w
c
o
u
n
t
e
r

命
令
、
ま
た
は\

n
e
w
c
o
u
n
t

命
令
に
よ
り
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、\
l
a
b
e
l

命
令
と\

r
e
f

命
令
に
よ
っ
て
、
参
照
キ
ー
を
設
定
で
き

る
の
で
、
そ
れ
を
仲
介
に
し
た
相
互
参
照
も
可
能
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「L AT

E
X

ま
く
ろ
の
　や
ち
ま
た

八
衢　
」（
ア
ジ
ソ
ン
ウ
ェ
ス
レ
イ
、
一
九
九
五
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
こ
で
、
行
間
の
組
版
素
片
と
し
て
、
注
番
号
の
出
力
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
本
報
告
で
は
、

to
ch

u
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
筆
者
の
開
発
し
た
も
の
）
に
よ
る

46頭
注
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
注
番
号

46

頭
注
の
例
。

が
出
力
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
は
、\

k
y
a
k
u
c
h
u
m
a
r
k
{
D
1
}

お
よ
び\

k
y
a
k
u
c
h
u
t
e
x
t
{
D
1
}
{頭

注

の
例

}

と
入
力
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、D

1

を
キ
ー
に
し
て
、
注
番
号
が
自
動
的
に
付
け
ら

れ
、
欄
外
に
注
が
出
力
さ
れ
る
。
こ
の
注
番
号
は
、k

cb
an

go

カ
ウ
ン
タ
ー
に
基
づ
い
て
い
る
。

現
在
値
は
、\

t
h
e
\
v
a
l
u
e
{
k
c
b
a
n
g
o
}

と
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、46

と
出
力
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
こ
に
あ
る
頭
注
の
番
号
は
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
で
出
力
さ
れ
て
い
る
。
キ
ー
に
よ
る
相

互
参
照
も
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「頭

注

\
r
e
n
s
u
j
i
{
\
r
e
f
{
D
1
}
}

」
と
入
力
す
る
と
、「
頭

注

46

」
と
出
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



2
0

縦
組
に
と
っ
て
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T
E

X

組
版
か
ら
の
見
方

現
在
のto

ch
u

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
行
間
の
注
番
号
は
、
版
面
右
側
へ
の
は
み
だ
し
に
は
対
応
し
て

い
な
い
。
行
間
の
注
番
号
を
出
力
す
る
命
令
の
定
義
を
、to

ch
u

パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
引
用
す
る
。

\
d

e
f

\
@

m
a

k
e

t
a

t
e

k
c
m

a
r
k

#
1
{
%

\
h

b
o

x
t

o
\
z

@
{

\
h

s
k

i
p

-
.

2
5

z
w
\r

a
i

s
e

.
9

z
h
\h

b
o

x
{

%

\
k

a
n

j
i

s
k

i
p

=
0
p

t
p

l
u

s
.

5
p

t
m

i
n

u
s

.
4

p
t

%
a
d
d
e
d

b
y

S
F

1
9
9
8
/
1
1
/
0
6

\
h

b
o

x
{

\
s

c
r

i
p

t
s

i
z

e
\

c
h

u
u

R
e

f
{

#
1

}
}
}

\h
s

s
}

}

は
み
だ
し
可
能
に
す
る
に
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
横
幅0p

t

と
す
る
処
理
を
該
当
す
る
命
令
に

追
加
す
れ
ば
よ
い
。
次
の
ソ
ー
ス
リ
ス
ト
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
単
に
一
行
を
付
け
加
え
た

だ
け
で
あ
る
。

\
d

e
f

\
@

m
a

k
e

t
a

t
e

k
c
m

a
r
k

#
1
{
\l

e
a

v
e

v
m

o
d
e

\
v

b
o

x
t

o
0

p
t

{
\
v

s
s

\
h

b
o

x
t

o
\
z

@
{

\
h

s
k

i
p

-
.

2
5

z
w
\r

a
i

s
e

.
9

z
h
\h

b
o

x
{

%

\
k

a
n

j
i

s
k

i
p

=
0
p

t
p

l
u

s
.

5
p

t
m

i
n

u
s

.
4

p
t

%
a
d
d
e
d

b
y

S
F

1
9
9
8
/
1
1
/
0
6

\
h

b
o

x
{

\
s

c
r

i
p

t
s

i
z

e
\

c
h

u
u

R
e

f
{

#
1

}
}
}

\h
s

s
}

}
}

変
更
前
後
の
ソ
ー
ス
リ
ス
ト
を
比
較
す
る
と
、T

E
X

の
利
便
性
が
あ
き
ら
か
に
な
る
。T

E
X

は
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
の
で
、
既
存
の
マ
ク
ロ
を
も
と
に
改
変
し
て
新
し
い

機
能
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
は
自
作
の
マ
ク
ロ
の
改
変
を
お
こ
な
っ
た
が
、
世
の
中

に
は
多
く
の
参
考
に
な
る
マ
ク
ロ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
出
回
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
マ
ク
ロ
の
ソ
ー

ス
リ
ス
ト
は
原
則
と
し
て
フ
リ
ー
な
の
で
、
最
小
限
の
約
束
ご
と
（

47先
行
者
の
達
成
を
尊
重
し
て

47
T

E
X

/
L
A
T

E
X

は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
支
え
ら
れ
て
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

す
ぐ
れ
た
機
能
を
も
つ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
利
用
す

る
と
き
は
、
作
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
努
力
に
想

い
を
い
た
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

き
ち
ん
と
引
用
す
る
こ
と
な
ど
）
を
ま
も
れ
ば
、
再
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

八
・
二

条

件

文

T
E

X

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
と
し
て
の
性
格
は
、
条
件
文
が
使
え
る
こ
と
に
よ
く
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。
寸
法
の
長
短
を
判
断
す
る\

i
f
d
i
m

や
整
数
の
大
小
を
判
断
す
る\

i
f
n
u
m

な
ど
が
典

型
的
な
も
の
で
あ
る
。

条
件
文
を
使
う
例
と
し
て
、
西
暦
年
号
を
和
暦
年
号
に
変
換
す
る\

S
e
i
r
e
k
i
T
o
W
a
r
e
k
i

命

令
を
作
っ
て
み
よ
う
。
ソ
ー
ス
リ
ス
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

\
n

e
w

c
o

u
n

t
\T

e
m

p
C

n
t

\
d

e
f

\
S

e
i

r
e

k
i

T
o

W
a
r

e
k
i

#
1
{
\T

e
m

p
C

n
t

=
#
1

\
i

f
n

u
m

\
T

e
m

p
C

n
t

>
1
9

8
8
\a

d
v

a
n

c
e

\T
e

m
p

C
n

t
b
y

-
1

9
8

8
\
r

e
l

a
x

平
成\

k
a

n
j

i
\
t

h
e

\
T

e
m

p
C

n
t

\r
e

l
a

x

\
e

l
s

e
\
i

f
n

u
m

\
T

e
m

p
C

n
t

>
1

9
2
5
\a

d
v

a
n

c
e

\T
e

m
p

C
n

t
b

y
-

1
9

2
5

\
r

e
l

a
x

昭
和\

k
a

n
j

i
\
t

h
e

\
T

e
m

p
C

n
t

\r
e

l
a

x

\
e

l
s

e
\

i
f

n
u

m
\
T

e
m

p
C

n
t

>
1
9
1
1
\a

d
v

a
n

c
e

\T
e

m
p

C
n

t
b
y

-
1

9
1

1
\
r

e
l

a
x

大
正\

k
a

n
j

i
\
t

h
e

\
T

e
m

p
C

n
t

\r
e

l
a

x

\
e

l
s

e
\
i

f
n

u
m

\
T

e
m

p
C

n
t

>
1

8
6
7
\a

d
v

a
n

c
e

\T
e

m
p

C
n

t
b

y
-

1
8

6
7

\
r

e
l

a
x

明
治\

t
h

e
\
T

e
m

p
C

n
t

\r
e

l
a

x

\
e

l
s

e
\

k
a

n
j

i
\
t

h
e

\
T

e
m

p
C

n
t

\
f

i
\
f

i
\
f

i
\
f

i

年}

ま
ず
、\

T
e
m
p
C
n
t

と
い
う
カ
ウ
ン
タ
ー
レ
ジ
ス
タ
ー
を
用
意
す
る
。
こ
れ
に
引
数#

1

を
代
入

す
る
と
、
四
則
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。\

a
d
v
a
n
c
e

は
足
し
算
で
あ
る
。\

i
f
n
u
m

に
よ
る

条
件
文
に
よ
り
、
一
九
八
八
年
よ
り
大
き
い
数
は
平
成
と
な
る
。
こ
れ
を
引
い
て
年
号
と
す
る
。

昭
和
、
大
正
、
明
治
へ
の
換
算
も
同
様
に
し
て
お
こ
な
う
。\

t
h
e

命
令
は
カ
ウ
ン
タ
ー
の
数
値
を



2
1

検
証

出
力
す
る
た
め
の
命
令
で
あ
る
。
こ
れ
に\

k
a
n
j
i

を
被
せ
る
と
、
縦
組
み
の
場
合
、
ア
ラ
ビ
ア

数
字
か
ら

48漢
数
字
へ
の
変
換
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

48

漢
数
字
は
表
記
に
ゆ
れ
が
あ
る
。1

1

を
縦
組

漢
数
字
で
表
現
す
る
場
合
、「
一
一
」
と
す
る

か
「
十
一
」
と
す
る
か
は
、
前
後
の
内
容
で
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
は
、
ア
ラ
ビ

ア
数
字
か
ら
漢
数
字
へ
の
変
換
に
関
し
て
、
こ

の
種
の
ゆ
れ
に
対
応
し
た
変
換
マ
ク
ロ
を
作
成

し
て
い
る
。
拙
著
「p

L
A
T

E
X

2
"

入
門
・
縦

横
文
書
術
」（
ピ
ア
ソ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

二
〇
〇
〇
）
の
第
十
六
章
で
詳
し
く
論
じ
て
い

る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

実
際
に\

S
e
i
r
e
k
i
T
o
W
a
r
e
k
i
{
2
0
0
1
}

と
入
力
す
る
と
、「
平
成
一
三
年
」
が
え
ら
れ
る
。
ま

た
、\

S
e
i
r
e
k
i
T
o
W
a
r
e
k
i
{
1
9
4
5
}

と
入
力
す
る
と
、「
昭
和
二
〇
年
」
が
え
ら
れ
る
。

九

検

証

こ
こ
で
は
、

49

P
R

E
M

ed
ia,

P
art

15,

二
〇
〇
一
年
六
月
、
四
二|

八
三
ペ
ー
ジ
に
示
さ
れ
た

49

こ
の
記
事
で
取
り
扱
っ
て
い
る

D
T

P

ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
は
、
ア
ド
ビ
シ
ス
テ
ム
ズ
のIn

D
e
-

sig
n

1
.0

J
,

住
友
金
属
シ
ス
テ
ム
の

S
M

I

E
D

IC
O

L
O

R
5
.0

,

ク
オ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン

の

Q
u

a
rk

X
P

re
ss

4
.1

J
,

お
よ
び
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
の

W
o
rd

2
0
0
0

で
あ
る
。

項
目
に
従
っ
て
、(p

)T
E

X
/(p

)L AT
E

X

で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。
項
目
に
よ
っ
て

は
、(p

)T
E

X
/
(p

)L AT
E

X

で
は
ま
っ
た
く
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
検

証
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
実
を
で
き
る
だ
け
揃
え
る
と
い
う
意
味
で
、

無
理
を
承
知
で
検
証
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

九
・
一

寸
法
の
単
位

T
E

X
/
L AT

E
X

で
使
用
で
き
る
単
位
を
次
に
ま
と
め
る
。p

T
E

X
/p

L AT
E

X

で
は
、
全
角
の
一
文

字
分
の
長
さ
の
単
位
と
し
てzw

が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

p
t

(p
o
in

t)
p

c
(p

ica,
1p

c
=

1
2p

t)
in

(in
ch

,
1
in

=
72.27p

t)
b

p
(b

ig
p

o
in

t,
72b

p
=

1in
)

cm
(2

.5
4
cm

=
1in

)
m

m
(10m

m
=

1cm
)

d
d

(d
id

o
t

p
oin

t,
1157d

d
=

1238p
t)

cc
(cicero,

1cc
=

12d
d

)
sp

(sca
led

p
oin

t,
65536sp

=
1p

t)

em

（
エ
ム
）

ex

（
エ
ッ
ク
ス
ハ
イ
ト
）

zw

（
全
角
幅
）

zh

（
全
角
高
）

寸
法
レ
ジ
ス
タ
ー
を
応
用
す
れ
ば
、
任
意
の
単
位
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。p

L AT
E

X
2

"

で
は
、
級
数
を
単
位
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
手
法
を
も
ち
い
た
も
の
で
あ

る
。\

n
e
w
d
i
m
e
n
\
Q

\
Q
=
0
.
2
5
m
m

と
定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、\

Q

と
い
う
寸
法
レ
ジ
ス
タ
ー

に0
.2

5
m

m

の
寸
法
を
格
納
し
て
、
こ
れ
を
単
位
に
級
数
を
取
り
扱
う
。
た
と
え
ば
、1

3
\
Q

と

表
現
す
れ
ば
、
格
納
し
た
値
の
十
三
倍
が
え
ら
れ
、
結
果
と
し
て
十
三
級
の
文
字
の
指
定
な
ど
が

で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
寸
法
は
、
内
部
で
は1p
t

の1/65536

の
単
位
（sp

）
に
換
算
さ
れ
て
、

50整
数
計
算

50

浮
動
小
数
演
算
や
普
通
の
整
数
演
算
は
、
丸
め

誤
差
な
ど
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
依
存
す
る
こ

と
が
あ
る
。T

E
X

で
は
、2

1
6

=
6
5
5
3
6

で
あ
る
こ
と
に
注
意
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
乗

除
が
常
に

2

の
冪
乗
に
な
り
、
桁
を
ず
ら
す

こ
と
に
よ
っ
て
計
算
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、

T
E

X

内
部
の
整
数
演
算
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
依
存
せ
ず
正
確
で
あ
る
。

が
お
こ
な
わ
れ
る
。
実
際
に
、

\
s

e
t

b
o

x
0

=
\h

b
o

x
{

\k
e

r
n

1
p

t
}

\
T

e
m

p
C

n
t

=
\w

d
0

\
t

h
e

\
T

e
m

p
C

n
t

の
よ
う
に
入
力
す
る
と
、65536

が
え
ら
れ
、
た
し
か
に1p

t
=

6
5536sp

で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

九
・
二

版
面
と
余
白
と
の
関
係

版
面
優
先
と
余
白
優
先

幅\
t
e
x
t
w
i
d
t
h

と
高
さ\

t
e
x
t
h
e
i
g
h
t

が
寸
法
レ
ジ
ス
タ
ー
と

し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
版
面
を
設
定
す
る
に
は
、
こ
れ
に
寸

法
を
代
入
す
る
。
行
送
り
は
、\

b
a
s
e
l
i
n
e
s
k
i
p

に
数
値
を
代
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
決
め
る
。
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次
の
例
は
、「
字
数�

行
数
」
と
い
う
設
定
を
お
こ
な
っ
た
例
で
あ
る
。

\
t

e
x

t
w

i
d

t
h

=
3

7
z
w

\
b

a
s

e
l

i
n

e
s

k
i

p
=
2
4
\Q

\
t

o
p

s
k

i
p

=
0

.
5

z
w

\
t

e
x

t
h

e
i

g
h

t
=

3
9
\b

a
s

e
l

i
n

e
s

k
i
p

\
a

d
v

a
n

c
e

\t
e

x
t

h
e

i
g

h
t

b
y

1
z

w
%

版
面
を
守
る
た
め
に
微
調
整

\
@

s
e

t
t

o
p

o
i

n
t

\t
e

x
t

h
e

i
g

h
t

\
m

a
x

d
e

p
t

h
=

0
p

t

余
白
優
先
の
設
定
も
で
き
る
。
実
際
、article

ク
ラ
ス
な
ど
のL AT

E
X

2
"

標
準
の
文
書
形
式
で

は
、
ク
ラ
ス
フ
ァ
イ
ル
の
中
で
計
算
を
行
な
い
、
余
白
優
先
の
設
定
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
上

述
の
版
面
優
先
の
設
定
で
充
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
余
白
優
先
の
設
定
の
方

法
の
説
明
は
省
略
す
る
。

版
面
の
原
点

左
上
方
が
基
準
点
に
な
っ
て
お
り
、(p

)L AT
E

X

の
標
準
で
は
、
下
方
向
に
一

イ
ン
チ
の
余
白
、
右
方
向
に
一
イ
ン
チ
の
余
白
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
左
上
方
か
ら(1in

,
1in

)

の
と
こ
ろ
が
版
面
の
原
点
に
な
る
。
こ
の
原
点
か
ら

の
差
分
で
余
白
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
設
定
例
を
あ
げ
る
。

\
t

o
p

m
a

r
g

i
n

=
-

0
.
4
4
c

m
%

\
o

d
d

s
i

d
e

m
a

r
g

i
n
=
1
1

.
2
5

m
m

\
e

v
e

n
s

i
d

e
m

a
r

g
i
n
=
1

1
.
2

5
m
m

文
字
の
配
置

縦
組
の
文
字
は
、
仮
想
ボ
デ
ィ
ー
の
中
心
が
基
準
線
と
な
る
。
こ
れ
と
組
み

合
せ
る
欧
文
書
体
の
基
準
線
は

51自
動
的
に
設
定
さ
れ
る
。
こ
の
基
準
線
を
動

51

縦
組
の
と
き
は
、
欧
文
書
体
の
ス
ラ
ッ
シ
ュ
の
真

ん
中
を
通
る
線
が
、
和
文
の
中
心
線
に
一
致
す
る

よ
う
に
調
整
さ
れ
る
。
拙
著
「
続L

A
T

E
X

2
"

階
梯
・
縦
組
編
」
の
第
二
十
三
章
で
詳
し
く
論

じ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

か
す
に
は
、\

t
b
a
s
e
l
i
n
e
s
h
i
f
t

と
い
う
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
（
寸
法
レ
ジ
ス
タ
ー
）
の
値
を
変
更

す
る
。

52

\
r
a
s
e
b
o
x

命
令
を
使
え
ば
、
文
字
を
行
送
り
の
方
向
に
ず
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え

52

本
報
告
で
は
、T

E
X

/
L
A
T

E
X

/
X �

M
T

E
X

な
ど
の
ロ
ゴ
を
も
ち
い
て
い
る
。
す
べ
て
、
こ

の
種
の
ず
ら
し
機
能
と
カ
ー
ニ
ン
グ
を
利
用
し

て
出
力
さ
れ
て
い
る
。

ば
、
ず
れ
た
枠
の
部
分
は
、\

s
m
a
s
h
{
\
r
a
i
s
e
b
o
x
{
1
z
w
}
{
\f

b
o
x
{ず

ら
す

}
}
}

と
入
力
し
て

え
た
も
の
で
あ
る
。\

s
m
a
s
h

は
、
文
字
列
の
横
幅
を
零
と
す
る
命
令
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

固
定
行
送
り
が
確
保
で
き
る
。

字
送
り
と
字
間

T
E

X

は
、
箱
と
グ
ル
ー
の
モ
デ
ル
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
本
来
の
行
整
形
・

段
落
整
形
の
局
面
で
は
、
必
然
的
に
字
間
の
制
御
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
る
。

手
動
で
字
間
の
制
御
を
お
こ
な
う
に
は\

k
e
r
n

命
令
を
用
い
る
。
た
と
え
ば
、
ふ
つ
う
に
続
け

て
入
力
す
る
と
▽
▲
と
な
る
と
こ
ろ
を
、
▽\

k
e
r
n
-
0
.
7
5
z
w

▲
と
入
力
す
る
と
▽▲
の
よ
う
に

重
な
っ
た
位
置
に
出
力
さ
れ
る
。

T
E

X
/
L AT

E
X

を
使
う
限
り
、
字
送
り
の
制
御
を
お
こ
な
う
局
面
は
な
い
。
強
い
て
お
こ
な
う
と

す
る
と
、
た
と
え
ば
、
次
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

\
h

b
o

x
t

o
0

p
t

{

■\
h

s
s

}
\
k

e
r

n
2

z
w

□

あ
ま
り
意
味
の
あ
る
試
み
と
は
お
も
え
な
い
が
、
出
力
結
果
は
■

□
と
な
る
。
最
初
の
■
を
縦

幅0
p

t

で
出
力
し
て
い
る
の
で
、
参
照
点
は
そ
の
ま
ま
記
号
の
先
頭
に
あ
る
。
そ
こ
か
ら
二
文
字

分
だ
け
送
っ
た
と
こ
ろ
に
次
の
記
号
の
参
照
点
が
き
て
い
る
。

T
E

X

に
は
、
カ
ー
ニ
ン
グ
（\

k
e
r
n

）
の
ほ
か
に
ス
キ
ッ
プ
（\

h
s
k
i
p

お
よ
び\

v
s
k
i
p

）
と

い
う
概
念
が
あ
る
。
カ
ー
ン
は
文
字
間
を
指
定
し
た
寸
法
だ
け
動
か
す
が
、
ス
キ
ッ
プ
は
、
寸
法



2
3

検
証

指
定
だ
け
で
な
く
延
び
量
・
縮
み
量
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、\

h
s
k
i
p
1
p
t

p
l
u
s
0
.
1
p
t

m
i
n
u
s
0
.
2
p
t

な
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、T

E
X

の
グ

ル
ー
の
考
え
と
関
係
し
て
い
る
。
和
字
と
和
字
の
間
に
挿
入
さ
れ
る\

k
a
n
j
i
s
k
i
p

に
、
延
び
量
・

縮
み
量
を
設
定
し
て
行
の
調
整
に
使
う
方
法
に
つ
い
て
は
す
で
に
詳
し
く
述
べ
た
。

行
送
り
と
行
間

頭
注

43

を
参
照
。TE

X

の
行
送
り
は
、\b

a
s
e
l
i
n
e
s
k
i
p

と
い
う
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
（
ス
キ
ッ
プ
レ
ジ
ス
タ
ー
）
で
設
定
す
る
。
本
報
告
の
場
合
は

53二
十
四

53

本
報
告
の
和
字
は
、
十
三
級
で
あ
る
。
行
送
り

を
十
三
歯
に
し
た
場
合
、
は
み
だ
し
許
容
に
し

て
お
く
と
ル
ビ
が
重
な
る
。
は
み
だ
し
を
許
さ

な
い
場
合
に
は
、
こ
こ
で
述
べ
たT

E
X

の
機

能
が
働
き
、
行
送
り
が
狂
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
た
め
、
は
み
だ
し
許
容
の
場
合
は
、
行
送
り

を
充
分
大
き
く
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

歯
（2

4
\
Q

）
で
あ
る
。
行
間
の
最
小
値
を\

l
i
n
e
s
k
i
p
l
i
m
i
t

（
本
報
告
で
は0p

t

）
に
設
定
し

て
い
る
。T

E
X

は
、
段
落
整
形
の
と
き
に
は
、
前
の
行
の
深
さ
を\

p
r
e
v
d
e
p
t
h

に
保
存
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、\

p
r
e
v
d
e
p
t
h

の
値
、
現
在
の
行
の
高
さ
、
お
よ
び\

l
i
n
e
s
k
i
p
l
i
m
i
t

の

値
を
加
え
た
も
の
が
、
行
送
り\

b
a
s
e
l
i
n
e
s
k
i
p

の
値
を
越
え
る
と
、T

E
X

の
処
理
で
は
、
前

後
の
行
が
重
な
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
に
は
、
行
間
に\

l
i
n
e
s
k
i
p

に
設
定
さ
れ
た
空

き
を
追
加
し
て
、
前
後
の
行
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

\
b
a
s
e
l
i
n
e
s
k
i
p

の
値
は
、
書
体
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
別
々
に
指
定
す
る
。
切
り
替
え
は
、

\
l
a
r
g
e

や\
s
m
a
l
l

な
ど
の
命
令
の
中
で
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
書
体
の
大
き
さ

を
変
更
す
る
と
同
時
に
、
行
送
り
も
か
わ
る
。

マ
ス
タ
ー
ペ
ー
ジ
の
パ
タ
ー
ン

T
E

X
/L AT

E
X

に
は
マ
ス
タ
ー
ペ
ー
ジ
と
い
う
も
の
は
な
い
。

か
わ
り
に
、
文
書
ク
ラ
ス
フ
ァ
イ
ル
が
あ
り
、
そ
こ
で
そ
の

文
書
特
有
の
種
々
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
類
を
設
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
ク
ラ
ス
フ
ァ
イ
ル
を
文
書

フ
ァ
イ
ル
に
読
み
込
ん
で
、T

E
X

/L AT
E

X

の
処
理
に
か
け
る
。
あ
る
文
書
ク
ラ
ス
フ
ァ
イ
ル
の

設
定
の
一
部
分
を
変
更
し
た
い
と
き
は
、
そ
の
設
定
を
文
書
フ
ァ
イ
ル
（
あ
る
い
は
別
フ
ァ
イ
ル
）

に
書
き
込
ん
で
上
書
き
す
る
。

本
報
告
の
組
版
は
、sfttb

k
.cls

と
い
う
文
書
ク
ラ
ス
フ
ァ
イ
ル
を
あ
ら
た
に
作
成
し
て
も
ち
い
て

い
る
。
こ
の
文
書
ク
ラ
ス
フ
ァ
イ
ル
で
は
、
自
動
ノ
ン
ブ
ル
の
み
な
ら
ず
自
動
柱
出
力
（\

s
e
c
t
i
o
n

命
令
で
設
定
し
た
見
出
し
が
自
動
的
に
柱
に
出
力
さ
れ
る
機
能
）
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

試
し
組
版
時
の
枡
組
格
子
（
グ
リ
ッ
ド
）
の
出
力
も
お
こ
な
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

九
・
三

改
ペ
ー
ジ
と
改
段

ペ
ー
ジ
末
と
段
末
の
禁
則

こ
れ
ら
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
を
設
定
し
て
、
組
版
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
行
送
り
固
定
の
場
合
は
、
ク
ラ
ブ
行
や
ウ
ィ
ド
ウ
行
の
禁
制
は
ゆ
る
め
た
ほ
う
が
よ
い
こ
と

も
す
で
に
述
べ
た
。

九
・
四

行
末
処
理
と
改
行

行
末
処
理
五
通
り
に
対
応
で
き
る
か

P
R

E
M

ed
ia,

P
art

15
,

二
〇
〇
一
年
六
月
、六
五
ペ
ー

ジ
に
示
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
単
一
行
末
揃
え
の
原
則

（
一
つ
の
約
物
の
行
末
形
態
は
一
つ
）
か
ら
、
二
つ
の
方
式
を
選
択
し
た
（
第
四
・
一
項
参
照
）。

あ
と
三
つ
の
方
法
は
、p

T
E

X

で
は
実
現
が
む
ず
か
し
い
が
、
強
い
て
対
応
す
る
必
要
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
同
じ
約
物
の
処
理
に
つ
い
て
、

54二
ま
た
は
三
通
り
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ

54

行
末
に
そ
の
ほ
か
に
和
欧
文
混
植
に
よ
る
半
端

な
空
き
も
生
ず
る
の
で
、
実
際
に
は
、
さ
ら
に

多
く
の
場
合
分
け
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ム
（
ぶ
ら
下
げ
、
半
角
ア
キ
、
行
末
揃
え
）
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
処
理
自
体
、
簡
明
で
な

い
か
ら
で
あ
る
。



2
4

縦
組
に
と
っ
て
の
句
読
点

|
T
E

X

組
版
か
ら
の
見
方

一
字
孤
立
の
禁
則
処
理

段
落
ウ
ィ
ド
ウ
処
理
の
と
こ
ろ
で
既
述
。\

j
c
h
a
r
w
i
d
o
w
p
e
n
a
l
t
y

が
、
該
当
箇
所
に
自
動
的
に
挿
入
さ
れ
る
。
標
準
値
は500

で
あ
る

が
、
変
更
も
可
能
で
あ
る
。

広
域
調
整
へ
の
対
応

(p
)T

E
X

は
、
段
落
単
位
で
最
良
の
組
版
を
選
ぶ
と
い
う
方
法
で
あ
り
、

ま
さ
に
広
域
調
整
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。b

ad
n

ess

を
評

価
基
準
に
す
る
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
第
二
・
二
項
で
詳
し
く
述
べ
た
の
で
参
照
さ

れ
た
い
。

ダ
ミ
ー
と
ク
ワ
タ

ダ
ミ
ー
文
字
と
い
う
の
は
、
文
字
と
同
じ
扱
い
に
な
る
空
白
の
こ
と
で
あ

る
。T

E
X

で
は
用
意
さ
れ
て
い
な
い
が
、
全
角
空
白
で
代
用
で
き
る
。
こ

の
仕
様
の
た
め
、
原
稿
フ
ァ
イ
ル
中
の
全
角
空
白
の
ま
ぎ
れ
こ
み
に
は
、
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
全
角
空
白
を
あ
ら
わ
な
形
で
使
い
た
い
と
き
は
、\

d
e
f
\
z
e
n
k
a
k
u
{
\
c
h
a
r
\
j
i
s
"
2
1
2
1
}

と
定
義
し
て
お
く
。

あ

　

　

い

　

　

　

う

あ

■

■

い

■

■

■

う

欄
外
の
例
は
、「
あ
」
と
「
い
」
の
間
に
全
角
空
白
二
個
、「
い
」
と
「
う
」
の
間
に
全

角
空
白
三
個
を
挿
入
し
、
十
五
字
ど
り
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
比
較
の
た
め
、
全
角
空

白
を
■
に
置
き
換
え
た
も
の
を
並
べ
た
。

一
方
、

55ク
ワ
タ
は
、
行
中
で
は
全
角
空
白
と
し
て
振
る
舞
い
、
行
末
で
は
棄
て
ら
れ

55

頭
注

13

で
述
べ
た
活
字
時
代
の
ク
ワ
タ
と
は

異
な
り
、
行
末
で
棄
て
ら
れ
る
と
い
う
機
能
を

含
む
。
も
っ
と
も
、
活
字
や
手
動
写
植
の
時
代

に
は
、
行
末
に
は
挿
入
し
な
か
っ
た
だ
け
の
こ

と
で
あ
る
の
で
、
電
算
写
植
に
な
っ
て
か
ら
、

意
味
が
追
加
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

る
空
白
で
あ
る
。
ぶ
ら
下
げ
を
実
現
し
て
い
るtb

m
in

.tfm

で
は
、
別
に
全
角
空
白
も
再
定
義
し

て
あ
り
、
行
末
で
棄
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ク
ワ
タ
の
代
用
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
同
時
に
半
角
ま
で
縮
み
う
る
よ
う
に
設
定
し
て
あ
る
の
で
、
完
全
に
ク
ワ

タ
の
代
用
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

56設
定
を
か
え
れ
ば
、
完
全
に
ク
ワ
タ
の
代
用

56

縮
み
量
を

0
p

t

と
す
れ
ば
よ
い
。

に
使
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ぶ
ら
下
げ
命
令
と
同
じ
よ
う
に
定
義
す
れ
ば
ク
ワ
タ
命
令
を
作
成
す

る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
検
討
し
な
い
。

組
版
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
も
よ
る
が
、
ク
ワ
タ
が
必
要
な
の
は
、
感
嘆
符
な
ど
の
う
し
ろ
に
空
白

を
お
く
場
合
で
あ
ろ
う
。「
！
」
と
「
　
」
を
続
け
て
入
力
す
る
と
い
う
方
法
の
場
合
、
行
末
で
棄

て
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。p

T
E

X

で
は
、「な

ん
や
！
こ
れ
は

」
と
入
力
す
る
と
、
全
角
の
空
白
が

自
動
的
に
は
い
っ
て
、「
な
ん
や
！

こ
れ
は
」
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ク
ワ
タ
を
挿
入
す
る
必

要
は
な
い
。
入
力
ぐ
せ
で
「
！
」
と
「
　
」
を
続
け
た
場
合
に
対
処
す
る
に
は
、tb

m
in

.tfm

の

設
定
を
か
え
た
フ
ォ
ン
ト
メ
ト
リ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ル
を
作
る
べ
き
だ
ろ
う
。

九
・
五

行
中
の
調
整

分
離
分
割
禁
止

禁
則
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
第
二
・
一
項
で
詳
し
く
説
明
し
た
。
よ
く
言
わ

れ
る
分
離
禁
止
に
つ
い
て
は
、
異
な
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
三
点
リ
ー
ダ
ー
を
二
つ
な
ら
べ
る
と
き
に
は
、
こ
の
間
は
完
全
に
ベ
タ
で
分
離
禁
止
と

い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
三
点
リ
ー
ダ
ー
を
二
つ
な
ら
べ
る
か
ら
お
か
し
い
の
で
、
も
と
も
と
は

二
文
字
分
の
六
点
リ
ー
ダ
ー
を
作
る
の
が
本
筋
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な\

r
o
k
u
t
e
n

命
令
を
作
成

し
て
み
よ
う
。

\
d

e
f

\
z

e
n

k
a

k
u
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h
a
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\
d

e
f

\
r

o
k

u
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e
n

{
\z

e
n

k
a

k
u

\k
e

r
n

-
1

z
w

\h
b

o
x

t
o

2
z

w
{

%

\
c

l
e

a
d

e
r

s
\h

b
o

x
t

o
0

.
3

3
3

3
z

w
{
\h

s
s

$
\
c

d
o

t
$

\
h

s
s

}
\
h

f
i

l
l

}
\k

e
r

n
-

1
z

w
\z

e
n
k
a
k
u
}

こ
こ
で
は
、\

c
l
e
a
d
e
r
s

命
令
（
後
述
）
を
も
ち
い
た
。
三
点
リ
ー
ダ
ー
二
つ
並
べ
る
と
、
最
悪
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検
証

の
場
合
開
く
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
定
義
の
場
合
は
原
理
上
開
か
な
い
。
分
離
禁
止
か
ら
一
文
字

へ
と
い
う
概
念
的
な
変
更
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
六
点
リ
ー
ダ
ー
はp

T
E

X

の

内
部
で
は
、
漢
字
扱
い
に
な
る
。

こ

の

と

き
…
…
な

ぜ

か

こ

の

と

き

　

������　

な

ぜ

か

欄
外
の
例
で
は
、
一
行
め
は
、「こ

の
と
き
…
…
な
ぜ
か

\
b
r
e
a
k

」
と
入
力
し
た
も

の
で
、
三
点
リ
ー
ダ
ー
を
単
純
に
並
べ
て
あ
る
。p

T
E

X

の
く
せ
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て

お
り
、
字
間
が
開
い
て
も
、

57三
点
リ
ー
ダ
ー
の
間
お
よ
び
前
後
は
開
い
て
い
な
い
。
二

行
目
は
、\

k
i
n
t
o
u
{
1
6
z
w
}
{こ

の
と
き

\
r
o
k
u
t
e
n

な
ぜ
か

}

と
入
力
し
て
、
十

六
字
ど
り
に
し
て
い
る
が
、\

r
o
k
u
t
e
n

に
よ
る
六
点
リ
ー
ダ
ー
の
前
後
が
開
く
。

57

た
だ
し
、
本
報
告
の
よ
う
に
、d

v
i

フ
ァ
イ
ル

か
らp

s

フ
ァ
イ
ル
を
経
由
し
てp

d
f

フ
ァ
イ

ル
に
変
換
す
る
場
合
に
は
、
変
換
誤
差
と
代
替

フ
ォ
ン
ト
に
よ
る
誤
差
に
よ
っ
て
、
三
点
リ
ー

ダ
ー
の
間
が
開
く
こ
と
も
あ
る
。

行
末
で
人
名
や
術
語
な
ど
を
分
割
さ
せ
た
く
な
い
場
合
は
、\

m
b
o
x

と
い
う
便
利
な
命
令
を
使

う
と
よ
い
。\

m
b
o
x
{藤

田

}

と
入
力
す
れ
ば
、
よ
し
ん
ば
行
末
に
き
て
も
姓
の
二
文
字
の
間
は
分

割
さ
れ
な
い
。
ま
た
英
語
の
人
名
で
は
、M

s
.
~
A
b
l
e

の
よ
う
の
チ
ル
ダ
を
い
れ
て
お
け
ば
空
白

で
分
割
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

調
整
の
優
先
順
位
な
ど

b
ad

n
ess

を
評
価
基
準
に
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
第
二
・

二
項
で
詳
し
く
述
べ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
句
点
の
う
し
ろ
の
二

分
ア
キ
を
調
整
に
使
う
か
ど
う
か
、
約
物
の
強
さ
に
応
じ
た
調
整
が
で
き
る
か
、
句
読
点
・
括
弧

類
の
前
後
の
空
き
が
調
整
に
使
わ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
本
報
告
の
第
二
・
四
項
お
よ
び

第
二
・
五
項
で
若
干
の
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。
徹
底
的
な
調
整
に
は
、

58フ
ォ
ン
ト
メ
ト
リ
ッ
ク
フ
ァ

58
p

T
E
X

用
に
開
発
さ
れ
た
フ
ォ
ン
ト
メ
ト
リ
ッ

ク
フ
ァ
イ
ル
は
、
空
き
の
調
整
な
ど
の
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
を
変
更
す
る
こ
と
が
容
易
な
構
造
に
な
っ

て
い
る
。
現
在
は
、
数
種
の
フ
ォ
ン
ト
メ
ト
リ
ッ

ク
フ
ァ
イ
ル
し
か
な
い
が
、
用
途
に
応
じ
て
使

い
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
整
備
す
る
こ
と
が
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

イ
ル
の
改
変
が
必
要
で
あ
る
。

リ
ー
ダ
ー
類
の
自
動
発
生

T
E

X

に
は
、
リ
ー
ダ
ー
を
発
生
さ
せ
る
命
令
と
し
て\

l
e
a
d
e
r
s

（
リ
ー
ダ
ー
の
素
片
が
揃
う
出
力
）
お
よ
び\

c
l
e
a
d
e
r
s

（
リ
ー

ダ
ー
が
中
央
揃
え
に
な
る
出
力
）
が
あ
る
。

始��������������������������������������

終

始
め�����������������������������

終
わ
り

欄
外
の
例
は
、\

l
e
a
d
e
r
s

を
使
っ
た
出
力
で
あ
る
。
繰
り
返
し
素
片
と
し
て\

h
b
o
x

t
o
0
.
3
3
3
z
w
{
\
h
s
s
$
\
c
d
o
t
$
\
h
s
s
}

で
定
義
し
た
約
三
分
幅
の
中
黒
を
用
い
て
い
る
。

こ
れ
で
、
三
点
リ
ー
ダ
ー
が
実
現
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「L AT

E
X

ま
く
ろ
の
　や
ち
ま
た

八
衢　
」
第
十
九
章
で
詳
し
く
述
べ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
日
本
語
用
の
三

点
リ
ー
ダ
ー
を
も
ち
い
た
目
次
の
自
動
出
力
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。(p

)L AT
E

X

で
は
、
ど

の
ク
ラ
ス
フ
ァ
イ
ル
を
も
ち
い
て
も
、\

t
a
b
l
e
o
f
c
o
n
t
e
n
t
s

命
令
を
使
え
ば
、
リ
ー
ダ
ー
付
き

の

59目
次
を
自
動
的
に
発
生
で
き
る
。

59

本
報
告
の
末
尾
に
は
、p

L
A
T

E
X

2
"

の
機
能

を
用
い
て
、
目
次
を
自
動
発
生
さ
せ
た
も
の
が

添
付
し
て
あ
る
。
こ
こ
で
述
べ
た
三
点
リ
ー
ダ
ー

を
も
ち
い
る
よ
う
に
、
若
干
変
更
し
て
あ
る
。

欧
字
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
整

標
準
の
調
整
方
法
に
つ
い
て
は
、
頭
注

51

を
参
照
。
こ
の
基
準

線
を
動
か
す
に
は
、\

t
b
a
s
e
l
i
n
e
s
h
i
f
t

と
い
う
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
（
寸
法
レ
ジ
ス
タ
ー
）
の
値
を
変
更
す
る
。

ル
ビ
の
行
頭
行
末
で
の
制
御

筆
者
が
作
成
し
たfu

rikan
a

パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
中
ツ
キ
ル
ビ
）
で

は\
k
a
n
a

命
令
な
ど
、fu

rik
n

k
t

パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
肩
ツ
キ
ル
ビ
）

で
は\

k
a
n
a
k
t

命
令
な
ど
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
命
令
で
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン

で
ル
ビ
の
形
態
を
い
ろ
い
ろ
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
縦
組
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
拙
著
「
続

L AT
E

X
2

"

階
梯
・
縦
組
編
」
の
第
十
四
・
十
五
章
で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

字
余
り
の
ル
ビ
が
行
頭
に
き
た
と
き
は
、
肩
ツ
キ
ル
ビ
に
切
り
換
え
て
対
処
す
る
な
ど
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
行
頭
・
行
末
で
の
制
御
は
、
手
動
で
お
こ
な
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
拙
著

「p
L AT

E
X

2
"

入
門
・
縦
横
文
書
術
」（
ピ
ア
ソ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
〇
〇
）
の
第
十
・
十

一
章
で
公
開
し
て
い
る
。
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縦
組
に
と
っ
て
の
句
読
点

|
T
E

X

組
版
か
ら
の
見
方

九
・
六

行
ど
り
対
応

行
ど
り
見
出
し

本
文
中
の
行
ど
り
に
つ
い
て
は
、
第
七
節
を
参
照
。
別
行
見
出
し
の
行
ど
り
に

つ
い
て
は
第
七
・
四
項
を
参
照
。
本
報
告
の\

s
e
c
t
i
o
n

の
見
出
し
は
、
二
行

中
央
ど
り
の
一
行
別
行
見
出
し
を
出
力
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
本
報
告
の\

s
u
b
s
u
b
s
e
c
t
i
o
n

の
出
力
は
、

60二
行
同
行
見
出
し
に
な
っ
て
い
る
。
二
行
中
央
ど
り
の
二
行
同
行
見
出
し
（
小
書
）
を

60

第
三
・
三
項
ま
で
に
、
見
か
け
上
、
一
行
の
同

行
見
出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ

れ
は
、d

e
sc

rip
tio

n

環
境
に
よ
る
箇
条
書

の
見
出
し
で
あ
る
。
二
行
目
以
降
が
一
文
字
分

字
下
げ
に
な
っ
て
い
て
、\

s
u
b
s
u
b
s
e
c
t
i
o
n

に
よ
る
形
態
と
異
な
る
こ
と
に
注
意
し
て
ほ
し

い
。
頭
注

5

参
照
。
な
お
、
次
の
第
十
一
・
一

項
に
もd

e
sc

rip
tio

n

環
境
に
よ
る
箇
条
書

が
あ
る
。

出
力
す
る
工
夫
が
、
拙
著
「
続L AT

E
X

2
"

階
梯
・
縦
組
編
」
の
第
十
二
章
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

十

便
利
な
機
能

十
・
一

補
助
フ
ァ
イ
ル
の
利
用

D
T

P

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
を
用
い
る
場
合
、
ア
ッ
プ
ル
ス
ク
リ
プ
ト
な
ど
を
用
い
て
目
次
や
索

引
の
作
成
な
ど
お
こ
な
う
こ
と
が
多
い
。
こ
の
種
の
機
能
は
、(p

)L AT
E

X
2
"

に
デ
フ
ォ
ル
ト
で

備
わ
っ
て
い
る
。
代
表
的
な
機
能
を
次
に
あ
げ
る
。

見
出
し
の
自
動
出
力

(p
)L AT

E
X

で
は
、
見
出
し
を
自
動
出
力
す
る
機
能
が
あ
る
。
た
っ
た
一

行\
t
a
b
l
e
o
f
c
o
n
t
e
n
t
s

命
令
を
付
け
加
え
れ
ば
、\

s
e
c
t
i
o
n

や\
s
u
b
s
e
c
t
i
o
n

に
設

定
し
た
見
出
し
項
目
を
抽
出
し
て
、
目
次
の
形
に
整
形
し
た
も
の
を
出
力
す
る
。
本
報
告
の

末
尾
は
こ
の
よ
う
に
し
て
出
力
し
た
も
の
で
あ
る
。
拙
著
「L AT

E
X

本
づ
く
り
の
　や
ち
ま
た

八
衢　
」
第

二
十
章
で
横
組
の
目
次
に
つ
い
て
説
明
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
縦
組
の
目
次
に
つ
い
て
も
応
用

で
き
る
。
本
報
告
の
目
次
は
、
三
点
リ
ー
ダ
ー
を
用
い
、
見
出
し
の
字
ど
り
を
自
動
的
に
お

こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
変
更
を
く
わ
え
て
あ
る
。
目
次
の
項
目
は
、to

c

フ
ァ
イ
ル

に
書
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
をsed

やaw
k

な
ど
の
ス
ク
リ
プ
ト
言
語
で
加
工
す
る

こ
と
も
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る
。

索
引
の
作
成

索
引
の
項
目
の
抽
出
は\

i
n
d
e
x

命
令
を
使
う
こ
と
に
よ
る
。
索
引
の
項
目

は
、id

x

フ
ァ
イ
ル
に
書
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
ス
ク
リ
プ
ト
言
語
で
加
工
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
和
文
索
引
、
英
文
索
引
な
ど
複
数
の
索
引
を
作
る
こ
と
も
で
き
る
。
同

掲
書
第
二
十
一
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

文
献
リ
ス
ト
の
作
成

文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
必
要
な
文
献
を
取
り
出
し
て
リ
ス
ト
を
つ

く
り
、
さ
ら
に
相
互
参
照
を
お
こ
な
う
機
能
が
あ
る(B

IBT
E

X
)

。
論
文
や
学
術
書
の
作
成

に
便
利
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
拙
著
「
化
学
者
・
生
化
学
者
の
た
め
のL AT

E
X

|

パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
論
文
作
成
の
手
引
」（
東
京
化
学
同
人
、
一
九
九
三
）
第
十
一
・
十
九
章
を
参
照
。

十
・
二

マ
ー
ク
ア
ッ
プ
言
語
と
の
連
携

L
A
T
E
X

とH
T

M
L

筆
者
は
、
第
二
十
三
回
情
報
化
学
討
論
会
（
二
〇
〇
〇
）
の
世
話
人
を

し
た
。
こ
の
と
き
、
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
の
予
稿
集
印
刷
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
を
お
こ
な
っ
た
が
、L AT

E
X

とH
T

M
L

（H
y
p

ertex
t

M
ark

u
p

L
an

gu
age

）
を

連
携
さ
せ
る
手
法
を
応
用
し
た
。
こ
れ
は
、L AT

E
X

処
理
の
と
き
に
、H

T
M

L

フ
ァ
イ
ル
を
同
時

に
出
力
さ
せ
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

L
A
T
E
X

とH
T

M
L

/
X

M
L

L AT
E

X

とS
G

M
L

（S
tan

d
ard

G
en

eralized
M

ark
u

p

L
an

gu
age

）
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
拙
著

「
化
学
者
・
生
化
学
者
の
た
め
のL AT

E
X

」
第
二
十
一
章
を
参
照
。S

G
M

L

フ
ァ
イ
ル
をL AT

E
X

フ
ァ
イ
ル
に
変
換
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
す
で
に
フ
リ
ー
で
出
回
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
利
用
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お
わ
り
に

す
る
。
筆
者
は
、L AT

E
X

フ
ァ
イ
ル
をS

G
M

L

フ
ァ
イ
ル
に
変
換
す
る
フ
ィ
ル
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
試
作
し
て
お
り
、
こ
れ
を
中
核
に
し
て
、
学
術
論
文
の
投
稿
・
印
刷
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
を
一
貫
し
て
お
こ
な
う
シ
ス
テ
ム
を
構
想
中
で
あ
る
。
こ
の
技
術
を
応
用
す
れ
ば
、X

M
L

（E
x
ten

sib
le

M
a
rk

u
p

L
an

gu
age

）
と
の
連
携
も
で
き
る
の
で
、
今
後
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
に
有
効
で
あ
る
。

十
一

お

わ

り

に

「
組
版
の
質
」
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
的
な
要
素
と
技
術
的
な
要
素
が
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
的
な
要
素
の

代
表
と
し
て
、
書
体
が
あ
る
。
書
体
の
選
択
は
重
要
で
あ
る
が
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
、

61感
性
の
問
題
で

61

杓
子
定
規
な
議
論
で
あ
る
こ
と
を
承
知
で
以
下

を
記
す
。
た
と
え
ば
、
あ
る
書
体
の
平
が
な
が

漢
字
に
く
ら
べ
て
大
き
い
と
し
て
、
他
の
書
体

に
入
れ
換
え
る
と
し
よ
う
。
し
か
し
、
も
と
の

書
体
の
フ
ォ
ン
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
あ
る
意
図

の
も
と
に
漢
字
と
平
が
な
の
相
対
的
な
大
き
さ

を
熟
慮
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
に
相
違
な
い
。
あ

る
い
は
、
他
の
書
体
の
平
が
な
と
組
合
せ
て
使

う
場
合
を
考
え
て
も
よ
い
。
こ
ち
ら
は
、
多
分

フ
ォ
ン
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
意
図
に
反
す
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
フ
ォ
ン
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
同
一

書
体
の
漢
字
・
平
が
な
の
組
み
合
わ
せ
が
ベ
ス

ト
だ
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
は
ず
で
あ
る
（
も

ち
ろ
ん
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
デ

ザ
イ
ン
し
た
も
の
は
別
で
あ
る
）。
こ
の
よ
う

に
、
書
体
の
選
択
は
、
主
観
的
な
要
素
が
入
り

込
み
や
す
い
。「
書
体
の
平
が
な
が
漢
字
に
く
ら

べ
て
大
き
い
と
、　し
、　て
」
と
書
い
た
が
、
正
確
に

は
、「
書
体
の
平
が
な
が
漢
字
に
く
ら
べ
て
大
き

い
と
、　感
、　じ
、　て
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
筆
者
の
い

う
「
感
性
の
問
題
」
の
意
味
で
あ
る
。
有
り
体

に
い
え
ば
好
み
の
問
題
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
。
こ
れ
と
技
術
的
な
要
素
を
絡
め
る
と
、
議
論
が
宙
に
浮
い
て
し
ま
う
。
本
報
告
で
は
、
あ

え
て
技
術
的
な
要
素
の
み
に
着
目
し
て
、
組
版
の
細
部
を
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
決
し
て
片
手

落
ち
の
こ
と
で
は
な
い
。
デ
ザ
イ
ン
的
な
要
素
を
捨
象
す
る
（
注
目
す
る
組
版
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
、

い
ろ
い
ろ
な
書
体
が
、
現
在
使
え
る
こ
と
、
あ
る
い
は
将
来
必
ず
や
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

前
提
に
す
る
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
、
今
日
の
組
版
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
共
通
に
抱
え
て
い
る
問

題
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、p

T
E

X
/p

L AT
E

X

に
ど
こ
ま
で
の
能
力
が

あ
る
の
か
と
い
う
技
術
的
な
要
素
を
き
ち
ん
と
検
討
し
て
お
く
こ
と
、
こ
れ
が
筆
者
の
役
割
で
あ

る
。
種
々
の
書
体
を
使
い
分
け
れ
ば
、
も
っ
と
よ
い
（
好
み
の
）
組
版
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
こ
で
は
、
手
を
付
け
て
い
な
い
。T

E
X

/L AT
E

X

と
、
そ
れ
を
日
本
語
化
し
たp

T
E

X
/p

L AT
E

X

の
縦
組
へ
の
本
格
的
な
応
用
は
、
こ
こ
数
年
の
こ
と
で
あ
る
。

62感
性
ま
で
含
め
た
「
組
版
の
質
」
を

62
T

E
X

で
は
、
多
言
語
の
書
体
を
使
う
こ
と
が

で
き
る
。
最
近
、「
言
語
学
大
辞
典
別
巻
世

界
文
字
辞
典
」
河
野
六
郎
・
千
野
栄
一
・
西

田
龍
雄
編
著
、
三
省
堂
（
二
〇
〇
一
）
が
出
版

さ
れ
た
の
が
、
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
組
版
は

T
E

X

で
お
こ
な
い
、
一
八
〇
以
上
の
言
語
の

書
体
を
作
成
し
た
と
い
う
（
東
京
書
籍
印
刷
、

小
林
肇
よ
り
の
情
報)

。

考
え
る
入
口
ま
で
よ
う
や
く
到
達
し
た
段
階
だ
と
い
え
よ
う
。
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青
空
文
庫
書
誌
事
項|

〔
著
者
名
〕
夏
目
漱

石
、〔
書
籍
名
〕
坊
っ
ち
ゃ
ん
、〔
底
本
〕「
ち
く

ま
日
本
文
学
全
集
　
夏
目
漱
石
」
筑
摩
書
房
、

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
一
月
二
〇
日
第
一
刷

発
行
、〔
底
本
の
親
本
〕「
夏
目
漱
石
全
集
」
ち

く
ま
文
庫
、
筑
摩
書
房
、〔
入
力
者
名
〕
真
先

芳
秋
、〔
校
正
者
名
〕
柳
沢
成
雄
。

本
報
告
は
、
原
稿
作
成
時
に
は
、
枡
組
格
子
（
グ
リ
ッ
ド
）
を
出
力
し
て
行
送
り
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

最
終
段
階
で
枡
組
格
子
を
消
し
て
出
力
し
て
い
る
。
こ
の
切
り
換
え
は
、\

p
a
g
e
g
r
i
d
o
n

命
令
お

よ
び\

p
a
g
e
g
r
i
d
o
f
f

命
令
で
お
こ
な
う
。
参
考
の
た
め
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
に\

p
a
g
e
g
r
i
d
o
n

を
宣
言
し
て
、
枡
組
格
子
を
出
力
し
た
も
の
を
掲
げ
る
。
こ
の
部
分
の
設
定
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

64

こ
の
例
文
の
ル
ビ
は
、
お
お
よ
そ
次
の
目
安
で

振
っ
た
。（
一
）
親
文
字
の
間
は
で
き
る
だ
け

割
ら
な
い
。（
二
）
中
ツ
キ
ル
ビ
を
優
先
す
る
。

（
三
）
す
く
な
く
と
も
ル
ビ
の
各
文
字
の
二
分

は
、
該
当
の
親
文
字
に
か
か
る
よ
う
に
す
る
。

（
四
）
ル
ビ
の
二
分
は
隣
の
文
字
に
か
か
っ
て

も
許
容
す
る
。
た
だ
し
、
ル
ビ
の
な
い
漢
字
に

は
隣
の
文
字
の
ル
ビ
は
か
け
な
い
。（
五
）
均

等
ル
ビ
（
グ
ル
ー
プ
ル
ビ
）
で
は
、
ル
ビ
の
一

文
字
分
が
隣
の
親
文
字
に
か
か
っ
て
も
許
容
す

る
。（
六
）
行
末
、
行
頭
に
字
余
り
の
ル
ビ
が

き
た
と
き
は
、
版
面
を
ま
も
る
よ
う
に
組
む
。

（
注
意
）
こ
の
例
文
は
、
親
文
字
の
間
を
割
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
最
優
先
に
し
た
一
つ
の
試

み
で
あ
り
、
ル
ビ
に
関
し
て
か
な
ら
ず
し
も
適

切
な
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。

\
k

a
n

j
i

s
k

i
p

=
0

p
t

p
l

u
s

.
1

2
5

z
w

m
i

n
u

s
0

.
0

3
1

2
5

z
w

\
x

k
a

n
j

i
s

k
i

p
=

.
2
5
z
w

p
l

u
s

.
2

5
z

w
m

i
n

u
s

.
0

6
2

5
z

w

例
文
は
、

63青
空
文
庫
よ
り
え
た
「
坊
ち
ゃ
ん
」（
夏
目
漱
石
）
で
あ
る
。
句
読
点
は
、
ぶ
ら
下
げ

な
し
で
組
版
し
て
い
る
。

64ル
ビ
の
部
分
は
、fu

rikan
a

パ
ッ
ケ
ー
ジ
お
よ
びfu

rik
n

k
t

パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
振
り
が
な
命
令
を
も
ち
い
て
出
力
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
青
空
文
庫
で
は
、「
無
鉄
砲

《
む
て
っ
ぽ
う
》」
の
よ
う
に
ル
ビ
を
地
の
文
の
な
か
に
割
注
で
埋
め
こ
み
、
拗
音
・
促
音
を
小
書

に
し
て
い
る
。
こ
の
例
文
で
は
、
ル
ビ
の
拗
音
・
促
音
は
小
書
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
。

特
殊
な
調
整
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
説
明
の
た
め
の
頭
注
を
付
け
た
。
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坊
っ
ち
ゃ
ん

　ぼ坊　
っ
ち
ゃ
ん

夏
目
漱
石

一

　お
や親　
　ゆ
ず譲　
り
の
　む無　
　て
っ鉄　
　ぽ
う砲　
で
小
供
の
時
か
ら
損
ば
か
り
し
て
い
る
。
小
学
校
に
居
る
時
分
学
校
の
二
階

か
ら
飛
び
降
り
て
一
週
間
ほ
ど
　こ
し腰　
を
　ぬ抜　
か
し
た
事
が
あ
る
。
な
ぜ
そ
ん
な
　む無　
　や
み闇　
を
し
た
と
聞
く
人

が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
別
段
深
い
理
由
で
も
な
い
。
新
築
の
二
階
か
ら
首
を
出
し
て
い
た
ら
、
同

級
生
の
一
人
が
　
じ
ょ
う
だ
ん

冗
談　
に
、
い
く
ら
　い威　
　ば張　
っ
て
も
、
そ
こ
か
ら
飛
び
降
り
る
事
は
出
来
ま
い
。
弱
虫

65

親
文
字
「
冗
談
」
の
全
体
に
均
等
ル
ビ
（
グ

ル
ー
プ
ル
ビ
）
と
し
て
出
力
。
親
文
字
の
間
は

割
っ
て
い
な
い
。
分
か
ち
ル
ビ
（
モ
ノ
ル
ビ
）

と
し
て
、
親
文
字
の
間
を
割
る
方
法
も
可
能
で

あ
る
。

や
ー
い
。
と
　は
や囃　
し
た
か
ら
で
あ
る
。
　こ小　
　
づ
か
い
使　
に
負
ぶ
さ
っ
て
帰
っ
て
来
た
時
、
お
や
じ
が
大
き
な
　め眼　

66

親
文
字
「
小
使
」
の
部
分
で
は
、「
小
（
こ
）」

も
「
使
（
づ
か
い
）」
も
中
ツ
キ
ル
ビ
で
出
力
。

親
文
字
の
間
は
割
っ
て
い
な
い
。「
小
使
」
全

体
に
均
等
ル
ビ
（
グ
ル
ー
プ
ル
ビ
）
を
ふ
る
こ

と
も
で
き
る
。
頭
注

72

を
参
照
。

を
し
て
二
階
ぐ
ら
い
か
ら
飛
び
降
り
て
腰
を
抜
か
す
　や
つ奴　
が
あ
る
か
と
　い云　
っ
た
か
ら
、
こ
の
次
は
抜

か
さ
ず
に
飛
ん
で
見
せ
ま
す
と
答
え
た
。

親
類
の
も
の
か
ら
西
洋
製
の
ナ
イ
フ
を
　も
ら貰　
っ
て
　き奇　
　れ
い麗　
な
　は刃　
を
日
に
　か
ざ翳　
し
て
、
　と
も友　
　だ
ち達　
に
見
せ
て
い

た
ら
、
一
人
が
光
る
事
は
光
る
が
切
れ
そ
う
も
な
い
と
云
っ
た
。
切
れ
ぬ
事
が
あ
る
か
、
何
で
も

切
っ
て
み
せ
る
と
受
け
合
っ
た
。
そ
ん
な
ら
君
の
指
を
切
っ
て
み
ろ
と
注
文
し
た
か
ら
、
何
だ
指

ぐ
ら
い
こ
の
通
り
だ
と
右
の
手
の
親
指
の
　こ
う甲　
を
は
す
に
切
り
　こ込　
ん
だ
。
　
さ
い
わ
い
幸　
ナ
イ
フ
が
小
さ
い
の

と
、
親
指
の
骨
が
　か
た堅　
か
っ
た
の
で
、
今
だ
に
親
指
は
手
に
付
い
て
い
る
。
し
か
し
　き
ず創　
　あ
と痕　
は
死
ぬ
ま

で
消
え
ぬ
。

庭
を
東
へ
二
十
歩
に
行
き
　つ
く尽　
す
と
、
南
上
が
り
に
い
さ
さ
か
ば
か
り
の
菜
園
が
あ
っ
て
、
　ま
ん真　
　な
か中　

に
　く
り栗　
の
木
が
一
本
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
命
よ
り
大
事
な
栗
だ
。
実
の
熟
す
る
時
分
は
起
き
抜
け

に
　せ背　
　ど戸　
を
出
て
落
ち
た
奴
を
拾
っ
て
き
て
、
学
校
で
食
う
。
菜
園
の
西
側
が
　や
ま山　
　し
ろ城　
　や屋　
と
い
う
質
屋

の
庭
続
き
で
、
こ
の
質
屋
に
　か
ん勘　
　た太　
　ろ
う郎　
と
い
う
十
三
四
の
　
せ
が
れ倅　
が
居
た
。
勘
太
郎
は
無
論
弱
虫
で
あ

る
。
弱
虫
の
　く
せ癖　
に
四
つ
目
垣
を
乗
り
こ
え
て
、
栗
を
　ぬ
す盗　
み
に
く
る
。
あ
る
日
の
夕
方
　お
り折　
　ど戸　
の
　か
げ蔭　
に

　か
く隠　
れ
て
、
と
う
と
う
勘
太
郎
を
　つ
ら捕　
ま
え
て
や
っ
た
。
そ
の
時
勘
太
郎
は
　に逃　
げ
　み
ち路　
を
失
っ
て
、
　
い
っ
し
ょ
う

一
生　

67

こ
の
「
一
生
」
は
行
の
末
尾
に
く
る
。「
一
生
」

の
ル
ビ
を
「
い
っ
し
ょ
う+

ル
ビ
一
文
字
分
の

ダ
ミ
ー
空
白
」
と
し
て
処
理
し
た
。
こ
の
結
果

ル
ビ
一
文
字
分
が
読
点
の
う
し
ろ
の
空
白
に

か
か
る
。

　け
ん懸　
　め
い命　
に
飛
び
か
か
っ
て
き
た
。
　む
こ向　
う
は
二
つ
ば
か
り
年
上
で
あ
る
。
弱
虫
だ
が
力
は
強
い
。
　は
ち鉢　
の

開
い
た
頭
を
、
こ
っ
ち
の
胸
へ
　あ宛　
て
て
ぐ
い
ぐ
い
　お押　
し
た
　ひ
ょ
う
し

拍
子　
に
、
勘
太
郎
の
頭
が
す
べ
っ
て
、

お
れ
の
　
あ
わ
せ
袷　
の
　そ
で袖　
の
中
に
は
い
っ
た
。
　じ
ゃ邪　
　ま魔　
に
な
っ
て
手
が
使
え
ぬ
か
ら
、
無
暗
に
手
を
　ふ振　
っ
た
ら
、

袖
の
中
に
あ
る
勘
太
郎
の
頭
が
、
右
左
へ
ぐ
ら
ぐ
ら
　な
び靡　
い
た
。
し
ま
い
に
苦
し
が
っ
て
袖
の
中
か

ら
、
お
れ
の
二
の
　う
で腕　
へ
食
い
付
い
た
。
痛
か
っ
た
か
ら
勘
太
郎
を
垣
根
へ
押
し
つ
け
て
お
い
て
、

　あ
し足　
　が
ら搦　
を
か
け
て
向
う
へ
　た
お倒　
し
て
や
っ
た
。
山
城
屋
の
地
面
は
菜
園
よ
り
六
尺
が
た
低
い
。
勘
太
郎

は
四
つ
目
垣
を
半
分
　く
ず崩　
し
て
、
自
分
の
領
分
へ
　ま
っ真　
　さ
か逆　
　さ
ま様　
に
落
ち
て
、
ぐ
う
と
云
っ
た
。
勘
太
郎
が

落
ち
る
と
き
に
、
お
れ
の
袷
の
片
袖
が
も
げ
て
、
急
に
手
が
自
由
に
な
っ
た
。
そ
の
晩
母
が
山
城

屋
に
　わ詫　
び
に
行
っ
た
つ
い
で
に
袷
の
片
袖
も
取
り
返
し
て
来
た
。

こ
の
外
い
た
ず
ら
は
大
分
や
っ
た
。
大
工
の
　か
ね兼　
　こ
う公　
と
　
さ
か
な
肴　
　や屋　
の
　か
く角　
を
つ
れ
て
、
　も茂　
　さ
く作　
の
　に
ん人　
　じ
ん参　
　ば
た
け
畠　
を
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こ
こ
で
は
、「
畠
」
の
ル
ビ
を
肩
ツ
キ
ル
ビ
と

し
て
処
理
。
し
た
が
っ
て
、「
け
」
が
丸
々
親

文
字
か
ら
は
ず
れ
る
が
、
か
か
る
文
字
が
平
が

な
な
ら
ば
許
容
す
る
。
こ
の
項
を
目
安
に
追
加

す
る
必
要
が
あ
る
。

あ
ら
し
た
事
が
あ
る
。
人
参
の
芽
が
　で出　
　そ
ろ揃　
わ
ぬ
　
と
こ
ろ
処　
へ
　わ
ら藁　
が
一
面
に
　し敷　
い
て
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
上

で
三
人
が
半
日
　す相　
　も
う撲　
を
と
り
つ
づ
け
に
取
っ
た
ら
、
人
参
が
み
ん
な
　ふ踏　
み
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　ふ
る古　
　か
わ川　
の
持
っ
て
い
る
　た
ん
ぼ

田
圃　
の
　い井　
　ど戸　
を
　う埋　
め
て
　し
り尻　
を
持
ち
込
ま
れ
た
事
も
あ
る
。
太
い
　も
う孟　
　そ
う宗　
の
節
を

抜
い
て
、
深
く
埋
め
た
中
か
ら
水
が
　わ湧　
き
出
て
、
そ
こ
い
ら
の
　い
ね稲　
に
み
ず
が
か
か
る
　し仕　
　か
け掛　
で
あ
っ

た
。
そ
の
時
分
は
ど
ん
な
仕
掛
か
知
ら
ぬ
か
ら
、
石
や
　ぼ
う棒　
ち
ぎ
れ
を
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
井
戸
の
中
へ
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縦
組
に
と
っ
て
の
句
読
点

|
T
E

X

組
版
か
ら
の
見
方

　さ挿　
し
込
ん
で
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
の
を
見
届
け
て
、
う
ち
へ
帰
っ
て
飯
を
食
っ
て
い
た
ら
、
古

川
が
　ま
っ真　
　か赤　
に
な
っ
て
　ど怒　
　な鳴　
り
込
ん
で
来
た
。
た
し
か
　ば
っ罰　
　き
ん金　
を
出
し
て
済
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

お
や
じ
は
ち
っ
と
も
お
れ
を
　か可　
　わ
い愛　
が
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
母
は
兄
ば
か
り
　ひ
い贔　
　き屓　
に
し
て
い
た
。

こ
の
兄
は
や
に
色
が
白
く
っ
て
、
　し
ば芝　
　い居　
の
　ま真　
　ね似　
を
し
て
　
お
ん
な
が
た

女
形　
に
な
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
お
れ
を

見
る
度
に
こ
い
つ
は
ど
う
せ
　ろ
く碌　
な
も
の
に
は
な
ら
な
い
と
、
お
や
じ
が
云
っ
た
。
乱
暴
で
乱
暴
で

行
く
先
が
案
じ
ら
れ
る
と
母
が
云
っ
た
。
な
る
ほ
ど
碌
な
も
の
に
は
な
ら
な
い
。
ご
覧
の
通
り
の

始
末
で
あ
る
。
行
く
先
が
案
じ
ら
れ
た
の
も
無
理
は
な
い
。
た
だ
　
ち
ょ
う
え
き

懲
役　
に
行
か
な
い
で
生
き
て
い

る
ば
か
り
で
あ
る
。

母
が
病
気
で
死
ぬ
　に二　
　さ
ん三　
　ち日　
前
台
所
で
宙
返
り
を
し
て
へ
っ
つ
い
の
角
で
　
あ
ば
ら
ぼ
ね

肋
骨　
を
　う撲　
っ
て
大
い
に
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こ
こ
で
は
、「
肋
骨
」
の
ル
ビ
は
、
中
ツ
キ
均

等
ル
ビ
（
グ
ル
ー
プ
ル
ビ
）
と
し
て
処
理
。
親

文
字
の
間
は
割
っ
て
い
な
い
。

痛
か
っ
た
。
母
が
大
層
　お
こ怒　
っ
て
、
お
前
の
よ
う
な
も
の
の
顔
は
見
た
く
な
い
と
云
う
か
ら
、
親
類

へ
　と
ま泊　
り
に
行
っ
て
い
た
。
す
る
と
と
う
と
う
死
ん
だ
と
云
う
　し
ら
せ

報
知　
が
来
た
。
そ
う
早
く
死
ぬ
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
大
病
な
ら
、
も
う
少
し
　お
と
な

大
人　
し
く
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
帰
っ
て

来
た
。
そ
う
し
た
ら
例
の
兄
が
お
れ
を
親
不
孝
だ
、
お
れ
の
た
め
に
、
お
っ
か
さ
ん
が
早
く
死
ん

だ
ん
だ
と
云
っ
た
。
　く

や

口
惜　
し
か
っ
た
か
ら
、
兄
の
横
っ
面
を
張
っ
て
大
変
　し
か叱　
ら
れ
た
。

母
が
死
ん
で
か
ら
は
、
お
や
じ
と
兄
と
三
人
で
　く
ら暮　
し
て
い
た
。
お
や
じ
は
何
に
も
せ
ぬ
男
で
、

人
の
顔
さ
え
見
れ
ば
貴
様
は
　だ駄　
　め目　
だ
駄
目
だ
と
口
癖
の
よ
う
に
云
っ
て
い
た
。
何
が
駄
目
な
ん
だ

か
今
に
分
ら
な
い
。
　
み
ょ
う
妙　
な
お
や
じ
が
あ
っ
た
も
ん
だ
。
兄
は
実
業
家
に
な
る
と
か
云
っ
て
し
き
り

に
英
語
を
勉
強
し
て
い
た
。
元
来
女
の
よ
う
な
性
分
で
、
ず
る
い
か
ら
、
仲
が
よ
く
な
か
っ
た
。

十
日
に
　い
っ一　
　ぺ
ん遍　
ぐ
ら
い
の
割
で
　け
ん喧　
　か嘩　
を
し
て
い
た
。
あ
る
時
　し
ょ
う
将　
　ぎ棋　
を
さ
し
た
ら
　ひ卑　
　
き
ょ
う
怯　
な
　ま
ち待　
　ご
ま駒　
を
し
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親
文
字
「
将
棋
」
の
と
こ
ろ
で
は
、
前
の
漢
字

「
時
」
と
「
将
」
の
ル
ビ
が
重
な
ら
な
い
よ
う

に
、
間
隔
を
あ
け
て
い
る
。

て
、
人
が
困
る
と
　う
れ嬉　
し
そ
う
に
冷
や
か
し
た
。
あ
ん
ま
り
腹
が
立
っ
た
か
ら
、
手
に
在
っ
た
飛
車

を
　み眉　
　け
ん間　
へ
　た
た擲　
き
つ
け
て
や
っ
た
。
眉
間
が
割
れ
て
少
々
血
が
出
た
。
兄
が
お
や
じ
に
　い言　
　つ付　
け
た
。

お
や
じ
が
お
れ
を
　か
ん勘　
　ど
う当　
す
る
と
言
い
出
し
た
。

そ
の
時
は
も
う
仕
方
が
な
い
と
観
念
し
て
先
方
の
云
う
通
り
勘
当
さ
れ
る
つ
も
り
で
い
た
ら
、

十
年
来
召
し
使
っ
て
い
る
　き
よ清　
と
い
う
下
女
が
、
泣
き
な
が
ら
お
や
じ
に
　あ
や詫　
ま
っ
て
、
よ
う
や
く
お

や
じ
の
　い
か怒　
り
が
解
け
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
ま
り
お
や
じ
を
　こ
わ怖　
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

か
え
っ
て
こ
の
清
と
云
う
下
女
に
気
の
毒
で
あ
っ
た
。
こ
の
下
女
は
も
と
　ゆ
い由　
　し
ょ緒　
の
あ
る
も
の
だ
っ

た
そ
う
だ
が
、
　が瓦　
　か
い解　
の
と
き
に
　れ
い零　
　ら
く落　
し
て
、
つ
い
　ほ
う奉　
　こ
う公　
ま
で
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
聞
い
て

い
る
。
だ
か
ら
　ば
あ婆　
さ
ん
で
あ
る
。
こ
の
婆
さ
ん
が
ど
う
い
う
　い
ん因　
　え
ん縁　
か
、
お
れ
を
非
常
に
可
愛
が
っ

て
く
れ
た
。
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。
母
も
死
ぬ
三
日
前
に
　あ
い愛　
　そ想　
を
つ
か
し
た
―
―
お
や
じ
も
年

中
持
て
余
し
て
い
る
―
―
町
内
で
は
乱
暴
者
の
悪
太
郎
と
　つ
ま爪　
　は
じ弾　
き
を
す
る
―
―
こ
の
お
れ
を
無
暗

に
　
ち
ん
ち
ょ
う

珍
重　
し
て
く
れ
た
。
お
れ
は
　と
う到　
　て
い底　
人
に
好
か
れ
る
　た
ち性　
で
な
い
と
あ
き
ら
め
て
い
た
か
ら
、
他
人

か
ら
木
の
　は
し端　
の
よ
う
に
取
り
　
あ
つ
か扱　
わ
れ
る
の
は
何
と
も
思
わ
な
い
、
か
え
っ
て
こ
の
清
の
よ
う
に

ち
や
ほ
や
し
て
く
れ
る
の
を
　ふ不　
　し
ん審　
に
考
え
た
。
清
は
時
々
台
所
で
人
の
居
な
い
時
に
「
あ
な
た
は

　ま真　
っ
　す
ぐ直　
で
よ
い
ご
気
性
だ
」
と
　ほ賞　
め
る
事
が
時
々
あ
っ
た
。
し
か
し
お
れ
に
は
清
の
云
う
意
味
が

分
か
ら
な
か
っ
た
。
　い好　
い
気
性
な
ら
清
以
外
の
も
の
も
、
も
う
少
し
善
く
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

思
っ
た
。
清
が
こ
ん
な
事
を
云
う
度
に
お
れ
は
お
世
辞
は
　き
ら嫌　
い
だ
と
答
え
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

す
る
と
婆
さ
ん
は
そ
れ
だ
か
ら
好
い
ご
気
性
で
す
と
云
っ
て
は
、
嬉
し
そ
う
に
お
れ
の
顔
を
　な
が眺　
め

て
い
る
。
自
分
の
力
で
お
れ
を
製
造
し
て
　ほ
こ誇　
っ
て
る
よ
う
に
見
え
る
。
少
々
気
味
が
わ
る
か
っ
た
。

母
が
死
ん
で
か
ら
清
は
い
よ
い
よ
お
れ
を
可
愛
が
っ
た
。
時
々
は
小
供
心
に
な
ぜ
あ
ん
な
に
可

愛
が
る
の
か
と
不
審
に
思
っ
た
。
つ
ま
ら
な
い
、
　よ廃　
せ
ば
い
い
の
に
と
思
っ
た
。
気
の
毒
だ
と
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坊
っ
ち
ゃ
ん

思
っ
た
。
そ
れ
で
も
清
は
可
愛
が
る
。
折
々
は
自
分
の
　こ小　
　づ
か遣　
い
で
　き
ん金　
　つ
ば鍔　
や
　こ
う紅　
　ば
い梅　
　や
き焼　
を
買
っ
て
く
れ

る
。
寒
い
夜
な
ど
は
ひ
そ
か
に
　そ蕎　
　ば麦　
　こ粉　
を
仕
入
れ
て
お
い
て
、
い
つ
の
間
に
か
　ね寝　
て
い
る
　
ま
く
ら
も
と

枕
元　
へ

蕎
麦
湯
を
持
っ
て
来
て
く
れ
る
。
時
に
は
　な
べ鍋　
　や
き焼　
　う
ど
ん

饂
飩　
さ
え
買
っ
て
く
れ
た
。
た
だ
食
い
物
ば
か
り
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親
文
字
「
饂
飩
」
の
ル
ビ
を
、
均
等
ル
ビ
（
グ

ル
ー
プ
ル
ビ
）
と
し
た
。

で
は
な
い
。
　く
つ靴　
　た足　
　び袋　
も
も
ら
っ
た
。
　え
ん鉛　
　ぴ
つ筆　
も
貰
っ
た
、
帳
面
も
貰
っ
た
。
こ
れ
は
ず
っ
と
後
の
事

で
あ
る
が
金
を
三
円
ば
か
り
貸
し
て
く
れ
た
事
さ
え
あ
る
。
何
も
貸
せ
と
云
っ
た
訳
で
は
な
い
。

向
う
で
部
屋
へ
持
っ
て
来
て
お
小
遣
い
が
な
く
て
お
困
り
で
し
ょ
う
、
お
使
い
な
さ
い
と
云
っ
て

く
れ
た
ん
だ
。
お
れ
は
無
論
入
ら
な
い
と
云
っ
た
が
、
是
非
使
え
と
云
う
か
ら
、
借
り
て
お
い

た
。
実
は
大
変
嬉
し
か
っ
た
。
そ
の
三
円
を
　が蝦　
　ま蟇　
　ぐ
ち口　
へ
入
れ
て
、
　
ふ
と
こ
ろ
懐　
へ
入
れ
た
な
り
便
所
へ
行
っ

た
ら
、
す
ぽ
り
と
　こ
う後　
　か架　
の
中
へ
　お
と落　
し
て
し
ま
っ
た
。
仕
方
が
な
い
か
ら
、
の
そ
の
そ
出
て
き
て
実

は
こ
れ
こ
れ
だ
と
清
に
話
し
た
と
こ
ろ
が
、
清
は
早
速
竹
の
棒
を
　さ
が捜　
し
て
来
て
、
取
っ
て
上
げ
ま

す
と
云
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
　い井　
　ど戸　
　ば
た端　
で
ざ
あ
ざ
あ
音
が
す
る
か
ら
、
出
て
み
た
ら
竹
の
先
へ

蝦
蟇
口
の
　ひ
も紐　
を
引
き
　か懸　
け
た
の
を
水
で
洗
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
口
を
あ
け
て
　い
ち壱　
　え
ん円　
　さ
つ札　
を
改
め
た

ら
茶
色
に
な
っ
て
模
様
が
消
え
か
か
っ
て
い
た
。
清
は
火
鉢
で
　か
わ乾　
か
し
て
、
こ
れ
で
い
い
で
し
ょ

う
と
出
し
た
。
ち
ょ
っ
と
か
い
で
み
て
　く
さ臭　
い
や
と
云
っ
た
ら
、
そ
れ
じ
ゃ
お
出
し
な
さ
い
、
取
り

　か換　
え
て
来
て
上
げ
ま
す
か
ら
と
、
ど
こ
で
ど
う
　ご胡　
　ま魔　
　か化　
し
た
か
札
の
代
り
に
銀
貨
を
三
円
持
っ
て

来
た
。
こ
の
三
円
は
何
に
使
っ
た
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
今
に
返
す
よ
と
云
っ
た
ぎ
り
、
返
さ
な

い
。
今
と
な
っ
て
は
十
倍
に
し
て
返
し
て
や
り
た
く
て
も
返
せ
な
い
。

清
が
物
を
く
れ
る
時
に
は
必
ず
お
や
じ
も
兄
も
居
な
い
時
に
限
る
。
お
れ
は
何
が
嫌
い
だ
と

云
っ
て
人
に
隠
れ
て
自
分
だ
け
得
を
す
る
ほ
ど
嫌
い
な
事
は
な
い
。
兄
と
は
無
論
仲
が
よ
く
な
い

け
れ
ど
も
、
兄
に
隠
し
て
清
か
ら
　か菓　
　し子　
や
色
鉛
筆
を
貰
い
た
く
は
な
い
。
な
ぜ
、
お
れ
一
人
に
く

れ
て
、
兄
さ
ん
に
は
　や遣　
ら
な
い
の
か
と
清
に
聞
く
事
が
あ
る
。
す
る
と
清
は
　す
ま澄　
し
た
も
の
で
お

　あ
に
い
さ
ま

兄
様　
は
お
　と
う父　
　さ
ま様　
が
買
っ
て
お
上
げ
な
さ
る
か
ら
構
い
ま
せ
ん
と
云
う
。
こ
れ
は
不
公
平
で
あ
る
。

お
や
じ
は
　が
ん頑　
　こ固　
だ
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
　え依　
　こ怙　
　ひ
い贔　
　き負　
は
せ
ぬ
男
だ
。
し
か
し
清
の
眼
か
ら
見
る
と
そ

う
見
え
る
の
だ
ろ
う
。
全
く
愛
に
　お
ぼ溺　
れ
て
い
た
に
　ち
が違　
い
な
い
。
元
は
身
分
の
あ
る
も
の
で
も
教
育

の
な
い
婆
さ
ん
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。
単
に
こ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
贔
負
目
は
恐
ろ
し
い
も
の

だ
。
清
は
お
れ
を
も
っ
て
将
来
立
身
出
世
し
て
立
派
な
も
の
に
な
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
そ
の

癖
勉
強
を
す
る
兄
は
色
ば
か
り
白
く
っ
て
、
と
て
も
役
に
は
立
た
な
い
と
一
人
で
き
め
て
し
ま
っ

た
。
こ
ん
な
婆
さ
ん
に
　あ逢　
っ
て
は
　か
な叶　
わ
な
い
。
自
分
の
好
き
な
も
の
は
必
ず
え
ら
い
人
物
に
な
っ

て
、
嫌
い
な
ひ
と
は
き
っ
と
落
ち
振
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
お
れ
は
そ
の
時
か
ら
別
段
何
に

な
る
と
云
う
　
り
ょ
う
け
ん

了
見　
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
清
が
な
る
な
る
と
云
う
も
の
だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
何
か

に
成
れ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
今
か
ら
考
え
る
と
　ば馬　
　か鹿　
　ば馬　
　か鹿　
し
い
。
あ
る
時
な
ど
は
清
に

ど
ん
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
と
聞
い
て
み
た
事
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
清
に
も
別
段
の
考
え
も
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
　て手　
　ぐ
る
ま
車　
へ
乗
っ
て
、
立
派
な
　げ
ん玄　
　か
ん関　
の
あ
る
家
を
こ
し
ら
え
る
に
　そ
う相　
　い違　
な
い
と
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親
文
字
「
手
車
」
の
と
こ
ろ
で
は
、「
手
（
て
）」

を
中
ツ
キ
ル
ビ
で
、「
車
（
ぐ
る
ま
）」
を
肩
ツ

キ
ル
ビ
で
出
力
。
親
文
字
の
間
は
割
っ
て
い
な

い
。
ふ
つ
う
は
お
こ
な
わ
な
い
が
、
仕
上
が
り

を
比
較
す
る
目
的
で
特
殊
な
振
り
方
を
し
た

も
の
で
あ
る
。
頭
注
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の
「
小
使
」
の
ル
ビ

と
は
処
理
を
変
え
て
あ
る
の
で
、
参
照
の
こ

と
。
全
体
に
均
等
ル
ビ
（
グ
ル
ー
プ
ル
ビ
）
を

ふ
る
こ
と
も
で
き
る
。

云
っ
た
。

そ
れ
か
ら
清
は
お
れ
が
う
ち
で
も
持
っ
て
独
立
し
た
ら
、
　い
っ一　
　し
ょ所　
に
な
る
気
で
い
た
。
ど
う
か
置

い
て
下
さ
い
と
何
遍
も
　く繰　
り
返
し
て
頼
ん
だ
。
お
れ
も
何
だ
か
う
ち
が
持
て
る
よ
う
な
気
が
し

て
、
う
ん
置
い
て
や
る
と
返
事
だ
け
は
し
て
お
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
女
は
な
か
な
か
想
像
の
強

い
女
で
、
あ
な
た
は
ど
こ
が
お
好
き
、
　
こ
う
じ
ま
ち

麹
町　
で
す
か
　あ
ざ麻　
　ぶ布　
で
す
か
、
お
庭
へ
ぶ
ら
ん
こ
を
お
こ
し

ら
え
遊
ば
せ
、
西
洋
間
は
一
つ
で
た
く
さ
ん
で
す
な
ど
と
勝
手
な
計
画
を
独
り
で
　な
ら並　
べ
て
い
た
。

そ
の
時
は
家
な
ん
か
欲
し
く
も
何
と
も
な
か
っ
た
。
西
洋
館
も
　に日　
　ほ
ん本　
　だ
て建　
も
全
く
不
用
で
あ
っ
た
か
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縦
組
に
と
っ
て
の
句
読
点

|
T
E

X

組
版
か
ら
の
見
方

ら
、
そ
ん
な
も
の
は
欲
し
く
な
い
と
、
い
つ
で
も
清
に
答
え
た
。
す
る
と
、
あ
な
た
は
欲
が
す
く

な
く
っ
て
、
心
が
奇
麗
だ
と
云
っ
て
ま
た
賞
め
た
。
清
は
何
と
云
っ
て
も
賞
め
て
く
れ
る
。

母
が
死
ん
で
か
ら
五
六
年
の
間
は
こ
の
状
態
で
暮
し
て
い
た
。
お
や
じ
に
は
叱
ら
れ
る
。
兄
と

は
喧
嘩
を
す
る
。
清
に
は
菓
子
を
貰
う
、
時
々
賞
め
ら
れ
る
。
別
に
望
み
も
な
い
。
こ
れ
で
た
く

さ
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
。
ほ
か
の
小
供
も
　い
ち一　
　が
い概　
に
こ
ん
な
も
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
た
だ
清

が
何
か
に
つ
け
て
、
あ
な
た
は
お
　か可　
　わ
い哀　
　そ
う想　
だ
、
　ふ不　
　し仕　
　あ
わ
せ
合　
だ
と
無
暗
に
云
う
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ

じ
ゃ
可
哀
想
で
不
仕
合
せ
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
そ
の
外
に
苦
に
な
る
事
は
少
し
も
な
か
っ
た
。

た
だ
お
や
じ
が
小
遣
い
を
く
れ
な
い
に
は
閉
口
し
た
。

母
が
死
ん
で
か
ら
六
年
目
の
正
月
に
お
や
じ
も
卒
中
で
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
年
の
四
月
に
お
れ

は
あ
る
私
立
の
中
学
校
を
卒
業
す
る
。
六
月
に
兄
は
商
業
学
校
を
卒
業
し
た
。
兄
は
何
と
か
会
社

の
九
州
の
支
店
に
口
が
あ
っ
て
　ゆ行　
か
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
お
れ
は
東
京
で
ま
だ
学
問
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
兄
は
家
を
売
っ
て
財
産
を
片
付
け
て
任
地
へ
　
し
ゅ
っ
た
つ

出
立　
す
る
と
云
い
出
し
た
。
お
れ
は

ど
う
で
も
す
る
が
よ
か
ろ
う
と
返
事
を
し
た
。
ど
う
せ
兄
の
　や
っ厄　
　か
い介　
に
な
る
気
は
な
い
。
世
話
を
し

て
く
れ
る
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
喧
嘩
を
す
る
か
ら
、
向
う
で
も
何
と
か
云
い
出
す
に
　き
ま極　
っ
て
い
る
。

な
ま
じ
い
保
護
を
受
け
れ
ば
こ
そ
、
こ
ん
な
兄
に
頭
を
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
牛
乳
配
達
を

し
て
も
食
っ
て
ら
れ
る
と
　か
く覚　
　ご悟　
を
し
た
。
兄
は
そ
れ
か
ら
道
具
屋
を
呼
ん
で
来
て
、
先
祖
代
々
の

　が瓦　
　ら
く落　
　た多　
を
　に二　
　そ
く束　
　さ
ん三　
　も
ん文　
に
売
っ
た
。
　い
え家　
　や屋　
　し
き敷　
は
あ
る
人
の
　
し
ゅ
う
せ
ん

周
旋　
で
あ
る
金
満
家
に
譲
っ
た
。
こ
の
方

は
大
分
金
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
　く
わ詳　
し
い
事
は
一
向
知
ら
ぬ
。
お
れ
は
一
ヶ
月
以
前
か
ら
、
し
ば

ら
く
前
途
の
方
向
の
つ
く
ま
で
神
田
の
　お小　
　が
わ川　
　ま
ち町　
へ
下
宿
し
て
い
た
。
清
は
十
何
年
居
た
う
ち
が
人

手
に
　わ
た渡　
る
の
を
大
い
に
残
念
が
っ
た
が
、
自
分
の
も
の
で
な
い
か
ら
、
仕
様
が
な
か
っ
た
。
あ
な

た
が
も
う
少
し
年
を
と
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
こ
こ
が
ご
相
続
が
出
来
ま
す
も
の
を
と
し
き
り

に
口
説
い
て
い
た
。
も
う
少
し
年
を
と
っ
て
相
続
が
出
来
る
も
の
な
ら
、
今
で
も
相
続
が
出
来
る

は
ず
だ
。
婆
さ
ん
は
　
な
ん
に
何　
も
知
ら
な
い
か
ら
年
さ
え
取
れ
ば
兄
の
家
が
も
ら
え
る
と
信
じ
て
い
る
。

兄
と
お
れ
は
か
よ
う
に
分
れ
た
が
、
困
っ
た
の
は
清
の
行
く
先
で
あ
る
。
兄
は
無
論
連
れ
て
行

け
る
身
分
で
な
し
、
清
も
兄
の
尻
に
く
っ
付
い
て
九
州
　く
ん
だ
下　
り
ま
で
出
掛
け
る
気
は
毛
頭
な
し
、
と

云
っ
て
こ
の
時
の
お
れ
は
　よ四　
　
じ
ょ
う畳　
　は
ん
半　
の
安
下
宿
に
　こ
も籠　
っ
て
、
そ
れ
す
ら
も
い
ざ
と
な
れ
ば
直
ち
に
引
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親
文
字
「
四
畳
半
」
の
と
こ
ろ
で
は
、「
四

（
よ
）」
お
よ
び
「
畳
（
じ
ょ
う
）」
は
中
ツ
キ

ル
ビ
で
出
力
、「
半
（
は
ん
）」
は
「
ル
ビ
一
文

字
の
ダ
ミ
ー
空
白+

は
ん
」
を
中
ツ
キ
ル
ビ
で

出
力
。
親
文
字
の
間
は
割
っ
て
い
な
い
。
全
体

に
均
等
ル
ビ
（
グ
ル
ー
プ
ル
ビ
）
を
ふ
る
こ
と

も
で
き
る
。

き
　は
ら払　
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
始
末
だ
。
ど
う
す
る
事
も
出
来
ん
。
清
に
聞
い
て
み
た
。
ど
こ
か
へ
奉
公
で

も
す
る
気
か
ね
と
云
っ
た
ら
あ
な
た
が
お
う
ち
を
持
っ
て
、
　お
く奥　
さ
ま
を
お
貰
い
に
な
る
ま
で
は
、

仕
方
が
な
い
か
ら
、
　お
い甥　
の
厄
介
に
な
り
ま
し
ょ
う
と
よ
う
や
く
決
心
し
た
返
事
を
し
た
。
こ
の
甥

は
裁
判
所
の
書
記
で
ま
ず
今
日
に
は
　さ
し
つ
か

差
支　
え
な
く
暮
し
て
い
た
か
ら
、
今
ま
で
も
清
に
来
る
な
ら

来
い
と
二
三
度
勧
め
た
の
だ
が
、
清
は
た
と
い
下
女
奉
公
は
し
て
も
年
来
住
み
　な馴　
れ
た
　う
ち家　
の
方
が

い
い
と
云
っ
て
応
じ
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
の
場
合
知
ら
ぬ
屋
敷
へ
　ほ
う奉　
　こ
う公　
　が易　
え
を
し
て
入
ら
ぬ
　き気　

　が
ね兼　
を
仕
直
す
よ
り
、
甥
の
厄
介
に
な
る
方
が
ま
し
だ
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
早
く

う
ち
を
持
て
の
、
　さ
い妻　
を
貰
え
の
、
来
て
世
話
を
す
る
の
と
云
う
。
　し
ん親　
　み身　
の
甥
よ
り
も
他
人
の
お
れ

の
方
が
好
き
な
の
だ
ろ
う
。

九
州
へ
立
つ
二
日
前
兄
が
下
宿
へ
来
て
金
を
六
百
円
出
し
て
こ
れ
を
資
本
に
し
て
　
し
ょ
う
ば
い

商
買　
を
す
る

な
り
、
学
資
に
し
て
勉
強
を
す
る
な
り
、
ど
う
で
も
　ず
い随　
　い意　
に
使
う
が
い
い
、
そ
の
代
り
あ
と
は
構

わ
な
い
と
云
っ
た
。
兄
に
し
て
は
感
心
な
や
り
方
だ
、
何
の
六
百
円
ぐ
ら
い
貰
わ
ん
で
も
困
り
は

せ
ん
と
思
っ
た
が
、
例
に
似
ぬ
　た
ん淡　
　ば
く泊　
な
処
置
が
気
に
入
っ
た
か
ら
、
礼
を
云
っ
て
貰
っ
て
お
い
た
。

兄
は
そ
れ
か
ら
五
十
円
出
し
て
こ
れ
を
つ
い
で
に
清
に
渡
し
て
く
れ
と
云
っ
た
か
ら
、
異
議
な
く
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坊
っ
ち
ゃ
ん

引
き
受
け
た
。
二
日
立
っ
て
新
橋
の
　て
い停　
　し
ゃ車　
　ば場　
で
分
れ
た
ぎ
り
兄
に
は
そ
の
後
一
遍
も
逢
わ
な
い
。

お
れ
は
六
百
円
の
使
用
法
に
つ
い
て
寝
な
が
ら
考
え
た
。
商
買
を
し
た
っ
て
　め
ん面　
　ど倒　
く
さ
く
っ
て

　う
ま旨　
く
出
来
る
も
の
じ
ゃ
な
し
、
こ
と
に
六
百
円
の
金
で
商
買
ら
し
い
商
買
が
や
れ
る
訳
で
も
な
か

ろ
う
。
よ
し
や
れ
る
と
し
て
も
、
今
の
よ
う
じ
ゃ
人
の
前
へ
出
て
教
育
を
受
け
た
と
威
張
れ
な
い

か
ら
つ
ま
り
損
に
な
る
ば
か
り
だ
。
資
本
な
ど
は
ど
う
で
も
い
い
か
ら
、
こ
れ
を
学
資
に
し
て
勉

強
し
て
や
ろ
う
。
六
百
円
を
三
に
割
っ
て
一
年
に
二
百
円
ず
つ
使
え
ば
三
年
間
は
勉
強
が
出
来

る
。
三
年
間
一
生
懸
命
に
や
れ
ば
何
か
出
来
る
。
そ
れ
か
ら
ど
こ
の
学
校
へ
は
い
ろ
う
と
考
え
た

が
、
学
問
は
　
し
ょ
う
ら
い

生
来　
ど
れ
も
こ
れ
も
好
き
で
な
い
。
こ
と
に
語
学
と
か
文
学
と
か
云
う
も
の
は
　ま
っ真　
　ぴ
ら平　

ご
　め
ん免　
だ
。
新
体
詩
な
ど
と
来
て
は
二
十
行
あ
る
う
ち
で
一
行
も
分
ら
な
い
。
ど
う
せ
嫌
い
な
も
の

な
ら
何
を
や
っ
て
も
同
じ
事
だ
と
思
っ
た
が
、
幸
い
物
理
学
校
の
前
を
通
り
　か
か掛　
っ
た
ら
生
徒
募
集

の
広
告
が
出
て
い
た
か
ら
、
何
も
縁
だ
と
思
っ
て
規
則
書
を
も
ら
っ
て
す
ぐ
入
学
の
手
続
き
を
し

て
し
ま
っ
た
。
今
考
え
る
と
こ
れ
も
親
譲
り
の
無
鉄
砲
か
ら
　お
こ起　
っ
た
失
策
だ
。

三
年
間
ま
あ
　ひ
と人　
　な
み並　
に
勉
強
は
し
た
が
別
段
た
ち
の
い
い
方
で
も
な
い
か
ら
、
席
順
は
い
つ
で
も

下
か
ら
　
か
ん
じ
ょ
う

勘
定　
す
る
方
が
便
利
で
あ
っ
た
。
し
か
し
不
思
議
な
も
の
で
、
三
年
立
っ
た
ら
と
う
と
う

卒
業
し
て
し
ま
っ
た
。
自
分
で
も
　お可　
　か笑　
し
い
と
思
っ
た
が
苦
情
を
云
う
訳
も
な
い
か
ら
大
人
し
く

卒
業
し
て
お
い
た
。

卒
業
し
て
か
ら
八
日
目
に
校
長
が
呼
び
に
来
た
か
ら
、
何
か
用
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
出
掛
け
て

行
っ
た
ら
、
四
国
辺
の
あ
る
中
学
校
で
数
学
の
教
師
が
入
る
。
月
給
は
四
十
円
だ
が
、
行
っ
て
は

ど
う
だ
と
い
う
相
談
で
あ
る
。
お
れ
は
三
年
間
学
問
は
し
た
が
実
を
云
う
と
教
師
に
な
る
気
も
、

　い
な
か

田
舎　
へ
行
く
考
え
も
何
も
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
教
師
以
外
に
何
を
し
よ
う
と
云
う
あ
て
も
な

か
っ
た
か
ら
、
こ
の
相
談
を
受
け
た
時
、
行
き
ま
し
ょ
う
と
　そ

く

即
席　
に
返
事
を
し
た
。
こ
れ
も
親
譲

り
の
無
鉄
砲
が
　た
た祟　
っ
た
の
で
あ
る
。

引
き
受
け
た
以
上
は
　ふ赴　
　に
ん任　
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
三
年
間
は
四
畳
半
に
　ち
っ蟄　
　き
ょ居　
し
て
小
言
は
た
だ

の
一
度
も
聞
い
た
事
が
な
い
。
喧
嘩
も
せ
ず
に
済
ん
だ
。
お
れ
の
生
涯
の
う
ち
で
は
　ひ比　
　か
く較　
　て
き的　
　の
ん呑　
　き気　

な
時
節
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
う
な
る
と
四
畳
半
も
引
き
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
生
れ
て
か
ら

東
京
以
外
に
踏
み
出
し
た
の
は
、
同
級
生
と
一
所
に
　か
ま鎌　
　く
ら倉　
へ
遠
足
し
た
時
ば
か
り
で
あ
る
。
今
度

は
鎌
倉
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
大
変
な
遠
く
へ
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
地
図
で
見
る
と
海
浜
で
針
の
先

ほ
ど
小
さ
く
見
え
る
。
ど
う
せ
碌
な
所
で
は
あ
る
ま
い
。
ど
ん
な
町
で
、
ど
ん
な
人
が
住
ん
で
る

か
分
ら
ん
。
分
ら
ん
で
も
困
ら
な
い
。
心
配
に
は
な
ら
ぬ
。
た
だ
行
く
ば
か
り
で
あ
る
。
も
っ
と

も
少
々
面
倒
臭
い
。

家
を
　た
た畳　
ん
で
か
ら
も
清
の
所
へ
は
折
々
行
っ
た
。
清
の
甥
と
い
う
の
は
存
外
結
構
な
人
で
あ

る
。
お
れ
が
　ゆ行　
く
た
び
に
、
　お居　
り
さ
え
す
れ
ば
、
何
く
れ
と
　も款　
　て待　
な
し
て
く
れ
た
。
清
は
お
れ
を

前
へ
置
い
て
、
い
ろ
い
ろ
お
れ
の
　じ自　
　ま
ん慢　
を
甥
に
聞
か
せ
た
。
今
に
学
校
を
卒
業
す
る
と
麹
町
辺
へ

屋
敷
を
買
っ
て
役
所
へ
通
う
の
だ
な
ど
と
　
ふ
い
ち
ょ
う

吹
聴　
し
た
事
も
あ
る
。
独
り
で
　き極　
め
て
　ひ
と
り

一
人　
で
　し
ゃ
べ

喋
舌　
る

か
ら
、
こ
っ
ち
は
　こ困　
ま
っ
て
顔
を
赤
く
し
た
。
そ
れ
も
一
度
や
二
度
で
は
な
い
。
折
々
お
れ
が
小

さ
い
時
寝
小
便
を
し
た
事
ま
で
持
ち
出
す
に
は
閉
口
し
た
。
甥
は
何
と
思
っ
て
清
の
自
慢
を
聞
い

て
い
た
か
分
ら
ぬ
。
た
だ
清
は
　
む
か
し
ふ
う

昔
風　
の
女
だ
か
ら
、
自
分
と
お
れ
の
関
係
を
　ほ
う封　
　け
ん建　
時
代
の
　
し
ゅ
じ
ゅ
う

主
従　
の

よ
う
に
考
え
て
い
た
。
自
分
の
主
人
な
ら
甥
の
た
め
に
も
主
人
に
相
違
な
い
と
　が合　
　て
ん点　
し
た
も
の
ら

し
い
。
甥
こ
そ
い
い
　つ
ら面　
の
皮
だ
。

い
よ
い
よ
約
束
が
極
ま
っ
て
、
も
う
立
つ
と
云
う
三
日
前
に
清
を
　た
ず尋　
ね
た
ら
、
北
向
き
の
三
畳
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組
版
か
ら
の
見
方

に
　か風　
　ぜ邪　
を
引
い
て
寝
て
い
た
。
お
れ
の
来
た
の
を
見
て
起
き
直
る
が
早
い
か
、
　ぼ坊　
っ
ち
ゃ
ん
い
つ

　う
ち家　
を
お
持
ち
な
さ
い
ま
す
と
聞
い
た
。
卒
業
さ
え
す
れ
ば
金
が
自
然
と
ポ
ッ
ケ
ッ
ト
の
中
に
湧
い

て
来
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
に
え
ら
い
人
を
つ
ら
ま
え
て
、
ま
だ
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
呼
ぶ
の
は

い
よ
い
よ
馬
鹿
気
て
い
る
。
お
れ
は
単
簡
に
当
分
う
ち
は
持
た
な
い
。
田
舎
へ
行
く
ん
だ
と
云
っ

た
ら
、
非
常
に
失
望
し
た
　よ
う容　
　す子　
で
、
　ご胡　
　ま麻　
　し
お塩　
の
　び
ん鬢　
の
乱
れ
を
し
き
り
に
　な撫　
で
た
。
あ
ま
り
気
の
毒

だ
か
ら
「
　ゆ行　
く
事
は
行
く
が
じ
き
帰
る
。
来
年
の
夏
休
み
に
は
き
っ
と
帰
る
」
と
　
な
ぐ
さ
慰　
め
て
や
っ
た
。

そ
れ
で
も
妙
な
顔
を
し
て
い
る
か
ら
「
何
を
見
や
げ
に
買
っ
て
来
て
や
ろ
う
、
何
が
欲
し
い
」
と

聞
い
て
み
た
ら
「
　え
ち越　
　ご後　
の
　さ
さ笹　
　あ
め飴　
が
食
べ
た
い
」
と
云
っ
た
。
越
後
の
笹
飴
な
ん
て
聞
い
た
事
も
な

い
。
第
一
方
角
が
違
う
。「
お
れ
の
行
く
田
舎
に
は
笹
飴
は
な
さ
そ
う
だ
」
と
云
っ
て
聞
か
し
た

ら
「
そ
ん
な
ら
、
ど
っ
ち
の
見
当
で
す
」
と
聞
き
返
し
た
。「
西
の
方
だ
よ
」
と
云
う
と
「
　は
こ箱　
　ね根　
の

さ
き
で
す
か
手
前
で
す
か
」
と
問
う
。
随
分
持
て
あ
ま
し
た
。

出
立
の
日
に
は
朝
か
ら
来
て
、
い
ろ
い
ろ
世
話
を
や
い
た
。
来
る
　と
ち
ゅ
う

途
中　
小
間
物
屋
で
買
っ
て
来

た
　は
み
が
き

歯
磨　
と
　よ
う楊　
　じ子　
と
　て
ぬ
ぐ
い

手
拭　
を
ズ
ッ
ク
の
　か
ば
ん

革
鞄　
に
入
れ
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
物
は
入
ら
な
い
と
云
っ
て

74

親
文
字
「
歯
磨
」
お
よ
び
「
手
拭
」
の
と
こ
ろ

で
は
、
全
体
に
均
等
ル
ビ
（
グ
ル
ー
プ
ル
ビ
）

と
し
て
処
理
し
た
。
頭
注

66

お
よ
び

72

を

参
照
。

も
な
か
な
か
承
知
し
な
い
。
車
を
並
べ
て
停
車
場
へ
着
い
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
上
へ
出
た

時
、
車
へ
乗
り
込
ん
だ
お
れ
の
顔
を
じ
っ
と
見
て
「
も
う
お
別
れ
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
随

分
ご
　き機　
　げ
ん嫌　
よ
う
」
と
小
さ
な
声
で
云
っ
た
。
目
に
　
な
み
だ涙　
が
　い
っ一　
　ぱ
い杯　
た
ま
っ
て
い
る
。
お
れ
は
泣
か
な

か
っ
た
。
し
か
し
も
う
少
し
で
泣
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
汽
車
が
よ
っ
ぽ
ど
動
き
出
し
て
か
ら
、

も
う
　だ
い大　
　し
ょ
う
ぶ

丈
夫　
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
窓
か
ら
首
を
出
し
て
、
振
り
向
い
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
立
っ
て
い

た
。
何
だ
か
大
変
小
さ
く
見
え
た
。

二

ぶ
う
と
　い云　
っ
て
汽
船
が
と
ま
る
と
、
　
は
し
け
艀　
が
岸
を
　は
な離　
れ
て
、
　こ漕　
ぎ
寄
せ
て
来
た
。
船
頭
は
　ま真　
っ
　
ぱ
だ
か裸　

75

こ
の
「
裸
」
の
部
分
で
は
、
行
末
の
ル
ビ
を
処

理
す
る
た
め
、
拙
著
「p

L
A
T

E
X

2
"

入
門
・

縦
横
文
書
術
」（
ピ
ア
ソ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
二
〇
〇
〇
）
の
第
十
一
章
で
述
べ
た
方
法

を
も
ち
い
て
い
る

に
赤
ふ
ん
ど
し
を
し
め
て
い
る
。
　や野　
　ば
ん蛮　
な
所
だ
。
も
っ
と
も
こ
の
熱
さ
で
は
着
物
は
き
ら
れ
ま
い
。

日
が
強
い
の
で
水
が
や
に
光
る
。
見
つ
め
て
い
て
も
　め眼　
が
く
ら
む
。
事
務
員
に
聞
い
て
み
る
と
お

れ
は
こ
こ
へ
降
り
る
の
だ
そ
う
だ
。
見
る
と
こ
ろ
で
は
　お
お大　
　も
り森　
ぐ
ら
い
な
漁
村
だ
。
人
を
　ば馬　
　か鹿　
に
し

て
い
ら
あ
、
こ
ん
な
所
に
　が我　
　ま
ん慢　
が
出
来
る
も
の
か
と
思
っ
た
が
仕
方
が
な
い
。
　い威　
　せ
い勢　
よ
く
一
番
に

飛
び
込
ん
だ
。
　つ続　
づ
い
て
五
六
人
は
乗
っ
た
ろ
う
。
外
に
大
き
な
　は
こ箱　
を
四
つ
ば
か
り
積
み
込
ん
で

赤
ふ
ん
は
岸
へ
漕
ぎ
　も
ど戻　
し
て
来
た
。
　お
か陸　
へ
着
い
た
時
も
、
い
の
一
番
に
飛
び
上
が
っ
て
、
い
き
な

り
、
　い
そ磯　
に
立
っ
て
い
た
鼻
た
れ
　こ小　
　ぞ
う僧　
を
つ
ら
ま
え
て
中
学
校
は
ど
こ
だ
と
聞
い
た
。
小
僧
は
ぼ
ん

や
り
し
て
、
知
ら
ん
が
の
、
と
云
っ
た
。
気
の
利
か
ぬ
　い
な
か

田
舎　
も
の
だ
。
　ね
こ猫　
の
額
ほ
ど
な
町
内
の
　く
せ癖　

に
、
中
学
校
の
あ
り
か
も
知
ら
ぬ
　や
つ奴　
が
あ
る
も
の
か
。
と
こ
ろ
へ
　
み
ょ
う
妙　
な
　つ
つ筒　
っ
ぽ
う
を
着
た
男
が
き

て
、
こ
っ
ち
へ
来
い
と
云
う
か
ら
、
　つ尾　
い
て
行
っ
た
ら
、
港
屋
と
か
云
う
宿
屋
へ
連
れ
て
来
た
。

や
な
女
が
声
を
　そ
ろ揃　
え
て
お
上
が
り
な
さ
い
と
云
う
の
で
、
上
が
る
の
が
い
や
に
な
っ
た
。
門
口
へ

立
っ
た
な
り
中
学
校
を
教
え
ろ
と
云
っ
た
ら
、
中
学
校
は
こ
れ
か
ら
汽
車
で
二
里
ば
か
り
行
か
な

く
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
聞
い
て
、
な
お
上
が
る
の
が
い
や
に
な
っ
た
。
お
れ
は
、
筒
っ
ぽ
う
を
着

た
男
か
ら
、
お
れ
の
　か
ば
ん

革
鞄　
を
二
つ
引
き
た
く
っ
て
、
の
そ
の
そ
あ
る
き
出
し
た
。
宿
屋
の
も
の
は

変
な
顔
を
し
て
い
た
。
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補
足

付

録
（
二
）

ス
ペ
ー
ス
フ
ァ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
の
補
足

第
二
・
一
項
に
述
べ
た
ス
ペ
ー
ス
フ
ァ
ク
タ
ー
が
、
実
際
の
組
版
に
お
け
る
空
き
を
ど
の
よ
う

に
制
御
し
て
い
る
か
は
、T

E
X

b
o
ok

の
第
十
二
章
に
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
補
足
の
説
明
を

以
下
に
加
え
る
。

O
h

,
o
h

!"
cried

B
ab

y
S

ally.

と
い
う
例
文
（
文
字
の
大
き
さ10p

t

）
の
空
き
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
値
が
あ
た
え
ら
れ
て

い
る
。空

き
の
位
置

基
本
量p

t

延
び
量p

t

縮
み
量p

t

備
考

O
h

,
3.33333

2.08331
0.88889

半
角
コ
ン
マ
の
う
し
ろ

o
h

!"
4.44444

4.99997
0.37036

二
重
引
用
符
の
う
し
ろ

cried
3.33333

1.66666
1.11111

単
語
間

S
a
lly.

4.44444
4.99997

0.37036

半
角
ピ
リ
オ
ド
の
う
し
ろ

コ
ン
マ
の
う
し
ろ
に
関
し
て
は
、
単
語
間
の
空
き
を
基
準
に
計
算
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
計
算

が
で
き
る
。
延
び
と
縮
み
の
比
の
と
り
方
が
逆
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。
え
ら
れ
た
数
値1.250
を

千
倍
し
た
も
の
が
、\

f
r
e
n
c
h
s
p
a
c
i
n
g

で
コ
ン
マ
に
あ
た
え
た
値
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

2
:08331

1
:66666

=
1
:250

1
:11111

0
:88889

=
1

:250
(1)

ピ
リ
オ
ド
の
う
し
ろ
に
関
し
て
は
、
単
語
間
の
空
き
を
基
準
に
し
て
、
同
様
に
計
算
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
え
ら
れ
た
数
値3.000

を
千
倍
し
た
も
の
が
、\

f
r
e
n
c
h
s
p
a
c
i
n
g

で
ピ
リ
オ
ド
に

あ
た
え
た
値
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

4
:99997

1
:66666

=
3
:000

1
:11111

0
:37036

=
3

:000
(2)

悪
評
値
に
つ
い
て
の
補
足

第
二
・
二
項
で
述
べ
た
悪
評
値
（b

ad
n

ess

）
の
計
算
例
を
示
す
。
計
算
し
た
値
が10000

を

超
え
る
場
合
は
、1

0000

と
す
る
。

1

（
詰
め
）
自
然
に
組
版
し
た
と
き
に
縮
み
量
の
合
計
が10p

t

の
も
の
を9p

t

ま
で
縮
め
て

一
行
に
収
め
る
場
合
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
計
算
す
る
。

b
=

100
� �

910 �
3

=
73

(3)

2
（
延
ば
し
）
自
然
に
組
版
し
た
と
き
に
延
び
量
の
合
計
が10p

t

の
も
の
を20p

t

ま
で
延
ば

し
て
一
行
に
収
め
る
場
合
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
計
算
す
る
。

b
=

10
0

� �
2010 �

3

=
800

(4)
幅
な
し
の
箱
の
実
現
方
法
に
つ
い
て
の
補
足

第
四
・
三
項
で
述
べ
た
も
の
を
含
め
て
、
幅
な
し
の
箱
の
実
現
方
法
に
は
、
次
に
示
す
よ
う
に

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
。
行
末
に
き
た\

h
s
k
i
p

な
ど
に
よ
る
グ
ル
ー
は
、
単
独
で
捨
て
ら
れ
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組
版
か
ら
の
見
方

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
直
前
に\

k
e
r
n

が
あ
ら
わ
れ
た
場
合
は
、
両
方
と
も
捨
て
ら
れ

る
。
ぶ
ら
下
げ
マ
ク
ロ
は
、
こ
の
こ
と
を
利
用
し
て
い
る
。

1

文
字
の
幅
だ
け
前
へ\

k
e
r
n

で
戻
す
（
そ
の
あ
と\

h
s
k
i
p

で
う
し
ろ
へ
移
動
）。

\
h
b
o
x

t
o
1
z
w
{

。\
h
s
s
}
\
k
e
r
n
-
1
z
w
\
k
e
r
n
1
z
w
\
h
s
k
i
p
0
z
w

2

幅
な
し
の
箱
を
、\

h
b
o
x

t
o
0
p
t
{
.
.
.
\
h
s
s
}

で
直
接
作
成
。

\
h
b
o
x

t
o
0
p
t
{

。\
h
s
s
}
\
h
s
k
i
p
1
z
w

ま
た
は

\
h
b
o
x

t
o
0
p
t
{

。\
h
s
s
}
\
k
e
r
n
0
p
t
\
h
s
k
i
p
1
z
w

（
本
文
中
の
も
の
は
こ
れ
に
近
い
）

3
\
s
e
t
b
o
x
0
=
\
h
b
o
x
{
.
.
.
}

で
箱
を
作
っ
て\

w
d
0
=
0
p
t

と
指
定
。

\
s
e
t
b
o
x
0
=
\
h
b
o
x

t
o
0
p
t
{

。\
h
s
s
}
\
w
d
0
=
0
p
t

\
b
o
x
0
\
h
s
k
i
p
1
z
w

4

フ
ォ
ン
ト
メ
ト
リ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ル
で
該
当
の
文
字
の
幅
を0p

t

に
設
定
。


